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脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
資
す
る
た
め
の
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令

の
整
備
に
関
す
る
政
令
案

参
照
条
文

○
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
二
十
八
年
政
令
第
八
号
）
（
抄
）

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
施
行
令

（
空
気
調
和
設
備
等
）

第
一
条

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一
項
第
二
号
の
政
令
で
定
め
る
建
築
設
備
は
、
次
に
掲
げ
る
も

の
と
す
る
。

一
～
四

（
略
）

○
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
五
十
三
号
）
（
抄
）

※
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
資
す
る
た
め
の
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
六
十
九
号
）
附
則

第
一
条
第
四
号
に
よ
る
改
正
後
の
条
文

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律

○
建
築
基
準
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十
八
号
）
（
抄
）

目
次第

一
章
～
第
五
章

（
略
）

第
五
章
の
二

特
殊
建
築
物
等
の
内
装
（
第
百
二
十
八
条
の
三
の
二
―
第
百
二
十
八
条
の
五
）

第
五
章
の
三

避
難
上
の
安
全
の
検
証
（
第
百
二
十
八
条
の
六
―
第
百
二
十
九
条
の
二
の
二
）

第
五
章
の
四
～
第
十
章

（
略
）

（
避
難
施
設
等
の
範
囲
）

第
十
三
条

法
第
七
条
の
六
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
避
難
施
設
、
消
火
設
備
、
排
煙
設
備
、
非
常
用
の
照
明
装
置
、
非
常
用
の
昇
降
機
又
は
防
火
区
画
（
以
下
こ
の
条
及
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び
次
条
に
お
い
て
「
避
難
施
設
等
」
と
い
う
。
）
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
（
当
該
工
事
に
係
る
避
難
施
設
等
が
な
い
も
の
と
し
た
場
合
に
第
百
十
二
条
、
第
五
章
第
二
節

か
ら
第
四
節
ま
で
、
第
百
二
十
八
条
の
三
、
第
百
二
十
九
条
の
十
三
の
三
又
は
消
防
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
三
十
七
号
）
第
十
二
条
か
ら
第
十
五
条
ま
で
の

規
定
に
よ
る
技
術
的
基
準
に
適
合
し
て
い
る
建
築
物
に
係
る
当
該
避
難
施
設
等
を
除
く
。
）
と
す
る
。

一
～
五

（
略
）

六

第
百
二
十
六
条
の
四
の
非
常
用
の
照
明
装
置

七
・
八

（
略
）

（
居
室
を
有
す
る
建
築
物
の
建
築
材
料
に
つ
い
て
の
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
に
関
す
る
技
術
的
基
準
）

第
二
十
条
の
七

建
築
材
料
に
つ
い
て
の
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
に
関
す
る
法
第
二
十
八
条
の
二
第
三
号
の
政
令
で
定
め
る
技
術
的
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

居
室
（
常
時
開
放
さ
れ
た
開
口
部
を
通
じ
て
こ
れ
と
相
互
に
通
気
が
確
保
さ
れ
る
廊
下
そ
の
他
の
建
築
物
の
部
分
を
含
む
。
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
壁
、

床
及
び
天
井
（
天
井
の
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
屋
根
）
並
び
に
こ
れ
ら
の
開
口
部
に
設
け
る
戸
そ
の
他
の
建
具
の
室
内
に
面
す
る
部
分
（
回
り
縁
、
窓
台
そ
の
他
こ

れ
ら
に
類
す
る
部
分
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
百
八
条
の
三
第
一
項
第
一
号
に
お
い
て
「
内
装
」
と
い
う
。
）
の
仕
上
げ
に
は
、
夏
季
に
お
い
て
そ
の
表
面
積
一

平
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
毎
時
〇
・
一
二
ミ
リ
グ
ラ
ム
を
超
え
る
量
の
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
を
発
散
さ
せ
る
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
建
築
材
料
（
以
下
こ

の
条
に
お
い
て
「
第
一
種
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
発
散
建
築
材
料
」
と
い
う
。
）
を
使
用
し
な
い
こ
と
。

二

（
略
）

２
～
５

（
略
）

（
層
間
変
形
角
）

第
八
十
二
条
の
二

建
築
物
の
地
上
部
分
に
つ
い
て
は
、
第
八
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
震
力
（
以
下
こ
の
款
に
お
い
て
「
地
震
力
」
と
い
う
。
）
に
よ
つ
て
各
階
に

生
ず
る
水
平
方
向
の
層
間
変
位
を
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
方
法
に
よ
り
計
算
し
、
当
該
層
間
変
位
の
当
該
各
階
の
高
さ
に
対
す
る
割
合
（
第
八
十
二
条
の
六
第
二
号
イ

及
び
第
百
九
条
の
二
の
二
に
お
い
て
「
層
間
変
形
角
」
と
い
う
。
）
が
二
百
分
の
一
（
地
震
力
に
よ
る
構
造
耐
力
上
主
要
な
部
分
の
変
形
に
よ
つ
て
建
築
物
の
部
分
に
著

し
い
損
傷
が
生
ず
る
お
そ
れ
の
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
百
二
十
分
の
一
）
以
内
で
あ
る
こ
と
を
確
か
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
耐
火
性
能
に
関
す
る
技
術
的
基
準
）

第
百
七
条

法
第
二
条
第
七
号
の
政
令
で
定
め
る
技
術
的
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
建
築
物
の
部
分
に
あ
つ
て
は
、
当
該
各
部
分
に
通
常
の
火
災
に
よ
る
火
熱
が
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
当
該
部
分
の
存
す
る
階
の
区
分
に
応

じ
そ
れ
ぞ
れ
同
欄
に
掲
げ
る
時
間
加
え
ら
れ
た
場
合
に
、
構
造
耐
力
上
支
障
の
あ
る
変
形
、
溶
融
、
破
壊
そ
の
他
の
損
傷
を
生
じ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

時

間
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建

築

物

の

部

分

最
上
階
及
び
最
上
階

最
上
階
か
ら
数
え
た

最
上
階
か
ら
数
え
た

最
上
階
か
ら
数
え
た

最
上
階
か
ら
数
え
た

か
ら
数
え
た
階
数
が

階
数
が
五
以
上
で
九

階
数
が
十
以
上
で
十

階
数
が
十
五
以
上
で

階
数
が
二
十
以
上
の

二
以
上
で
四
以
内
の

以
内
の
階

四
以
内
の
階

十
九
以
内
の
階

階

階

間
仕
切
壁
（
耐
力
壁
に
限
る
。
）

一
時
間

一
・
五
時
間

二
時
間

二
時
間

二
時
間

壁

外
壁
（
耐
力
壁
に
限
る
。
）

一
時
間

一
・
五
時
間

二
時
間

二
時
間

二
時
間

柱

一
時
間

一
・
五
時
間

二
時
間

二
・
五
時
間

三
時
間

床

一
時
間

一
・
五
時
間

二
時
間

二
時
間

二
時
間

は
り

一
時
間

一
・
五
時
間

二
時
間

二
・
五
時
間

三
時
間

屋
根

三
十
分
間

階
段

三
十
分
間

備
考一

第
二
条
第
一
項
第
八
号
の
規
定
に
よ
り
階
数
に
算
入
さ
れ
な
い
屋
上
部
分
が
あ
る
建
築
物
の
当
該
屋
上
部
分
は
、
こ
の
表
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
建
築
物

の
最
上
階
に
含
ま
れ
る
も
の
と
す
る
。

二

こ
の
表
に
お
け
る
階
数
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
第
二
条
第
一
項
第
八
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
地
階
の
部
分
の
階
数
は
、
全
て
算
入
す
る
も
の
と
す

る
。

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
壁
及
び
床
に
あ
つ
て
は
、
こ
れ
ら
に
通
常
の
火
災
に
よ
る
火
熱
が
一
時
間
（
非
耐
力
壁
で
あ
る
外
壁
の
延
焼
の
お
そ
れ
の
あ
る
部
分

以
外
の
部
分
に
あ
つ
て
は
、
三
十
分
間
）
加
え
ら
れ
た
場
合
に
、
当
該
加
熱
面
以
外
の
面
（
屋
内
に
面
す
る
も
の
に
限
る
。
）
の
温
度
が
当
該
面
に
接
す
る
可
燃
物
が

燃
焼
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
温
度
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
温
度
（
以
下
「
可
燃
物
燃
焼
温
度
」
と
い
う
。
）
以
上
に
上
昇
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
外
壁
及
び
屋
根
に
あ
つ
て
は
、
こ
れ
ら
に
屋
内
に
お
い
て
発
生
す
る
通
常
の
火
災
に
よ
る
火
熱
が
一
時
間
（
非
耐
力
壁
で
あ
る
外

壁
の
延
焼
の
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
以
外
の
部
分
及
び
屋
根
に
あ
つ
て
は
、
三
十
分
間
）
加
え
ら
れ
た
場
合
に
、
屋
外
に
火
炎
を
出
す
原
因
と
な
る
亀
裂
そ
の
他
の
損
傷
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を
生
じ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
準
耐
火
性
能
に
関
す
る
技
術
的
基
準
）

第
百
七
条
の
二

法
第
二
条
第
七
号
の
二
の
政
令
で
定
め
る
技
術
的
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

次
の
表
に
掲
げ
る
建
築
物
の
部
分
に
あ
つ
て
は
、
当
該
部
分
に
通
常
の
火
災
に
よ
る
火
熱
が
加
え
ら
れ
た
場
合
に
、
加
熱
開
始
後
そ
れ
ぞ
れ
同
表
に
掲
げ
る
時
間
構

造
耐
力
上
支
障
の
あ
る
変
形
、
溶
融
、
破
壊
そ
の
他
の
損
傷
を
生
じ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

間
仕
切
壁
（
耐
力
壁
に
限
る
。
）

四
十
五
分
間

壁

外
壁
（
耐
力
壁
に
限
る
。
）

四
十
五
分
間

柱

四
十
五
分
間

床

四
十
五
分
間

は
り

四
十
五
分
間

屋
根
（
軒
裏
を
除
く
。
）

三
十
分
間

階
段

三
十
分
間

二
・
三

（
略
）

（
耐
火
建
築
物
の
主
要
構
造
部
に
関
す
る
技
術
的
基
準
）

第
百
八
条
の
三

法
第
二
条
第
九
号
の
二
イ
⑵
の
政
令
で
定
め
る
技
術
的
基
準
は
、
主
要
構
造
部
が
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
す
る
。

一

主
要
構
造
部
が
、
次
の
イ
及
び
ロ
（
外
壁
以
外
の
主
要
構
造
部
に
あ
つ
て
は
、
イ
）
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
耐
火
性
能
検
証
法
に

よ
り
確
か
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ

主
要
構
造
部
ご
と
に
当
該
建
築
物
の
屋
内
に
お
い
て
発
生
が
予
測
さ
れ
る
火
災
に
よ
る
火
熱
が
加
え
ら
れ
た
場
合
に
、
当
該
主
要
構
造
部
が
次
に
掲
げ
る
要
件
を

満
た
し
て
い
る
こ
と
。

⑴

耐
力
壁
で
あ
る
壁
、
柱
、
床
、
は
り
、
屋
根
及
び
階
段
に
あ
つ
て
は
、
当
該
建
築
物
の
自
重
及
び
積
載
荷
重
（
第
八
十
六
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
つ
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て
特
定
行
政
庁
が
指
定
す
る
多
雪
区
域
に
お
け
る
建
築
物
の
主
要
構
造
部
に
あ
つ
て
は
、
自
重
、
積
載
荷
重
及
び
積
雪
荷
重
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）

に
よ
り
、
構
造
耐
力
上
支
障
の
あ
る
変
形
、
溶
融
、
破
壊
そ
の
他
の
損
傷
を
生
じ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

⑵

壁
及
び
床
に
あ
つ
て
は
、
当
該
壁
及
び
床
の
加
熱
面
以
外
の
面
（
屋
内
に
面
す
る
も
の
に
限
る
。
）
の
温
度
が
可
燃
物
燃
焼
温
度
（
当
該
面
が
面
す
る
室
に
お

い
て
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
従
い
、
内
装
の
仕
上
げ
を
不
燃
材
料
で
す
る
こ
と
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、

国
土
交
通
大
臣
が
別
に
定
め
る
温
度
）
以
上
に
上
昇
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

⑶

外
壁
及
び
屋
根
に
あ
つ
て
は
、
屋
外
に
火
炎
を
出
す
原
因
と
な
る
亀
裂
そ
の
他
の
損
傷
を
生
じ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ

外
壁
が
、
当
該
建
築
物
の
周
囲
に
お
い
て
発
生
す
る
通
常
の
火
災
に
よ
る
火
熱
が
一
時
間
（
延
焼
の
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
以
外
の
部
分
に
あ
つ
て
は
、
三
十
分
間

）
加
え
ら
れ
た
場
合
に
、
次
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

⑴

耐
力
壁
で
あ
る
外
壁
に
あ
つ
て
は
、
当
該
外
壁
に
当
該
建
築
物
の
自
重
及
び
積
載
荷
重
に
よ
り
、
構
造
耐
力
上
支
障
の
あ
る
変
形
、
溶
融
、
破
壊
そ
の
他
の
損

傷
を
生
じ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

⑵

外
壁
の
当
該
加
熱
面
以
外
の
面
（
屋
内
に
面
す
る
も
の
に
限
る
。
）
の
温
度
が
可
燃
物
燃
焼
温
度
（
当
該
面
が
面
す
る
室
に
お
い
て
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め

る
基
準
に
従
い
、
内
装
の
仕
上
げ
を
不
燃
材
料
で
す
る
こ
と
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
国
土
交
通
大
臣
が
別
に
定
め

る
温
度
）
以
上
に
上
昇
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

前
号
イ
及
び
ロ
（
外
壁
以
外
の
主
要
構
造
部
に
あ
つ
て
は
、
同
号
イ
）
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
こ

と
。

２

前
項
の
「
耐
火
性
能
検
証
法
」
と
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
建
築
物
の
主
要
構
造
部
の
耐
火
に
関
す
る
性
能
を
検
証
す
る
方
法
を
い
う
。

一

（
略
）

二

主
要
構
造
部
ご
と
に
、
当
該
主
要
構
造
部
が
、
当
該
建
築
物
の
屋
内
に
お
い
て
発
生
が
予
測
さ
れ
る
火
災
に
よ
る
火
熱
が
加
え
ら
れ
た
場
合
に
、
前
項
第
一
号
イ
に

掲
げ
る
要
件
に
該
当
し
て
耐
え
る
こ
と
が
で
き
る
加
熱
時
間
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
屋
内
火
災
保
有
耐
火
時
間
」
と
い
う
。
）
を
、
当
該
主
要
構
造
部
の
構
造
方

法
、
当
該
建
築
物
の
自
重
及
び
積
載
荷
重
並
び
に
当
該
火
熱
に
よ
る
主
要
構
造
部
の
表
面
の
温
度
の
推
移
に
応
じ
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
方
法
に
よ
り
求
め
る
こ

と
。

三

当
該
外
壁
が
、
当
該
建
築
物
の
周
囲
に
お
い
て
発
生
す
る
通
常
の
火
災
時
の
火
熱
が
加
え
ら
れ
た
場
合
に
、
前
項
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
し
て
耐
え
る
こ

と
が
で
き
る
加
熱
時
間
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
屋
外
火
災
保
有
耐
火
時
間
」
と
い
う
。
）
を
、
当
該
外
壁
の
構
造
方
法
並
び
に
当
該
建
築
物
の
自
重
及
び
積
載
荷

重
に
応
じ
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
方
法
に
よ
り
求
め
る
こ
と
。

四

主
要
構
造
部
ご
と
に
、
次
の
イ
及
び
ロ
（
外
壁
以
外
の
主
要
構
造
部
に
あ
つ
て
は
、
イ
）
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
か
め
る
こ
と
。

イ

各
主
要
構
造
部
の
屋
内
火
災
保
有
耐
火
時
間
が
、
当
該
主
要
構
造
部
が
面
す
る
室
に
つ
い
て
第
一
号
に
掲
げ
る
式
に
よ
つ
て
計
算
し
た
火
災
の
継
続
時
間
以
上
で

あ
る
こ
と
。

ロ

各
外
壁
の
屋
外
火
災
保
有
耐
火
時
間
が
、
一
時
間
（
延
焼
の
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
以
外
の
部
分
に
あ
つ
て
は
、
三
十
分
間
）
以
上
で
あ
る
こ
と
。

３

主
要
構
造
部
が
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
該
当
す
る
建
築
物
（
次
項
に
規
定
す
る
建
築
物
を
除
く
。
）
に
対
す
る
第
百
十
二
条
第
一
項
、
第
三
項
、
第
七
項
か
ら

第
十
一
項
ま
で
及
び
第
十
六
項
か
ら
第
二
十
一
項
ま
で
、
第
百
十
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
百
十
七
条
第
二
項
、
第
百
二
十
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
四
項
、
第
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百
二
十
一
条
第
二
項
、
第
百
二
十
二
条
第
一
項
、
第
百
二
十
三
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
百
二
十
三
条
の
二
、
第
百
二
十
六
条
の
二
、
第
百
二
十
八
条
の
四
第
一
項
及

び
第
四
項
、
第
百
二
十
八
条
の
五
第
一
項
及
び
第
四
項
、
第
百
二
十
八
条
の
六
第
一
項
、
第
百
二
十
九
条
第
一
項
、
第
百
二
十
九
条
の
二
第
一
項
、
第
百
二
十
九
条
の
二

の
四
第
一
項
、
第
百
二
十
九
条
の
十
三
の
二
、
第
百
二
十
九
条
の
十
三
の
三
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
百
三
十
七
条
の
十
四
並
び
に
第
百
四
十
五
条
第
一
項
第
一
号
及
び

第
二
項
の
規
定
（
次
項
に
お
い
て
「
耐
火
性
能
関
係
規
定
」
と
い
う
。
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
建
築
物
の
部
分
で
主
要
構
造
部
で
あ
る
も
の
の
構
造
は
、
耐
火
構

造
と
み
な
す
。

４

主
要
構
造
部
が
第
一
項
第
一
号
に
該
当
す
る
建
築
物
（
当
該
建
築
物
の
主
要
構
造
部
で
あ
る
床
又
は
壁
（
外
壁
を
除
く
。
）
の
開
口
部
に
設
け
ら
れ
た
防
火
設
備
が
、

当
該
防
火
設
備
に
当
該
建
築
物
の
屋
内
に
お
い
て
発
生
が
予
測
さ
れ
る
火
災
に
よ
る
火
熱
が
加
え
ら
れ
た
場
合
に
、
当
該
加
熱
面
以
外
の
面
に
火
炎
を
出
さ
な
い
も
の
で

あ
る
こ
と
に
つ
い
て
防
火
区
画
検
証
法
に
よ
り
確
か
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
及
び
主
要
構
造
部
が
同
項
第
二
号
に
該
当
す
る
建
築
物
（
当
該
建
築
物
の

主
要
構
造
部
で
あ
る
床
又
は
壁
（
外
壁
を
除
く
。
）
の
開
口
部
に
設
け
ら
れ
た
防
火
設
備
が
、
当
該
防
火
設
備
に
当
該
建
築
物
の
屋
内
に
お
い
て
発
生
が
予
測
さ
れ
る
火

災
に
よ
る
火
熱
が
加
え
ら
れ
た
場
合
に
、
当
該
加
熱
面
以
外
の
面
に
火
炎
を
出
さ
な
い
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
に

対
す
る
第
百
十
二
条
第
一
項
、
第
七
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
、
第
十
六
項
、
第
十
八
項
、
第
十
九
項
及
び
第
二
十
一
項
、
第
百
二
十
二
条
第
一
項
、
第
百
二
十
三
条
第
一

項
及
び
第
三
項
、
第
百
二
十
六
条
の
二
、
第
百
二
十
八
条
の
五
第
一
項
及
び
第
四
項
、
第
百
二
十
八
条
の
六
第
一
項
、
第
百
二
十
九
条
の
二
の
四
第
一
項
、
第
百
二
十
九

条
の
十
三
の
二
、
第
百
二
十
九
条
の
十
三
の
三
第
三
項
並
び
に
第
百
三
十
七
条
の
十
四
の
規
定
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
防
火
区
画
等
関
係
規
定
」
と
い
う
。
）
の
適

用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
建
築
物
の
部
分
で
主
要
構
造
部
で
あ
る
も
の
の
構
造
は
耐
火
構
造
と
、
こ
れ
ら
の
防
火
設
備
の
構
造
は
特
定
防
火
設
備
と
み
な
し
、
こ
れ
ら

の
建
築
物
に
対
す
る
防
火
区
画
等
関
係
規
定
以
外
の
耐
火
性
能
関
係
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
建
築
物
の
部
分
で
主
要
構
造
部
で
あ
る
も
の
の
構
造
は
耐
火

構
造
と
み
な
す
。

５

（
略
）

（
防
火
戸
そ
の
他
の
防
火
設
備
）

第
百
九
条

法
第
二
条
第
九
号
の
二
ロ
、
法
第
十
二
条
第
一
項
、
法
第
二
十
一
条
第
二
項
第
二
号
、
法
第
二
十
七
条
第
一
項
（
法
第
八
十
七
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
第
百
十
条
か
ら
第
百
十
条
の
五
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
法
第
五
十
三
条
第
三
項
第
一
号
イ
及
び
法
第
六
十
一
条
の
政
令
で
定
め
る
防
火
設
備
は
、
防

火
戸
、
ド
レ
ン
チ
ャ
ー
そ
の
他
火
炎
を
遮
る
設
備
と
す
る
。

２

隣
地
境
界
線
、
道
路
中
心
線
又
は
同
一
敷
地
内
の
二
以
上
の
建
築
物
（
延
べ
面
積
の
合
計
が
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
建
築
物
は
、
一
の
建
築
物
と
み
な
す
。
）
相

互
の
外
壁
間
の
中
心
線
の
あ
ら
ゆ
る
部
分
で
、
開
口
部
か
ら
一
階
に
あ
つ
て
は
三
メ
ー
ト
ル
以
下
、
二
階
以
上
に
あ
つ
て
は
五
メ
ー
ト
ル
以
下
の
距
離
に
あ
る
も
の
と
当

該
開
口
部
と
を
遮
る
外
壁
、
そ
で
壁
、
塀
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
は
、
前
項
の
防
火
設
備
と
み
な
す
。

（
主
要
構
造
部
を
準
耐
火
構
造
等
と
し
た
建
築
物
の
層
間
変
形
角
）

第
百
九
条
の
二
の
二

法
第
二
条
第
九
号
の
三
イ
に
該
当
す
る
建
築
物
及
び
第
百
三
十
六
条
の
二
第
一
号
ロ
又
は
第
二
号
ロ
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
建
築
物
の
地
上
部

分
の
層
間
変
形
角
は
、
百
五
十
分
の
一
以
内
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
主
要
構
造
部
が
防
火
上
有
害
な
変
形
、
亀
裂
そ
の
他
の
損
傷
を
生
じ
な
い
こ
と
が
計
算

又
は
実
験
に
よ
つ
て
確
か
め
ら
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
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（
大
規
模
の
建
築
物
の
主
要
構
造
部
の
性
能
に
関
す
る
技
術
的
基
準
）

第
百
九
条
の
五

法
第
二
十
一
条
第
一
項
本
文
の
政
令
で
定
め
る
技
術
的
基
準
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

次
に
掲
げ
る
基
準

イ

次
の
表
に
掲
げ
る
建
築
物
の
部
分
に
あ
つ
て
は
、
当
該
部
分
に
通
常
の
火
災
に
よ
る
火
熱
が
加
え
ら
れ
た
場
合
に
、
加
熱
開
始
後
そ
れ
ぞ
れ
同
表
に
掲
げ
る
時
間

構
造
耐
力
上
支
障
の
あ
る
変
形
、
溶
融
、
破
壊
そ
の
他
の
損
傷
を
生
じ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

間
仕
切
壁
（
耐
力
壁
に
限
る
。
）

通
常
火
災
終
了
時
間
（
通
常
火
災
終
了
時
間
が
四
十
五
分
間
未
満
で
あ
る
場
合
に

あ
つ
て
は
、
四
十
五
分
間
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

外
壁
（
耐
力
壁
に
限
る
。
）

通
常
火
災
終
了
時
間

柱

通
常
火
災
終
了
時
間

床

通
常
火
災
終
了
時
間

は
り

通
常
火
災
終
了
時
間

屋
根
（
軒
裏
を
除
く
。
）

三
十
分
間

階
段

三
十
分
間

ロ

壁
、
床
及
び
屋
根
の
軒
裏
（
外
壁
に
よ
つ
て
小
屋
裏
又
は
天
井
裏
と
防
火
上
有
効
に
遮
ら
れ
て
い
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
ロ
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
あ
つ
て

は
、
こ
れ
ら
に
通
常
の
火
災
に
よ
る
火
熱
が
加
え
ら
れ
た
場
合
に
、
加
熱
開
始
後
通
常
火
災
終
了
時
間
（
非
耐
力
壁
で
あ
る
外
壁
及
び
屋
根
の
軒
裏
（
い
ず
れ
も
延

焼
の
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
以
外
の
部
分
に
限
る
。
）
に
あ
つ
て
は
、
三
十
分
間
）
当
該
加
熱
面
以
外
の
面
（
屋
内
に
面
す
る
も
の
に
限
る
。
）
の
温
度
が
可
燃
物
燃

焼
温
度
以
上
に
上
昇
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ハ

外
壁
及
び
屋
根
に
あ
つ
て
は
、
こ
れ
ら
に
屋
内
に
お
い
て
発
生
す
る
通
常
の
火
災
に
よ
る
火
熱
が
加
え
ら
れ
た
場
合
に
、
加
熱
開
始
後
通
常
火
災
終
了
時
間
（
非

耐
力
壁
で
あ
る
外
壁
（
延
焼
の
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
以
外
の
部
分
に
限
る
。
）
及
び
屋
根
に
あ
つ
て
は
、
三
十
分
間
）
屋
外
に
火
炎
を
出
す
原
因
と
な
る
亀
裂
そ
の

他
の
損
傷
を
生
じ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

第
百
七
条
各
号
又
は
第
百
八
条
の
三
第
一
項
第
一
号
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
基
準

壁
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（
大
規
模
の
建
築
物
の
壁
等
の
性
能
に
関
す
る
技
術
的
基
準
）

第
百
九
条
の
七

法
第
二
十
一
条
第
二
項
第
二
号
の
政
令
で
定
め
る
技
術
的
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

壁
等
に
通
常
の
火
災
に
よ
る
火
熱
が
火
災
継
続
予
測
時
間
（
建
築
物
の
構
造
、
建
築
設
備
及
び
用
途
に
応
じ
て
火
災
が
継
続
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
時
間
を
い
う
。

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
加
え
ら
れ
た
場
合
に
、
当
該
壁
等
が
構
造
耐
力
上
支
障
の
あ
る
変
形
、
溶
融
、
破
壊
そ
の
他
の
損
傷
を
生
じ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

壁
等
に
通
常
の
火
災
に
よ
る
火
熱
が
火
災
継
続
予
測
時
間
加
え
ら
れ
た
場
合
に
、
当
該
加
熱
面
以
外
の
面
（
屋
内
に
面
す
る
も
の
に
限
り
、
防
火
上
支
障
が
な
い
も

の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
も
の
を
除
く
。
）
の
温
度
が
可
燃
物
燃
焼
温
度
以
上
に
上
昇
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三

壁
等
に
屋
内
に
お
い
て
発
生
す
る
通
常
の
火
災
に
よ
る
火
熱
が
火
災
継
続
予
測
時
間
加
え
ら
れ
た
場
合
に
、
当
該
壁
等
が
屋
外
に
火
炎
を
出
す
原
因
と
な
る
亀
裂
そ

の
他
の
損
傷
を
生
じ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

四

壁
等
に
通
常
の
火
災
に
よ
る
当
該
壁
等
以
外
の
建
築
物
の
部
分
の
倒
壊
に
よ
つ
て
生
ず
る
応
力
が
伝
え
ら
れ
た
場
合
に
、
当
該
壁
等
が
倒
壊
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ

と
。

五

壁
等
が
、
通
常
の
火
災
時
に
お
い
て
、
当
該
壁
等
で
区
画
さ
れ
た
部
分
（
当
該
壁
等
の
部
分
を
除
く
。
）
か
ら
屋
外
に
出
た
火
炎
に
よ
る
当
該
壁
等
で
区
画
さ
れ
た

他
の
部
分
（
当
該
壁
等
の
部
分
を
除
く
。
）
へ
の
延
焼
を
有
効
に
防
止
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
法
第
二
十
二
条
第
一
項
の
市
街
地
の
区
域
内
に
あ
る
建
築
物
の
屋
根
の
性
能
に
関
す
る
技
術
的
基
準
）

第
百
九
条
の
八

法
第
二
十
二
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
技
術
的
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
（
不
燃
性
の
物
品
を
保
管
す
る
倉
庫
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の
と
し
て

国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
用
途
に
供
す
る
建
築
物
又
は
建
築
物
の
部
分
で
、
通
常
の
火
災
に
よ
る
火
の
粉
が
屋
内
に
到
達
し
た
場
合
に
建
築
物
の
火
災
が
発
生
す
る
お
そ

れ
の
な
い
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
た
構
造
方
法
を
用
い
る
も
の
の
屋
根
に
あ
つ
て
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
も
の
）
と
す
る
。

一

屋
根
が
、
通
常
の
火
災
に
よ
る
火
の
粉
に
よ
り
、
防
火
上
有
害
な
発
炎
を
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

屋
根
が
、
通
常
の
火
災
に
よ
る
火
の
粉
に
よ
り
、
屋
内
に
達
す
る
防
火
上
有
害
な
溶
融
、
亀
裂
そ
の
他
の
損
傷
を
生
じ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
準
防
火
性
能
に
関
す
る
技
術
的
基
準
）

第
百
九
条
の
九

法
第
二
十
三
条
の
政
令
で
定
め
る
技
術
的
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

耐
力
壁
で
あ
る
外
壁
に
あ
つ
て
は
、
こ
れ
に
建
築
物
の
周
囲
に
お
い
て
発
生
す
る
通
常
の
火
災
に
よ
る
火
熱
が
加
え
ら
れ
た
場
合
に
、
加
熱
開
始
後
二
十
分
間
構
造

耐
力
上
支
障
の
あ
る
変
形
、
溶
融
、
破
壊
そ
の
他
の
損
傷
を
生
じ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

外
壁
に
あ
つ
て
は
、
こ
れ
に
建
築
物
の
周
囲
に
お
い
て
発
生
す
る
通
常
の
火
災
に
よ
る
火
熱
が
加
え
ら
れ
た
場
合
に
、
加
熱
開
始
後
二
十
分
間
当
該
加
熱
面
以
外
の

面
（
屋
内
に
面
す
る
も
の
に
限
る
。
）
の
温
度
が
可
燃
物
燃
焼
温
度
以
上
に
上
昇
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
法
第
二
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
殊
建
築
物
の
主
要
構
造
部
の
性
能
に
関
す
る
技
術
的
基
準
）

第
百
十
条

主
要
構
造
部
の
性
能
に
関
す
る
法
第
二
十
七
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
技
術
的
基
準
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。
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一

次
に
掲
げ
る
基
準

イ

次
の
表
に
掲
げ
る
建
築
物
の
部
分
に
あ
つ
て
は
、
当
該
部
分
に
通
常
の
火
災
に
よ
る
火
熱
が
加
え
ら
れ
た
場
合
に
、
加
熱
開
始
後
そ
れ
ぞ
れ
同
表
に
掲
げ
る
時
間

構
造
耐
力
上
支
障
の
あ
る
変
形
、
溶
融
、
破
壊
そ
の
他
の
損
傷
を
生
じ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

間
仕
切
壁
（
耐
力
壁
に
限
る
。
）

特
定
避
難
時
間
（
特
殊
建
築
物
の
構
造
、
建
築
設
備
及
び
用
途
に
応
じ
て
当
該
特

殊
建
築
物
に
存
す
る
者
の
全
て
が
当
該
特
殊
建
築
物
か
ら
地
上
ま
で
の
避
難
を
終

了
す
る
ま
で
に
要
す
る
時
間
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
（
特
定
避
難
時
間
が
四
十

壁

五
分
間
未
満
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
十
五
分
間
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て

同
じ
。
）

外
壁
（
耐
力
壁
に
限
る
。
）

特
定
避
難
時
間

柱

特
定
避
難
時
間

床

特
定
避
難
時
間

は
り

特
定
避
難
時
間

屋
根
（
軒
裏
を
除
く
。
）

三
十
分
間

階
段

三
十
分
間

ロ
・
ハ

（
略
）

二

第
百
七
条
各
号
又
は
第
百
八
条
の
三
第
一
項
第
一
号
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
基
準

（
防
火
区
画
）

第
百
十
二
条

主
要
構
造
部
を
耐
火
構
造
と
し
た
建
築
物
、
法
第
二
条
第
九
号
の
三
イ
若
し
く
は
ロ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
建
築
物
又
は
第
百
三
十
六
条
の
二
第
一
号
ロ

若
し
く
は
第
二
号
ロ
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
建
築
物
で
、
延
べ
面
積
（
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
、
水
噴
霧
消
火
設
備
、
泡
消
火
設
備
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の

で
自
動
式
の
も
の
を
設
け
た
部
分
の
床
面
積
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
床
面
積
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
千
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
は
、

床
面
積
の
合
計
（
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
、
水
噴
霧
消
火
設
備
、
泡
消
火
設
備
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
で
自
動
式
の
も
の
を
設
け
た
部
分
の
床
面
積
の
二
分
の
一
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に
相
当
す
る
床
面
積
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
千
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
ご
と
に
一
時
間
準
耐
火
基
準
に
適
合
す
る
準
耐
火
構
造
の
床
若
し
く
は
壁

又
は
特
定
防
火
設
備
（
第
百
九
条
に
規
定
す
る
防
火
設
備
で
あ
つ
て
、
こ
れ
に
通
常
の
火
災
に
よ
る
火
熱
が
加
え
ら
れ
た
場
合
に
、
加
熱
開
始
後
一
時
間
当
該
加
熱
面
以

外
の
面
に
火
炎
を
出
さ
な
い
も
の
と
し
て
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
た
構
造
方
法
を
用
い
る
も
の
又
は
国
土
交
通
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

で
区
画
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
建
築
物
の
部
分
で
そ
の
用
途
上
や
む
を
得
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

劇
場
、
映
画
館
、
演
芸
場
、
観
覧
場
、
公
会
堂
又
は
集
会
場
の
客
席
、
体
育
館
、
工
場
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
用
途
に
供
す
る
建
築
物
の
部
分

二

階
段
室
の
部
分
等
（
階
段
室
の
部
分
又
は
昇
降
機
の
昇
降
路
の
部
分
（
当
該
昇
降
機
の
乗
降
の
た
め
の
乗
降
ロ
ビ
ー
の
部
分
を
含
む
。
）
を
い
う
。
第
十
四
項
に
お

い
て
同
じ
。
）
で
一
時
間
準
耐
火
基
準
に
適
合
す
る
準
耐
火
構
造
の
床
若
し
く
は
壁
又
は
特
定
防
火
設
備
で
区
画
さ
れ
た
も
の

２

前
項
の
「
一
時
間
準
耐
火
基
準
」
と
は
、
主
要
構
造
部
で
あ
る
壁
、
柱
、
床
、
は
り
及
び
屋
根
の
軒
裏
の
構
造
が
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
と
し
て
、
国

土
交
通
大
臣
が
定
め
た
構
造
方
法
を
用
い
る
も
の
又
は
国
土
交
通
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

一

次
の
表
に
掲
げ
る
建
築
物
の
部
分
に
あ
つ
て
は
、
当
該
部
分
に
通
常
の
火
災
に
よ
る
火
熱
が
加
え
ら
れ
た
場
合
に
、
加
熱
開
始
後
そ
れ
ぞ
れ
同
表
に
定
め
る
時
間
構

造
耐
力
上
支
障
の
あ
る
変
形
、
溶
融
、
破
壊
そ
の
他
の
損
傷
を
生
じ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

間
仕
切
壁
（
耐
力
壁
に
限
る
。
）

一
時
間

壁

外
壁
（
耐
力
壁
に
限
る
。
）

一
時
間

柱

一
時
間

床

一
時
間

は
り

一
時
間

二

壁
（
非
耐
力
壁
で
あ
る
外
壁
の
延
焼
の
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
以
外
の
部
分
を
除
く
。
）
、
床
及
び
屋
根
の
軒
裏
（
外
壁
に
よ
つ
て
小
屋
裏
又
は
天
井
裏
と
防
火
上
有

効
に
遮
ら
れ
て
い
る
も
の
を
除
き
、
延
焼
の
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
に
限
る
。
）
に
あ
つ
て
は
、
こ
れ
ら
に
通
常
の
火
災
に
よ
る
火
熱
が
加
え
ら
れ
た
場
合
に
、
加
熱
開

始
後
一
時
間
当
該
加
熱
面
以
外
の
面
（
屋
内
に
面
す
る
も
の
に
限
る
。
）
の
温
度
が
可
燃
物
燃
焼
温
度
以
上
に
上
昇
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三

外
壁
（
非
耐
力
壁
で
あ
る
外
壁
の
延
焼
の
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
以
外
の
部
分
を
除
く
。
）
に
あ
つ
て
は
、
こ
れ
に
屋
内
に
お
い
て
発
生
す
る
通
常
の
火
災
に
よ
る
火

熱
が
加
え
ら
れ
た
場
合
に
、
加
熱
開
始
後
一
時
間
屋
外
に
火
炎
を
出
す
原
因
と
な
る
亀
裂
そ
の
他
の
損
傷
を
生
じ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

３

主
要
構
造
部
を
耐
火
構
造
と
し
た
建
築
物
の
二
以
上
の
部
分
が
当
該
建
築
物
の
吹
抜
き
と
な
つ
て
い
る
部
分
そ
の
他
の
一
定
の
規
模
以
上
の
空
間
が
確
保
さ
れ
て
い
る

部
分
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
空
間
部
分
」
と
い
う
。
）
に
接
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
二
以
上
の
部
分
の
構
造
が
通
常
の
火
災
時
に
お
い
て
相
互
に
火
熱
に
よ
る

防
火
上
有
害
な
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
た
構
造
方
法
を
用
い
る
も
の
又
は
国
土
交
通
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
場
合
に
お
い
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て
は
、
当
該
二
以
上
の
部
分
と
当
該
空
間
部
分
と
が
特
定
防
火
設
備
で
区
画
さ
れ
て
い
る
も
の
と
み
な
し
て
、
第
一
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

４

法
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
第
百
九
条
の
五
第
一
号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
建
築
物
（
通
常
火
災
終
了
時
間
が
一
時
間
以
上
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
）

と
し
た
建
築
物
、
法
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
第
百
十
条
第
一
号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
特
殊
建
築
物
（
特
定
避
難
時
間
が
一
時
間
以
上
で
あ
る
も
の
を

除
く
。
）
と
し
た
建
築
物
、
法
第
二
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
準
耐
火
建
築
物
（
第
百
九
条
の
三
第
二
号
に
掲
げ
る
基
準
又
は
一
時
間
準
耐
火
基
準
（
第
二
項
に
規

定
す
る
一
時
間
準
耐
火
基
準
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
適
合
す
る
も
の
を
除
く
。
）
と
し
た
建
築
物
、
法
第
六
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
第
百
三
十
六
条
の
二
第
二
号
に

定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
建
築
物
（
準
防
火
地
域
内
に
あ
る
も
の
に
限
り
、
第
百
九
条
の
三
第
二
号
に
掲
げ
る
基
準
又
は
一
時
間
準
耐
火
基
準
に
適
合
す
る
も
の
を
除
く
。

）
と
し
た
建
築
物
又
は
法
第
六
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
準
耐
火
建
築
物
等
（
第
百
九
条
の
三
第
二
号
に
掲
げ
る
基
準
又
は
一
時
間
準
耐
火
基
準
に
適
合
す
る
も
の

を
除
く
。
）
と
し
た
建
築
物
で
、
延
べ
面
積
が
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
床
面
積
の
合
計
五
百
平
方
メ
ー
ト

ル
以
内
ご
と
に
一
時
間
準
耐
火
基
準
に
適
合
す
る
準
耐
火
構
造
の
床
若
し
く
は
壁
又
は
特
定
防
火
設
備
で
区
画
し
、
か
つ
、
防
火
上
主
要
な
間
仕
切
壁
（
自
動
ス
プ
リ
ン

ク
ラ
ー
設
備
等
設
置
部
分
（
床
面
積
が
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
階
又
は
床
面
積
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
ご
と
に
準
耐
火
構
造
の
壁
若
し
く
は
法
第
二
条
第
九
号
の

二
ロ
に
規
定
す
る
防
火
設
備
で
区
画
さ
れ
て
い
る
部
分
で
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
、
水
噴
霧
消
火
設
備
、
泡
消
火
設
備
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
で
自
動
式
の
も

の
を
設
け
た
も
の
を
い
う
。
第
百
十
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
そ
の
他
防
火
上
支
障
が
な
い
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
部
分
の
間
仕
切

壁
を
除
く
。
）
を
準
耐
火
構
造
と
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
部
分
を
除
き
、
小
屋
裏
又
は
天
井
裏
に
達
せ
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

天
井
の
全
部
が
強
化
天
井
（
天
井
の
う
ち
、
そ
の
下
方
か
ら
の
通
常
の
火
災
時
の
加
熱
に
対
し
て
そ
の
上
方
へ
の
延
焼
を
有
効
に
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と

し
て
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
た
構
造
方
法
を
用
い
る
も
の
又
は
国
土
交
通
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
も
の
を
い
う
。
次
号
及
び
第
百
十
四
条
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。

）
で
あ
る
階

二

準
耐
火
構
造
の
壁
又
は
法
第
二
条
第
九
号
の
二
ロ
に
規
定
す
る
防
火
設
備
で
区
画
さ
れ
て
い
る
部
分
で
、
当
該
部
分
の
天
井
が
強
化
天
井
で
あ
る
も
の

５

法
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
第
百
九
条
の
五
第
一
号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
建
築
物
（
通
常
火
災
終
了
時
間
が
一
時
間
以
上
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）

と
し
た
建
築
物
、
法
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
第
百
十
条
第
一
号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
特
殊
建
築
物
（
特
定
避
難
時
間
が
一
時
間
以
上
で
あ
る
も
の
に

限
る
。
）
と
し
た
建
築
物
、
法
第
二
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
準
耐
火
建
築
物
（
第
百
九
条
の
三
第
二
号
に
掲
げ
る
基
準
又
は
一
時
間
準
耐
火
基
準
に
適
合
す
る
も

の
に
限
る
。
）
と
し
た
建
築
物
、
法
第
六
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
第
百
三
十
六
条
の
二
第
二
号
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
建
築
物
（
準
防
火
地
域
内
に
あ
り
、
か
つ
、

第
百
九
条
の
三
第
二
号
に
掲
げ
る
基
準
又
は
一
時
間
準
耐
火
基
準
に
適
合
す
る
も
の
に
限
る
。
）
と
し
た
建
築
物
又
は
法
第
六
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
準
耐
火
建

築
物
等
（
第
百
九
条
の
三
第
二
号
に
掲
げ
る
基
準
又
は
一
時
間
準
耐
火
基
準
に
適
合
す
る
も
の
に
限
る
。
）
と
し
た
建
築
物
で
、
延
べ
面
積
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え

る
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
床
面
積
の
合
計
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
ご
と
に
一
時
間
準
耐
火
基
準
に
適
合
す
る
準
耐
火
構
造
の
床
若
し
く
は

壁
又
は
特
定
防
火
設
備
で
区
画
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

前
二
項
の
規
定
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
建
築
物
の
部
分
で
、
天
井
（
天
井
の
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
屋
根
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
及

び
壁
の
室
内
に
面
す
る
部
分
の
仕
上
げ
を
準
不
燃
材
料
で
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

一

体
育
館
、
工
場
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
用
途
に
供
す
る
建
築
物
の
部
分

二

第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
建
築
物
の
部
分

７

建
築
物
の
十
一
階
以
上
の
部
分
で
、
各
階
の
床
面
積
の
合
計
が
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
は
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
床
面
積
の
合
計
百
平
方
メ
ー
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ト
ル
以
内
ご
と
に
耐
火
構
造
の
床
若
し
く
は
壁
又
は
法
第
二
条
第
九
号
の
二
ロ
に
規
定
す
る
防
火
設
備
で
区
画
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

８

前
項
の
建
築
物
の
部
分
で
、
当
該
部
分
の
壁
（
床
面
か
ら
の
高
さ
が
一
・
二
メ
ー
ト
ル
以
下
の
部
分
を
除
く
。
次
項
及
び
第
十
四
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び

天
井
の
室
内
に
面
す
る
部
分
（
回
り
縁
、
窓
台
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
部
分
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
仕
上
げ
を
準
不
燃
材
料
で
し
、
か
つ
、
そ

の
下
地
を
準
不
燃
材
料
で
造
つ
た
も
の
は
、
特
定
防
火
設
備
以
外
の
法
第
二
条
第
九
号
の
二
ロ
に
規
定
す
る
防
火
設
備
で
区
画
す
る
場
合
を
除
き
、
前
項
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
床
面
積
の
合
計
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
ご
と
に
区
画
す
れ
ば
足
り
る
。

９

第
七
項
の
建
築
物
の
部
分
で
、
当
該
部
分
の
壁
及
び
天
井
の
室
内
に
面
す
る
部
分
の
仕
上
げ
を
不
燃
材
料
で
し
、
か
つ
、
そ
の
下
地
を
不
燃
材
料
で
造
つ
た
も
の
は
、

特
定
防
火
設
備
以
外
の
法
第
二
条
第
九
号
の
二
ロ
に
規
定
す
る
防
火
設
備
で
区
画
す
る
場
合
を
除
き
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
床
面
積
の
合
計
五
百
平
方
メ
ー
ト

ル
以
内
ご
と
に
区
画
す
れ
ば
足
り
る
。

前
三
項
の
規
定
は
、
階
段
室
の
部
分
若
し
く
は
昇
降
機
の
昇
降
路
の
部
分
（
当
該
昇
降
機
の
乗
降
の
た
め
の
乗
降
ロ
ビ
ー
の
部
分
を
含
む
。
）
、
廊
下
そ
の
他
避
難
の

10
用
に
供
す
る
部
分
又
は
床
面
積
の
合
計
が
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
共
同
住
宅
の
住
戸
で
、
耐
火
構
造
の
床
若
し
く
は
壁
又
は
特
定
防
火
設
備
（
第
七
項
の
規
定
に
よ

り
区
画
す
べ
き
建
築
物
に
あ
つ
て
は
、
法
第
二
条
第
九
号
の
二
ロ
に
規
定
す
る
防
火
設
備
）
で
区
画
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

主
要
構
造
部
を
準
耐
火
構
造
と
し
た
建
築
物
又
は
第
百
三
十
六
条
の
二
第
一
号
ロ
若
し
く
は
第
二
号
ロ
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
建
築
物
で
あ
つ
て
、
地
階
又
は
三

11
階
以
上
の
階
に
居
室
を
有
す
る
も
の
の
竪
穴
部
分
（
長
屋
又
は
共
同
住
宅
の
住
戸
で
そ
の
階
数
が
二
以
上
で
あ
る
も
の
、
吹
抜
き
と
な
つ
て
い
る
部
分
、
階
段
の
部
分
（

た
て

当
該
部
分
か
ら
の
み
人
が
出
入
り
す
る
こ
と
の
で
き
る
便
所
、
公
衆
電
話
所
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
を
含
む
。
）
、
昇
降
機
の
昇
降
路
の
部
分
、
ダ
ク
ト
ス
ペ
ー

ス
の
部
分
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
部
分
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
は
、
当
該
竪
穴
部
分
以
外
の
部
分
（
直
接
外
気
に
開
放
さ
れ
て
い
る
廊

た
て

下
、
バ
ル
コ
ニ
ー
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
部
分
を
除
く
。
次
項
及
び
第
十
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
と
準
耐
火
構
造
の
床
若
し
く
は
壁
又
は
法
第
二
条
第
九
号
の
二
ロ

に
規
定
す
る
防
火
設
備
で
区
画
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
竪
穴
部
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

た
て

一

避
難
階
か
ら
そ
の
直
上
階
又
は
直
下
階
の
み
に
通
ず
る
吹
抜
き
と
な
つ
て
い
る
部
分
、
階
段
の
部
分
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
部
分
で
そ
の
壁
及
び
天
井
の
室
内
に

面
す
る
部
分
の
仕
上
げ
を
不
燃
材
料
で
し
、
か
つ
、
そ
の
下
地
を
不
燃
材
料
で
造
つ
た
も
の

二

階
数
が
三
以
下
で
延
べ
面
積
が
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
一
戸
建
て
の
住
宅
又
は
長
屋
若
し
く
は
共
同
住
宅
の
住
戸
の
う
ち
そ
の
階
数
が
三
以
下
で
、
か
つ
、
床

面
積
の
合
計
が
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
で
あ
る
も
の
に
お
け
る
吹
抜
き
と
な
つ
て
い
る
部
分
、
階
段
の
部
分
、
昇
降
機
の
昇
降
路
の
部
分
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る

部
分

三
階
を
病
院
、
診
療
所
（
患
者
の
収
容
施
設
が
あ
る
も
の
に
限
る
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
児
童
福
祉
施
設
等
（
入
所
す
る
者
の
寝
室
が
あ
る
も
の
に
限
る
。

12
同
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
用
途
に
供
す
る
建
築
物
の
う
ち
階
数
が
三
で
延
べ
面
積
が
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の
（
前
項
に
規
定
す
る
建
築
物
を
除
く
。
）
の
竪た

て

穴
部
分
に
つ
い
て
は
、
当
該
竪
穴
部
分
以
外
の
部
分
と
間
仕
切
壁
又
は
法
第
二
条
第
九
号
の
二
ロ
に
規
定
す
る
防
火
設
備
で
区
画
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
居

た
て

室
、
倉
庫
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
部
分
に
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の
を
設
け
た
建
築
物
の
竪
穴
部
分
に
つ
い
て
は
、
当
該
防
火
設
備
に
代
え

た
て

て
、
十
分
間
防
火
設
備
（
第
百
九
条
に
規
定
す
る
防
火
設
備
で
あ
つ
て
、
こ
れ
に
通
常
の
火
災
に
よ
る
火
熱
が
加
え
ら
れ
た
場
合
に
、
加
熱
開
始
後
十
分
間
当
該
加
熱
面

以
外
の
面
に
火
炎
を
出
さ
な
い
も
の
と
し
て
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
た
構
造
方
法
を
用
い
る
も
の
又
は
国
土
交
通
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
も
の
を
い
う
。
第
十
九
項
及

び
第
百
二
十
一
条
第
四
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
区
画
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
階
を
法
別
表
第
一

欄
㈡
項
に
掲
げ
る
用
途
（
病
院
、
診
療
所
又
は
児
童
福
祉
施
設
等
を
除
く
。
）
に
供
す
る
建
築
物
の
う
ち
階
数
が
三
で
延
べ
面
積
が
二
百
平
方

13

（い）
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メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の
（
第
十
一
項
に
規
定
す
る
建
築
物
を
除
く
。
）
の
竪
穴
部
分
に
つ
い
て
は
、
当
該
竪
穴
部
分
以
外
の
部
分
と
間
仕
切
壁
又
は
戸
（
ふ
す
ま
、
障
子

た
て

た
て

そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
を
除
く
。
）
で
区
画
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

竪
穴
部
分
及
び
こ
れ
に
接
す
る
他
の
竪
穴
部
分
（
い
ず
れ
も
第
一
項
第
一
号
に
該
当
す
る
建
築
物
の
部
分
又
は
階
段
室
の
部
分
等
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
が
次
に
掲

た
て

た
て

14
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
竪
穴
部
分
を
一
の
竪
穴
部
分
と
み
な
し
て
、
前
三
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

た
て

た
て

一

当
該
竪
穴
部
分
及
び
他
の
竪
穴
部
分
の
壁
及
び
天
井
の
室
内
に
面
す
る
部
分
の
仕
上
げ
が
準
不
燃
材
料
で
さ
れ
、
か
つ
、
そ
の
下
地
が
準
不
燃
材
料
で
造
ら
れ
た
も

た
て

た
て

の
で
あ
る
こ
と
。

二

当
該
竪
穴
部
分
と
当
該
他
の
竪
穴
部
分
と
が
用
途
上
区
画
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

た
て

た
て

第
十
二
項
及
び
第
十
三
項
の
規
定
は
、
火
災
が
発
生
し
た
場
合
に
避
難
上
支
障
の
あ
る
高
さ
ま
で
煙
又
は
ガ
ス
の
降
下
が
生
じ
な
い
建
築
物
と
し
て
、
壁
及
び
天
井
の

15
仕
上
げ
に
用
い
る
材
料
の
種
類
並
び
に
消
火
設
備
及
び
排
煙
設
備
の
設
置
の
状
況
及
び
構
造
を
考
慮
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
も
の
の
竪
穴
部
分
に
つ
い
て
は
、
適

た
て

用
し
な
い
。

第
一
項
若
し
く
は
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
一
時
間
準
耐
火
基
準
に
適
合
す
る
準
耐
火
構
造
の
床
若
し
く
は
壁
（
第
四
項
に
規
定
す
る
防
火
上
主
要
な

16
間
仕
切
壁
を
除
く
。
）
若
し
く
は
特
定
防
火
設
備
、
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
耐
火
構
造
の
床
若
し
く
は
壁
若
し
く
は
法
第
二
条
第
九
号
の
二
ロ
に
規
定
す
る
防
火
設
備
又

は
第
十
一
項
の
規
定
に
よ
る
準
耐
火
構
造
の
床
若
し
く
は
壁
若
し
く
は
同
号
ロ
に
規
定
す
る
防
火
設
備
に
接
す
る
外
壁
に
つ
い
て
は
、
当
該
外
壁
の
う
ち
こ
れ
ら
に
接
す

る
部
分
を
含
み
幅
九
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
部
分
を
準
耐
火
構
造
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
外
壁
面
か
ら
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
突
出
し
た
準
耐

火
構
造
の
ひ
さ
し
、
床
、
袖
壁
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
で
防
火
上
有
効
に
遮
ら
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

前
項
の
規
定
に
よ
つ
て
準
耐
火
構
造
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
部
分
に
開
口
部
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
開
口
部
に
法
第
二
条
第
九
号
の
二
ロ
に
規
定
す
る
防

17
火
設
備
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

建
築
物
の
一
部
が
法
第
二
十
七
条
第
一
項
各
号
、
第
二
項
各
号
又
は
第
三
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
部
分
と
そ
の
他
の
部
分
と
を
一

18
時
間
準
耐
火
基
準
に
適
合
す
る
準
耐
火
構
造
と
し
た
床
若
し
く
は
壁
又
は
特
定
防
火
設
備
で
区
画
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
基
準
に

従
い
、
警
報
設
備
を
設
け
る
こ
と
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
一
項
、
第
四
項
、
第
五
項
、
第
十
項
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
区
画
に
用
い
る
特
定
防
火
設
備
、
第
七
項
、
第
十
項
、
第
十
一
項
又
は
第
十
二
項
本
文
の
規
定
に
よ

19
る
区
画
に
用
い
る
法
第
二
条
第
九
号
の
二
ロ
に
規
定
す
る
防
火
設
備
、
同
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
区
画
に
用
い
る
十
分
間
防
火
設
備
及
び
第
十
三
項
の
規
定
に
よ
る

区
画
に
用
い
る
戸
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
構
造
の
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

第
一
項
本
文
、
第
四
項
若
し
く
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
区
画
に
用
い
る
特
定
防
火
設
備
又
は
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
区
画
に
用
い
る
法
第
二
条
第
九
号
の
二
ロ
に

規
定
す
る
防
火
設
備

次
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
も
の
と
し
て
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
た
構
造
方
法
を
用
い
る
も
の
又
は
国
土
交
通
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
も
の

イ

常
時
閉
鎖
若
し
く
は
作
動
を
し
た
状
態
に
あ
る
か
、
又
は
随
時
閉
鎖
若
し
く
は
作
動
を
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ

閉
鎖
又
は
作
動
を
す
る
に
際
し
て
、
当
該
特
定
防
火
設
備
又
は
防
火
設
備
の
周
囲
の
人
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ハ

居
室
か
ら
地
上
に
通
ず
る
主
た
る
廊
下
、
階
段
そ
の
他
の
通
路
の
通
行
の
用
に
供
す
る
部
分
に
設
け
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
閉
鎖
又
は
作
動
を
し
た
状
態
に
お
い

て
避
難
上
支
障
が
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ニ

常
時
閉
鎖
又
は
作
動
を
し
た
状
態
に
あ
る
も
の
以
外
の
も
の
に
あ
つ
て
は
、
火
災
に
よ
り
煙
が
発
生
し
た
場
合
又
は
火
災
に
よ
り
温
度
が
急
激
に
上
昇
し
た
場
合
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の
い
ず
れ
か
の
場
合
に
、
自
動
的
に
閉
鎖
又
は
作
動
を
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

第
一
項
第
二
号
、
第
十
項
若
し
く
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
区
画
に
用
い
る
特
定
防
火
設
備
、
第
十
項
、
第
十
一
項
若
し
く
は
第
十
二
項
本
文
の
規
定
に
よ
る
区
画
に

用
い
る
法
第
二
条
第
九
号
の
二
ロ
に
規
定
す
る
防
火
設
備
、
同
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
区
画
に
用
い
る
十
分
間
防
火
設
備
又
は
第
十
三
項
の
規
定
に
よ
る
区
画
に

用
い
る
戸

次
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
も
の
と
し
て
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
た
構
造
方
法
を
用
い
る
も
の
又
は
国
土
交
通
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
も
の

イ

前
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ

避
難
上
及
び
防
火
上
支
障
の
な
い
遮
煙
性
能
を
有
し
、
か
つ
、
常
時
閉
鎖
又
は
作
動
を
し
た
状
態
に
あ
る
も
の
以
外
の
も
の
に
あ
つ
て
は
、
火
災
に
よ
り
煙
が
発

生
し
た
場
合
に
自
動
的
に
閉
鎖
又
は
作
動
を
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

給
水
管
、
配
電
管
そ
の
他
の
管
が
第
一
項
、
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
若
し
く
は
第
十
八
項
の
規
定
に
よ
る
一
時
間
準
耐
火
基
準
に
適
合
す
る
準
耐
火
構
造
の
床
若
し

20
く
は
壁
、
第
七
項
若
し
く
は
第
十
項
の
規
定
に
よ
る
耐
火
構
造
の
床
若
し
く
は
壁
、
第
十
一
項
本
文
若
し
く
は
第
十
六
項
本
文
の
規
定
に
よ
る
準
耐
火
構
造
の
床
若
し
く

は
壁
又
は
同
項
た
だ
し
書
の
場
合
に
お
け
る
同
項
た
だ
し
書
の
ひ
さ
し
、
床
、
袖
壁
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
準
耐
火
構
造
の
防
火
区

画
」
と
い
う
。
）
を
貫
通
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
管
と
準
耐
火
構
造
の
防
火
区
画
と
の
隙
間
を
モ
ル
タ
ル
そ
の
他
の
不
燃
材
料
で
埋
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

換
気
、
暖
房
又
は
冷
房
の
設
備
の
風
道
が
準
耐
火
構
造
の
防
火
区
画
を
貫
通
す
る
場
合
（
国
土
交
通
大
臣
が
防
火
上
支
障
が
な
い
と
認
め
て
指
定
す
る
場
合
を
除
く
。

21
）
に
お
い
て
は
、
当
該
風
道
の
準
耐
火
構
造
の
防
火
区
画
を
貫
通
す
る
部
分
又
は
こ
れ
に
近
接
す
る
部
分
に
、
特
定
防
火
設
備
（
法
第
二
条
第
九
号
の
二
ロ
に
規
定
す
る

防
火
設
備
に
よ
つ
て
区
画
す
べ
き
準
耐
火
構
造
の
防
火
区
画
を
貫
通
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
同
号
ロ
に
規
定
す
る
防
火
設
備
）
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た

す
も
の
と
し
て
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
た
構
造
方
法
を
用
い
る
も
の
又
は
国
土
交
通
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
も
の
を
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
方
法
に
よ
り
設
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

一

火
災
に
よ
り
煙
が
発
生
し
た
場
合
又
は
火
災
に
よ
り
温
度
が
急
激
に
上
昇
し
た
場
合
に
自
動
的
に
閉
鎖
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

閉
鎖
し
た
場
合
に
防
火
上
支
障
の
な
い
遮
煙
性
能
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
木
造
等
の
建
築
物
の
防
火
壁
及
び
防
火
床
）

第
百
十
三
条

防
火
壁
及
び
防
火
床
は
、
次
に
定
め
る
構
造
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

耐
火
構
造
と
す
る
こ
と
。

二

通
常
の
火
災
に
よ
る
当
該
防
火
壁
又
は
防
火
床
以
外
の
建
築
物
の
部
分
の
倒
壊
に
よ
つ
て
生
ず
る
応
力
が
伝
え
ら
れ
た
場
合
に
倒
壊
し
な
い
も
の
と
し
て
国
土
交
通

大
臣
が
定
め
た
構
造
方
法
を
用
い
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

三

通
常
の
火
災
時
に
お
い
て
、
当
該
防
火
壁
又
は
防
火
床
で
区
画
さ
れ
た
部
分
（
当
該
防
火
壁
又
は
防
火
床
の
部
分
を
除
く
。
）
か
ら
屋
外
に
出
た
火
炎
に
よ
る
当
該

防
火
壁
又
は
防
火
床
で
区
画
さ
れ
た
他
の
部
分
（
当
該
防
火
壁
又
は
防
火
床
の
部
分
を
除
く
。
）
へ
の
延
焼
を
有
効
に
防
止
で
き
る
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定

め
た
構
造
方
法
を
用
い
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

四

防
火
壁
に
設
け
る
開
口
部
の
幅
及
び
高
さ
又
は
防
火
床
に
設
け
る
開
口
部
の
幅
及
び
長
さ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
・
五
メ
ー
ト
ル
以
下
と
し
、
か
つ
、
こ
れ
に
特
定
防
火

設
備
で
前
条
第
十
九
項
第
一
号
に
規
定
す
る
構
造
で
あ
る
も
の
を
設
け
る
こ
と
。

２

（
略
）
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３

第
百
九
条
の
七
に
規
定
す
る
技
術
的
基
準
に
適
合
す
る
壁
等
で
、
法
第
二
十
一
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
構
造
方
法
を
用
い
る
も
の
又
は
同
号
の
規
定
に
よ
る
認

定
を
受
け
た
も
の
は
、
第
一
項
の
規
定
に
適
合
す
る
防
火
壁
又
は
防
火
床
と
み
な
す
。

（
建
築
物
の
界
壁
、
間
仕
切
壁
及
び
隔
壁
）

第
百
十
四
条

長
屋
又
は
共
同
住
宅
の
各
戸
の
界
壁
（
自
動
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
等
設
置
部
分
そ
の
他
防
火
上
支
障
が
な
い
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
部
分

の
界
壁
を
除
く
。
）
は
、
準
耐
火
構
造
と
し
、
第
百
十
二
条
第
四
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
部
分
を
除
き
、
小
屋
裏
又
は
天
井
裏
に
達
せ
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

２

学
校
、
病
院
、
診
療
所
（
患
者
の
収
容
施
設
を
有
し
な
い
も
の
を
除
く
。
）
、
児
童
福
祉
施
設
等
、
ホ
テ
ル
、
旅
館
、
下
宿
、
寄
宿
舎
又
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
用
途
に
供

す
る
建
築
物
の
当
該
用
途
に
供
す
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
そ
の
防
火
上
主
要
な
間
仕
切
壁
（
自
動
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
等
設
置
部
分
そ
の
他
防
火
上
支
障
が
な
い
も
の

と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
部
分
の
間
仕
切
壁
を
除
く
。
）
を
準
耐
火
構
造
と
し
、
第
百
十
二
条
第
四
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
部
分
を
除
き
、
小
屋
裏
又

は
天
井
裏
に
達
せ
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

建
築
面
積
が
三
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
建
築
物
の
小
屋
組
が
木
造
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
小
屋
裏
の
直
下
の
天
井
の
全
部
を
強
化
天
井
と
す
る
か
、
又
は
桁

行
間
隔
十
二
メ
ー
ト
ル
以
内
ご
と
に
小
屋
裏
（
準
耐
火
構
造
の
隔
壁
で
区
画
さ
れ
て
い
る
小
屋
裏
の
部
分
で
、
当
該
部
分
の
直
下
の
天
井
が
強
化
天
井
で
あ
る
も
の
を
除

く
。
）
に
準
耐
火
構
造
の
隔
壁
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

法
第
二
条
第
九
号
の
二
イ
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
建
築
物

二

第
百
十
五
条
の
二
第
一
項
第
七
号
の
基
準
に
適
合
す
る
も
の

三

そ
の
周
辺
地
域
が
農
業
上
の
利
用
に
供
さ
れ
、
又
は
こ
れ
と
同
様
の
状
況
に
あ
つ
て
、
そ
の
構
造
及
び
用
途
並
び
に
周
囲
の
状
況
に
関
し
避
難
上
及
び
延
焼
防
止
上

支
障
が
な
い
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
畜
舎
、
堆
肥
舎
並
び
に
水
産
物
の
増
殖
場
及
び
養
殖
場
の
上
家

４

延
べ
面
積
が
そ
れ
ぞ
れ
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
建
築
物
で
耐
火
建
築
物
以
外
の
も
の
相
互
を
連
絡
す
る
渡
り
廊
下
で
、
そ
の
小
屋
組
が
木
造
で
あ
り
、
か
つ
、

け
た
行
が
四
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
は
、
小
屋
裏
に
準
耐
火
構
造
の
隔
壁
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

第
百
十
二
条
第
二
十
項
の
規
定
は
給
水
管
、
配
電
管
そ
の
他
の
管
が
第
一
項
の
界
壁
、
第
二
項
の
間
仕
切
壁
又
は
前
二
項
の
隔
壁
を
貫
通
す
る
場
合
に
、
同
条
第
二
十

一
項
の
規
定
は
換
気
、
暖
房
又
は
冷
房
の
設
備
の
風
道
が
こ
れ
ら
の
界
壁
、
間
仕
切
壁
又
は
隔
壁
を
貫
通
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項

中
「
特
定
防
火
設
備
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
百
九
条
に
規
定
す
る
防
火
設
備
で
あ
つ
て
、
こ
れ
に
通
常
の
火
災
に
よ
る
火
熱
が
加
え
ら
れ
た
場
合
に
、
加
熱
開
始
後
四
十

五
分
間
当
該
加
熱
面
以
外
の
面
に
火
炎
を
出
さ
な
い
も
の
と
し
て
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
た
構
造
方
法
を
用
い
る
も
の
又
は
国
土
交
通
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
も
の
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
防
火
壁
又
は
防
火
床
の
設
置
を
要
し
な
い
建
築
物
に
関
す
る
技
術
的
基
準
等
）

第
百
十
五
条
の
二

法
第
二
十
六
条
第
二
号
ロ
の
政
令
で
定
め
る
技
術
的
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
～
四

（
略
）

五

地
階
の
主
要
構
造
部
が
耐
火
構
造
で
あ
り
、
又
は
不
燃
材
料
で
造
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
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六
～
九

（
略
）

２

法
第
二
十
六
条
第
三
号
の
政
令
で
定
め
る
用
途
は
、
畜
舎
、
堆
肥
舎
並
び
に
水
産
物
の
増
殖
場
及
び
養
殖
場
の
上
家
と
す
る
。

た
い

第
五
章

避
難
施
設
等

第
二
節

廊
下
、
避
難
階
段
及
び
出
入
口

（
適
用
の
範
囲
）

第
百
十
七
条

こ
の
節
の
規
定
は
、
法
別
表
第
一

欄
㈡
項
か
ら
㈣
項
ま
で
に
掲
げ
る
用
途
に
供
す
る
特
殊
建
築
物
、
階
数
が
三
以
上
で
あ
る
建
築
物
、
前
条
第
一
項
第
一

（い）

号
に
該
当
す
る
窓
そ
の
他
の
開
口
部
を
有
し
な
い
居
室
を
有
す
る
階
又
は
延
べ
面
積
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
を
こ
え
る
建
築
物
に
限
り
適
用
す
る
。

２

次
に
掲
げ
る
建
築
物
の
部
分
は
、
こ
の
節
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
建
築
物
と
み
な
す
。

一

建
築
物
が
開
口
部
の
な
い
耐
火
構
造
の
床
又
は
壁
で
区
画
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
区
画
さ
れ
た
部
分

二

建
築
物
の
二
以
上
の
部
分
の
構
造
が
通
常
の
火
災
時
に
お
い
て
相
互
に
火
熱
又
は
煙
若
し
く
は
ガ
ス
に
よ
る
防
火
上
有
害
な
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
も
の
と
し
て
国
土

交
通
大
臣
が
定
め
た
構
造
方
法
を
用
い
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
部
分

（
客
席
か
ら
の
出
口
の
戸
）

第
百
十
八
条

劇
場
、
映
画
館
、
演
芸
場
、
観
覧
場
、
公
会
堂
又
は
集
会
場
に
お
け
る
客
席
か
ら
の
出
口
の
戸
は
、
内
開
き
と
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
廊
下
の
幅
）

第
百
十
九
条

廊
下
の
幅
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
表
に
掲
げ
る
数
値
以
上
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

廊
下
の
配
置

両
側
に
居
室
が
あ
る
廊
下
に
お
け
る
場
合

そ
の
他
の
廊
下
に
お
け
る
場
合

（
単
位

メ
ー
ト
ル
）

（
単
位

メ
ー
ト
ル
）

廊
下
の
用
途

小
学
校
、
中
学
校
、
義
務
教
育
学
校
、
高
等
学
校
又
は
中
等
教

二
・
三

一
・
八

育
学
校
に
お
け
る
児
童
用
又
は
生
徒
用
の
も
の

病
院
に
お
け
る
患
者
用
の
も
の
、
共
同
住
宅
の
住
戸
若
し
く
は

住
室
の
床
面
積
の
合
計
が
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
階
に
お
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け
る
共
用
の
も
の
又
は
三
室
以
下
の
専
用
の
も
の
を
除
き
居
室

一
・
六

一
・
二

の
床
面
積
の
合
計
が
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
（
地
階
に
あ
つ
て

は
、
百
平
方
メ
ー
ト
ル
）
を
超
え
る
階
に
お
け
る
も
の

（
直
通
階
段
の
設
置
）

第
百
二
十
条

建
築
物
の
避
難
階
以
外
の
階
（
地
下
街
に
お
け
る
も
の
を
除
く
。
次
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て
は
、
避
難
階
又
は
地
上
に
通
ず
る
直
通
階
段

（
傾
斜
路
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
を
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
居
室
の
種
類
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
居
室
か
ら
そ
の
一
に
至
る
歩
行
距
離
が
同
表
の
中
欄
又
は
下
欄
に

掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
又
は
下
欄
に
掲
げ
る
数
値
以
下
と
な
る
よ
う
に
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

構

造

主
要
構
造
部
が
準
耐
火
構
造
で
あ
る
か
又
は
不

そ
の
他
の
場
合

燃
材
料
で
造
ら
れ
て
い
る
場
合

（
単
位

メ
ー
ト
ル
）

居
室
の
種
類

（
単
位

メ
ー
ト
ル
）

第
百
十
六
条
の
二
第
一
項
第
一
号
に
該
当
す
る
窓
そ
の
他

の
開
口
部
を
有
し
な
い
居
室
（
当
該
居
室
の
床
面
積
、
当

該
居
室
か
ら
の
避
難
の
用
に
供
す
る
廊
下
そ
の
他
の
通
路

の
構
造
並
び
に
消
火
設
備
、
排
煙
設
備
、
非
常
用
の
照
明

㈠

装
置
及
び
警
報
設
備
の
設
置
の
状
況
及
び
構
造
に
関
し
避

三
〇

三
〇

難
上
支
障
が
な
い
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る

基
準
に
適
合
す
る
も
の
を
除
く
。
）
又
は
法
別
表
第
一
（い）

欄
㈣
項
に
掲
げ
る
用
途
に
供
す
る
特
殊
建
築
物
の
主
た
る

用
途
に
供
す
る
居
室

法
別
表
第
一

欄
㈡
項
に
掲
げ
る
用
途
に
供
す
る
特
殊
建

（い）

築
物
の
主
た
る
用
途
に
供
す
る
居
室

㈢

㈠
の
項
又
は
㈡
の
項
に
掲
げ
る
居
室
以
外
の
居
室

五
〇

四
〇

２

主
要
構
造
部
が
準
耐
火
構
造
で
あ
る
か
又
は
不
燃
材
料
で
造
ら
れ
て
い
る
建
築
物
の
居
室
で
、
当
該
居
室
及
び
こ
れ
か
ら
地
上
に
通
ず
る
主
た
る
廊
下
、
階
段
そ
の
他

㈡

五
○

三
〇
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の
通
路
の
壁
（
床
面
か
ら
の
高
さ
が
一
・
二
メ
ー
ト
ル
以
下
の
部
分
を
除
く
。
）
及
び
天
井
（
天
井
の
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
屋
根
）
の
室
内
に
面
す
る
部
分
（
回
り

縁
、
窓
台
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
部
分
を
除
く
。
）
の
仕
上
げ
を
準
不
燃
材
料
で
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
表
の
数
値
に
十
を
加
え
た
数
値
を
同
項
の
表
の
数

値
と
す
る
。
た
だ
し
、
十
五
階
以
上
の
階
の
居
室
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３

十
五
階
以
上
の
階
の
居
室
に
つ
い
て
は
、
前
項
本
文
の
規
定
に
該
当
す
る
も
の
を
除
き
、
第
一
項
の
表
の
数
値
か
ら
十
を
減
じ
た
数
値
を
同
項
の
表
の
数
値
と
す
る
。

４

第
一
項
の
規
定
は
、
主
要
構
造
部
を
準
耐
火
構
造
と
し
た
共
同
住
宅
の
住
戸
で
そ
の
階
数
が
二
又
は
三
で
あ
り
、
か
つ
、
出
入
口
が
一
の
階
の
み
に
あ
る
も
の
の
当
該

出
入
口
の
あ
る
階
以
外
の
階
に
つ
い
て
は
、
そ
の
居
室
の
各
部
分
か
ら
避
難
階
又
は
地
上
に
通
ず
る
直
通
階
段
の
一
に
至
る
歩
行
距
離
が
四
十
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る
場

合
に
お
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

（
二
以
上
の
直
通
階
段
を
設
け
る
場
合
）

第
百
二
十
一
条

建
築
物
の
避
難
階
以
外
の
階
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
階
か
ら
避
難
階
又
は
地
上
に
通
ず
る
二
以
上
の
直
通
階
段

を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

劇
場
、
映
画
館
、
演
芸
場
、
観
覧
場
、
公
会
堂
又
は
集
会
場
の
用
途
に
供
す
る
階
で
そ
の
階
に
客
席
、
集
会
室
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
を
有
す
る
も
の

二

物
品
販
売
業
を
営
む
店
舗
（
床
面
積
の
合
計
が
千
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
に
限
る
。
第
百
二
十
二
条
第
二
項
、
第
百
二
十
四
条
第
一
項
及
び
第
百
二
十

五
条
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
用
途
に
供
す
る
階
で
そ
の
階
に
売
場
を
有
す
る
も
の

三

次
に
掲
げ
る
用
途
に
供
す
る
階
で
そ
の
階
に
客
席
、
客
室
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
を
有
す
る
も
の
（
五
階
以
下
の
階
で
、
そ
の
階
の
居
室
の
床
面
積
の
合
計

が
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
ず
、
か
つ
、
そ
の
階
に
避
難
上
有
効
な
バ
ル
コ
ニ
ー
、
屋
外
通
路
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
及
び
そ
の
階
か
ら
避
難
階
又
は
地
上
に

通
ず
る
直
通
階
段
で
第
百
二
十
三
条
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
適
合
す
る
も
の
が
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
並
び
に
避
難
階
の
直
上
階
又
は
直
下
階
で
あ
る
五
階
以

下
の
階
で
そ
の
階
の
居
室
の
床
面
積
の
合
計
が
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
な
い
も
の
を
除
く
。
）

イ

キ
ャ
バ
レ
ー
、
カ
フ
ェ
ー
、
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
又
は
バ
ー

ロ

個
室
付
浴
場
業
そ
の
他
客
の
性
的
好
奇
心
に
応
じ
て
そ
の
客
に
接
触
す
る
役
務
を
提
供
す
る
営
業
を
営
む
施
設

ハ

ヌ
ー
ド
ス
タ
ジ
オ
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
興
行
場
（
劇
場
、
映
画
館
又
は
演
芸
場
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）

ニ

専
ら
異
性
を
同
伴
す
る
客
の
休
憩
の
用
に
供
す
る
施
設

ホ

店
舗
型
電
話
異
性
紹
介
営
業
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
営
業
を
営
む
店
舗

四

病
院
若
し
く
は
診
療
所
の
用
途
に
供
す
る
階
で
そ
の
階
に
お
け
る
病
室
の
床
面
積
の
合
計
又
は
児
童
福
祉
施
設
等
の
用
途
に
供
す
る
階
で
そ
の
階
に
お
け
る
児
童
福

祉
施
設
等
の
主
た
る
用
途
に
供
す
る
居
室
の
床
面
積
の
合
計
が
、
そ
れ
ぞ
れ
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の

五

ホ
テ
ル
、
旅
館
若
し
く
は
下
宿
の
用
途
に
供
す
る
階
で
そ
の
階
に
お
け
る
宿
泊
室
の
床
面
積
の
合
計
、
共
同
住
宅
の
用
途
に
供
す
る
階
で
そ
の
階
に
お
け
る
居
室
の

床
面
積
の
合
計
又
は
寄
宿
舎
の
用
途
に
供
す
る
階
で
そ
の
階
に
お
け
る
寝
室
の
床
面
積
の
合
計
が
、
そ
れ
ぞ
れ
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の

六

前
各
号
に
掲
げ
る
階
以
外
の
階
で
次
の
イ
又
は
ロ
に
該
当
す
る
も
の

イ

六
階
以
上
の
階
で
そ
の
階
に
居
室
を
有
す
る
も
の
（
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
用
途
に
供
す
る
階
以
外
の
階
で
、
そ
の
階
の
居
室
の
床
面
積
の
合
計
が

百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
ず
、
か
つ
、
そ
の
階
に
避
難
上
有
効
な
バ
ル
コ
ニ
ー
、
屋
外
通
路
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
及
び
そ
の
階
か
ら
避
難
階
又
は
地
上
に
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通
ず
る
直
通
階
段
で
第
百
二
十
三
条
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
適
合
す
る
も
の
が
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
を
除
く
。
）

ロ

五
階
以
下
の
階
で
そ
の
階
に
お
け
る
居
室
の
床
面
積
の
合
計
が
避
難
階
の
直
上
階
に
あ
つ
て
は
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
、
そ
の
他
の
階
に
あ
つ
て
は
百
平
方
メ
ー

ト
ル
を
超
え
る
も
の

２

主
要
構
造
部
が
準
耐
火
構
造
で
あ
る
か
、
又
は
不
燃
材
料
で
造
ら
れ
て
い
る
建
築
物
に
つ
い
て
前
項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
は
、
同
項
中
「
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル

」
と
あ
る
の
は
「
百
平
方
メ
ー
ト
ル
」
と
、
「
百
平
方
メ
ー
ト
ル
」
と
あ
る
の
は
「
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
」
と
、
「
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
」
と
あ
る
の
は
「
四
百
平
方
メ

ー
ト
ル
」
と
す
る
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
避
難
階
又
は
地
上
に
通
ず
る
二
以
上
の
直
通
階
段
を
設
け
る
場
合
に
お
い
て
、
居
室
の
各
部
分
か
ら
各
直
通
階
段
に
至
る
通
常
の
歩
行
経
路
の

す
べ
て
に
共
通
の
重
複
区
間
が
あ
る
と
き
に
お
け
る
当
該
重
複
区
間
の
長
さ
は
、
前
条
に
規
定
す
る
歩
行
距
離
の
数
値
の
二
分
の
一
を
こ
え
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、

居
室
の
各
部
分
か
ら
、
当
該
重
複
区
間
を
経
由
し
な
い
で
、
避
難
上
有
効
な
バ
ル
コ
ニ
ー
、
屋
外
通
路
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
に
避
難
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

４

第
一
項
（
第
四
号
及
び
第
五
号
（
第
二
項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
第
四
号
）
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
は
、
階
数
が
三
以
下
で
延
べ
面
積

が
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
建
築
物
の
避
難
階
以
外
の
階
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
定
階
」
と
い
う
。
）
（
階
段
の
部
分
（
当
該
部
分
か
ら
の
み
人
が
出
入
り
す

る
こ
と
の
で
き
る
便
所
、
公
衆
電
話
所
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
を
含
む
。
）
と
当
該
階
段
の
部
分
以
外
の
部
分
（
直
接
外
気
に
開
放
さ
れ
て
い
る
廊
下
、
バ
ル
コ

ニ
ー
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
部
分
を
除
く
。
）
と
が
間
仕
切
壁
若
し
く
は
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
防
火
設
備
で
第
百
十
二
条
第

十
九
項
第
二
号
に
規
定
す
る
構
造
で
あ
る
も
の
で
区
画
さ
れ
て
い
る
建
築
物
又
は
同
条
第
十
五
項
の
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
建
築
物
の
特
定
階
に
限
る
。
）
に
つ
い
て

は
、
適
用
し
な
い
。

一

特
定
階
を
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
用
途
（
児
童
福
祉
施
設
等
に
つ
い
て
は
入
所
す
る
者
の
寝
室
が
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
供
す
る
場
合

法
第
二
条
第
九
号

の
二
ロ
に
規
定
す
る
防
火
設
備
（
当
該
特
定
階
が
あ
る
建
築
物
の
居
室
、
倉
庫
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
部
分
に
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の

を
設
け
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
十
分
間
防
火
設
備
）

二

特
定
階
を
児
童
福
祉
施
設
等
（
入
所
す
る
者
の
寝
室
が
あ
る
も
の
を
除
く
。
）
の
用
途
又
は
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
用
途
に
供
す
る
場
合

戸
（
ふ
す
ま
、
障

子
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
を
除
く
。
）

（
屋
外
階
段
の
構
造
）

第
百
二
十
一
条
の
二

前
二
条
の
規
定
に
よ
る
直
通
階
段
で
屋
外
に
設
け
る
も
の
は
、
木
造
（
準
耐
火
構
造
の
う
ち
有
効
な
防
腐
措
置
を
講
じ
た
も
の
を
除
く
。
）
と
し
て

は
な
ら
な
い

（
避
難
階
段
の
設
置
）

第
百
二
十
二
条

建
築
物
の
五
階
以
上
の
階
（
そ
の
主
要
構
造
部
が
準
耐
火
構
造
で
あ
る
か
、
又
は
不
燃
材
料
で
造
ら
れ
て
い
る
建
築
物
で
五
階
以
上
の
階
の
床
面
積
の
合

計
が
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る
場
合
を
除
く
。
）
又
は
地
下
二
階
以
下
の
階
（
そ
の
主
要
構
造
部
が
準
耐
火
構
造
で
あ
る
か
、
又
は
不
燃
材
料
で
造
ら
れ
て
い
る
建

築
物
で
地
下
二
階
以
下
の
階
の
床
面
積
の
合
計
が
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る
場
合
を
除
く
。
）
に
通
ず
る
直
通
階
段
は
次
条
の
規
定
に
よ
る
避
難
階
段
又
は
特
別
避
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難
階
段
と
し
、
建
築
物
の
十
五
階
以
上
の
階
又
は
地
下
三
階
以
下
の
階
に
通
ず
る
直
通
階
段
は
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
特
別
避
難
階
段
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
主
要
構
造
部
が
耐
火
構
造
で
あ
る
建
築
物
（
階
段
室
の
部
分
、
昇
降
機
の
昇
降
路
の
部
分
（
当
該
昇
降
機
の
乗
降
の
た
め
の
乗
降
ロ
ビ
ー
の
部
分
を
含
む
。
）

及
び
廊
下
そ
の
他
の
避
難
の
用
に
供
す
る
部
分
で
耐
火
構
造
の
床
若
し
く
は
壁
又
は
特
定
防
火
設
備
で
区
画
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。
）
で
床
面
積
の
合
計
百
平
方
メ
ー
ト

ル
（
共
同
住
宅
の
住
戸
に
あ
つ
て
は
、
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
）
以
内
ご
と
に
耐
火
構
造
の
床
若
し
く
は
壁
又
は
特
定
防
火
設
備
（
直
接
外
気
に
開
放
さ
れ
て
い
る
階
段
室

に
面
す
る
換
気
の
た
め
の
窓
で
開
口
面
積
が
〇
・
二
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
も
の
に
設
け
ら
れ
る
法
第
二
条
第
九
号
の
二
ロ
に
規
定
す
る
防
火
設
備
を
含
む
。
）
で
区
画

さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

三
階
以
上
の
階
を
物
品
販
売
業
を
営
む
店
舗
の
用
途
に
供
す
る
建
築
物
に
あ
つ
て
は
、
各
階
の
売
場
及
び
屋
上
広
場
に
通
ず
る
二
以
上
の
直
通
階
段
を
設
け
、
こ
れ
を

次
条
の
規
定
に
よ
る
避
難
階
段
又
は
特
別
避
難
階
段
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

前
項
の
直
通
階
段
で
、
五
階
以
上
の
売
場
に
通
ず
る
も
の
は
そ
の
一
以
上
を
、
十
五
階
以
上
の
売
場
に
通
ず
る
も
の
は
そ
の
す
べ
て
を
次
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
特

別
避
難
階
段
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
避
難
階
段
及
び
特
別
避
難
階
段
の
構
造
）

第
百
二
十
三
条

屋
内
に
設
け
る
避
難
階
段
は
、
次
に
定
め
る
構
造
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

階
段
室
は
、
第
四
号
の
開
口
部
、
第
五
号
の
窓
又
は
第
六
号
の
出
入
口
の
部
分
を
除
き
、
耐
火
構
造
の
壁
で
囲
む
こ
と
。

二

階
段
室
の
天
井
（
天
井
の
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
屋
根
。
第
三
項
第
四
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
壁
の
室
内
に
面
す
る
部
分
は
、
仕
上
げ
を
不
燃
材
料
で
し
、

か
つ
、
そ
の
下
地
を
不
燃
材
料
で
造
る
こ
と
。

三

階
段
室
に
は
、
窓
そ
の
他
の
採
光
上
有
効
な
開
口
部
又
は
予
備
電
源
を
有
す
る
照
明
設
備
を
設
け
る
こ
と
。

四

階
段
室
の
屋
外
に
面
す
る
壁
に
設
け
る
開
口
部
（
開
口
面
積
が
各
々
一
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
で
、
法
第
二
条
第
九
号
の
二
ロ
に
規
定
す
る
防
火
設
備
で
は
め
ご
ろ
し

戸
で
あ
る
も
の
が
設
け
ら
れ
た
も
の
を
除
く
。
）
は
、
階
段
室
以
外
の
当
該
建
築
物
の
部
分
に
設
け
た
開
口
部
並
び
に
階
段
室
以
外
の
当
該
建
築
物
の
壁
及
び
屋
根
（

耐
火
構
造
の
壁
及
び
屋
根
を
除
く
。
）
か
ら
九
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
距
離
に
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
第
百
十
二
条
第
十
六
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
場
合
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

五

階
段
室
の
屋
内
に
面
す
る
壁
に
窓
を
設
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
面
積
は
、
各
々
一
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
と
し
、
か
つ
、
法
第
二
条
第
九
号
の
二
ロ
に
規
定
す

る
防
火
設
備
で
は
め
ご
ろ
し
戸
で
あ
る
も
の
を
設
け
る
こ
と
。

六

階
段
に
通
ず
る
出
入
口
に
は
、
法
第
二
条
第
九
号
の
二
ロ
に
規
定
す
る
防
火
設
備
で
第
百
十
二
条
第
十
九
項
第
二
号
に
規
定
す
る
構
造
で
あ
る
も
の
を
設
け
る
こ
と
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
直
接
手
で
開
く
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
自
動
的
に
閉
鎖
す
る
戸
又
は
戸
の
部
分
は
、
避
難
の
方
向
に
開
く
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

七

階
段
は
、
耐
火
構
造
と
し
、
避
難
階
ま
で
直
通
す
る
こ
と
。

２

屋
外
に
設
け
る
避
難
階
段
は
、
次
に
定
め
る
構
造
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

階
段
は
、
そ
の
階
段
に
通
ず
る
出
入
口
以
外
の
開
口
部
（
開
口
面
積
が
各
々
一
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
で
、
法
第
二
条
第
九
号
の
二
ロ
に
規
定
す
る
防
火
設
備
で
は
め

ご
ろ
し
戸
で
あ
る
も
の
が
設
け
ら
れ
た
も
の
を
除
く
。
）
か
ら
二
メ
ー
ト
ル
以
上
の
距
離
に
設
け
る
こ
と
。

二

屋
内
か
ら
階
段
に
通
ず
る
出
入
口
に
は
、
前
項
第
六
号
の
防
火
設
備
を
設
け
る
こ
と
。
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三

階
段
は
、
耐
火
構
造
と
し
、
地
上
ま
で
直
通
す
る
こ
と
。

３

特
別
避
難
階
段
は
、
次
に
定
め
る
構
造
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

屋
内
と
階
段
室
と
は
、
バ
ル
コ
ニ
ー
又
は
付
室
を
通
じ
て
連
絡
す
る
こ
と
。

二

屋
内
と
階
段
室
と
が
付
室
を
通
じ
て
連
絡
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
階
段
室
又
は
付
室
の
構
造
が
、
通
常
の
火
災
時
に
生
ず
る
煙
が
付
室
を
通
じ
て
階
段
室
に
流
入

す
る
こ
と
を
有
効
に
防
止
で
き
る
も
の
と
し
て
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
た
構
造
方
法
を
用
い
る
も
の
又
は
国
土
交
通
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三

階
段
室
、
バ
ル
コ
ニ
ー
及
び
付
室
は
、
第
六
号
の
開
口
部
、
第
八
号
の
窓
又
は
第
十
号
の
出
入
口
の
部
分
（
第
百
二
十
九
条
の
十
三
の
三
第
三
項
に
規
定
す
る
非
常

用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
乗
降
ロ
ビ
ー
の
用
に
供
す
る
バ
ル
コ
ニ
ー
又
は
付
室
に
あ
つ
て
は
、
当
該
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
昇
降
路
の
出
入
口
の
部
分
を
含
む
。
）
を
除
き
、
耐

火
構
造
の
壁
で
囲
む
こ
と
。

四

階
段
室
及
び
付
室
の
天
井
及
び
壁
の
室
内
に
面
す
る
部
分
は
、
仕
上
げ
を
不
燃
材
料
で
し
、
か
つ
、
そ
の
下
地
を
不
燃
材
料
で
造
る
こ
と
。

五

階
段
室
に
は
、
付
室
に
面
す
る
窓
そ
の
他
の
採
光
上
有
効
な
開
口
部
又
は
予
備
電
源
を
有
す
る
照
明
設
備
を
設
け
る
こ
と
。

六

階
段
室
、
バ
ル
コ
ニ
ー
又
は
付
室
の
屋
外
に
面
す
る
壁
に
設
け
る
開
口
部
（
開
口
面
積
が
各
々
一
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
で
、
法
第
二
条
第
九
号
の
二
ロ
に
規
定
す
る

防
火
設
備
で
は
め
ご
ろ
し
戸
で
あ
る
も
の
が
設
け
ら
れ
た
も
の
を
除
く
。
）
は
、
階
段
室
、
バ
ル
コ
ニ
ー
又
は
付
室
以
外
の
当
該
建
築
物
の
部
分
に
設
け
た
開
口
部
並

び
に
階
段
室
、
バ
ル
コ
ニ
ー
又
は
付
室
以
外
の
当
該
建
築
物
の
部
分
の
壁
及
び
屋
根
（
耐
火
構
造
の
壁
及
び
屋
根
を
除
く
。
）
か
ら
九
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
距

離
に
あ
る
部
分
で
、
延
焼
の
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
以
外
の
部
分
に
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
第
百
十
二
条
第
十
六
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。

七

階
段
室
に
は
、
バ
ル
コ
ニ
ー
及
び
付
室
に
面
す
る
部
分
以
外
に
屋
内
に
面
し
て
開
口
部
を
設
け
な
い
こ
と
。

八

階
段
室
の
バ
ル
コ
ニ
ー
又
は
付
室
に
面
す
る
部
分
に
窓
を
設
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
は
め
ご
ろ
し
戸
を
設
け
る
こ
と
。

九

バ
ル
コ
ニ
ー
及
び
付
室
に
は
、
階
段
室
以
外
の
屋
内
に
面
す
る
壁
に
出
入
口
以
外
の
開
口
部
を
設
け
な
い
こ
と
。

十

屋
内
か
ら
バ
ル
コ
ニ
ー
又
は
付
室
に
通
ず
る
出
入
口
に
は
第
一
項
第
六
号
の
特
定
防
火
設
備
を
、
バ
ル
コ
ニ
ー
又
は
付
室
か
ら
階
段
室
に
通
ず
る
出
入
口
に
は
同
号

の
防
火
設
備
を
設
け
る
こ
と
。

十
一

階
段
は
、
耐
火
構
造
と
し
、
避
難
階
ま
で
直
通
す
る
こ
と
。

十
二

建
築
物
の
十
五
階
以
上
の
階
又
は
地
下
三
階
以
下
の
階
に
通
ず
る
特
別
避
難
階
段
の
十
五
階
以
上
の
各
階
又
は
地
下
三
階
以
下
の
各
階
に
お
け
る
階
段
室
及
び
こ

れ
と
屋
内
と
を
連
絡
す
る
バ
ル
コ
ニ
ー
又
は
付
室
の
床
面
積
（
バ
ル
コ
ニ
ー
で
床
面
積
が
な
い
も
の
に
あ
つ
て
は
、
床
部
分
の
面
積
）
の
合
計
は
、
当
該
階
に
設
け
る

各
居
室
の
床
面
積
に
、
法
別
表
第
一

欄
㈠
項
又
は
㈣
項
に
掲
げ
る
用
途
に
供
す
る
居
室
に
あ
つ
て
は
百
分
の
八
、
そ
の
他
の
居
室
に
あ
つ
て
は
百
分
の
三
を
乗
じ
た

（い）

も
の
の
合
計
以
上
と
す
る
こ
と
。

（
共
同
住
宅
の
住
戸
の
床
面
積
の
算
定
等
）

第
百
二
十
三
条
の
二

主
要
構
造
部
を
準
耐
火
構
造
と
し
た
共
同
住
宅
の
住
戸
で
そ
の
階
数
が
二
又
は
三
で
あ
り
、
か
つ
、
出
入
口
が
一
の
階
の
み
に
あ
る
も
の
の
当
該
出

入
口
の
あ
る
階
以
外
の
階
は
、
そ
の
居
室
の
各
部
分
か
ら
避
難
階
又
は
地
上
に
通
ず
る
直
通
階
段
の
一
に
至
る
歩
行
距
離
が
四
十
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る
場
合
に
お
い
て

は
、
第
百
十
九
条
、
第
百
二
十
一
条
第
一
項
第
五
号
及
び
第
六
号
イ
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
百
二
十
二
条
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第
一
項
並
び
に
前
条
第
三
項
第
十
二
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
出
入
口
の
あ
る
階
に
あ
る
も
の
と
み
な
す
。

（
物
品
販
売
業
を
営
む
店
舗
に
お
け
る
避
難
階
段
等
の
幅
）

第
百
二
十
四
条

物
品
販
売
業
を
営
む
店
舗
の
用
途
に
供
す
る
建
築
物
に
お
け
る
避
難
階
段
、
特
別
避
難
階
段
及
び
こ
れ
ら
に
通
ず
る
出
入
口
の
幅
は
、
次
の
各
号
に
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

各
階
に
お
け
る
避
難
階
段
及
び
特
別
避
難
階
段
の
幅
の
合
計
は
、
そ
の
直
上
階
以
上
の
階
（
地
階
に
あ
つ
て
は
、
当
該
階
以
下
の
階
）
の
う
ち
床
面
積
が
最
大
の
階

に
お
け
る
床
面
積
百
平
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
六
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
割
合
で
計
算
し
た
数
値
以
上
と
す
る
こ
と
。

二

各
階
に
お
け
る
避
難
階
段
及
び
特
別
避
難
階
段
に
通
ず
る
出
入
口
の
幅
の
合
計
は
、
各
階
ご
と
に
そ
の
階
の
床
面
積
百
平
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
、
地
上
階
に
あ
つ
て

は
二
十
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
地
階
に
あ
つ
て
は
三
十
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
割
合
で
計
算
し
た
数
値
以
上
と
す
る
こ
と
。

２

前
項
に
規
定
す
る
所
要
幅
の
計
算
に
関
し
て
は
、
も
つ
ぱ
ら
一
若
し
く
は
二
の
地
上
階
か
ら
避
難
階
若
し
く
は
地
上
に
通
ず
る
避
難
階
段
及
び
特
別
避
難
階
段
又
は
こ

れ
ら
に
通
ず
る
出
入
口
に
つ
い
て
は
、
そ
の
幅
が
一
・
五
倍
あ
る
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

３

前
二
項
の
規
定
の
適
用
に
関
し
て
は
、
屋
上
広
場
は
、
階
と
み
な
す
。

（
屋
外
へ
の
出
口
）

第
百
二
十
五
条

避
難
階
に
お
い
て
は
、
階
段
か
ら
屋
外
へ
の
出
口
の
一
に
至
る
歩
行
距
離
は
第
百
二
十
条
に
規
定
す
る
数
値
以
下
と
、
居
室
（
避
難
上
有
効
な
開
口
部
を

有
す
る
も
の
を
除
く
。
）
の
各
部
分
か
ら
屋
外
へ
の
出
口
の
一
に
至
る
歩
行
距
離
は
同
条
に
規
定
す
る
数
値
の
二
倍
以
下
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

劇
場
、
映
画
館
、
演
芸
場
、
観
覧
場
、
公
会
堂
又
は
集
会
場
の
客
用
に
供
す
る
屋
外
へ
の
出
口
の
戸
は
、
内
開
き
と
し
て
は
な
ら
な
い
。

３

物
品
販
売
業
を
営
む
店
舗
の
避
難
階
に
設
け
る
屋
外
へ
の
出
口
の
幅
の
合
計
は
、
床
面
積
が
最
大
の
階
に
お
け
る
床
面
積
百
平
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
六
十
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
の
割
合
で
計
算
し
た
数
値
以
上
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

前
条
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
場
合
に
準
用
す
る
。

（
屋
外
へ
の
出
口
等
の
施
錠
装
置
の
構
造
等
）

第
百
二
十
五
条
の
二

次
の
各
号
に
掲
げ
る
出
口
に
設
け
る
戸
の
施
錠
装
置
は
、
当
該
建
築
物
が
法
令
の
規
定
に
よ
り
人
を
拘
禁
す
る
目
的
に
供
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
場

合
を
除
き
、
屋
内
か
ら
か
ぎ
を
用
い
る
こ
と
な
く
解
錠
で
き
る
も
の
と
し
、
か
つ
、
当
該
戸
の
近
く
の
見
や
す
い
場
所
に
そ
の
解
錠
方
法
を
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

屋
外
に
設
け
る
避
難
階
段
に
屋
内
か
ら
通
ず
る
出
口

二

避
難
階
段
か
ら
屋
外
に
通
ず
る
出
口

三

前
二
号
に
掲
げ
る
出
口
以
外
の
出
口
の
う
ち
、
維
持
管
理
上
常
時
鎖
錠
状
態
に
あ
る
出
口
で
、
火
災
そ
の
他
の
非
常
の
場
合
に
避
難
の
用
に
供
す
べ
き
も
の

２

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
同
項
の
施
錠
装
置
の
構
造
及
び
解
錠
方
法
の
表
示
の
基
準
は
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
。

（
屋
上
広
場
等
）
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第
百
二
十
六
条

屋
上
広
場
又
は
二
階
以
上
の
階
に
あ
る
バ
ル
コ
ニ
ー
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の
の
周
囲
に
は
、
安
全
上
必
要
な
高
さ
が
一
・
一
メ
ー
ト
ル
以
上
の
手
す

り
壁
、
さ
く
又
は
金
網
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

建
築
物
の
五
階
以
上
の
階
を
百
貨
店
の
売
場
の
用
途
に
供
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
避
難
の
用
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
屋
上
広
場
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
節

排
煙
設
備

（
設
置
）

第
百
二
十
六
条
の
二

法
別
表
第
一

欄
㈠
項
か
ら
㈣
項
ま
で
に
掲
げ
る
用
途
に
供
す
る
特
殊
建
築
物
で
延
べ
面
積
が
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
、
階
数
が
三
以

（い）

上
で
延
べ
面
積
が
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
建
築
物
（
建
築
物
の
高
さ
が
三
十
一
メ
ー
ト
ル
以
下
の
部
分
に
あ
る
居
室
で
、
床
面
積
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
ご
と
に
、

間
仕
切
壁
、
天
井
面
か
ら
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
下
方
に
突
出
し
た
垂
れ
壁
そ
の
他
こ
れ
ら
と
同
等
以
上
に
煙
の
流
動
を
妨
げ
る
効
力
の
あ
る
も
の
で
不
燃
材
料
で

造
り
、
又
は
覆
わ
れ
た
も
の
（
以
下
「
防
煙
壁
」
と
い
う
。
）
に
よ
つ
て
区
画
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。
）
、
第
百
十
六
条
の
二
第
一
項
第
二
号
に
該
当
す
る
窓
そ
の
他
の

開
口
部
を
有
し
な
い
居
室
又
は
延
べ
面
積
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
建
築
物
の
居
室
で
、
そ
の
床
面
積
が
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
（
建
築
物
の
高
さ
が

三
十
一
メ
ー
ト
ル
以
下
の
部
分
に
あ
る
居
室
で
、
床
面
積
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
ご
と
に
防
煙
壁
で
区
画
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。
）
に
は
、
排
煙
設
備
を
設
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
建
築
物
又
は
建
築
物
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

法
別
表
第
一

欄
㈡
項
に
掲
げ
る
用
途
に
供
す
る
特
殊
建
築
物
の
う
ち
、
準
耐
火
構
造
の
床
若
し
く
は
壁
又
は
法
第
二
条
第
九
号
の
二
ロ
に
規
定
す
る
防
火
設
備
で

（い）

区
画
さ
れ
た
部
分
で
、
そ
の
床
面
積
が
百
平
方
メ
ー
ト
ル
（
共
同
住
宅
の
住
戸
に
あ
つ
て
は
、
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
）
以
内
の
も
の

二

学
校
（
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
を
除
く
。
）
、
体
育
館
、
ボ
ー
リ
ン
グ
場
、
ス
キ
ー
場
、
ス
ケ
ー
ト
場
、
水
泳
場
又
は
ス
ポ
ー
ツ
の
練
習
場
（
以
下
「
学
校
等

」
と
い
う
。
）

三

階
段
の
部
分
、
昇
降
機
の
昇
降
路
の
部
分
（
当
該
昇
降
機
の
乗
降
の
た
め
の
乗
降
ロ
ビ
ー
の
部
分
を
含
む
。
）
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
建
築
物
の
部
分

四

機
械
製
作
工
場
、
不
燃
性
の
物
品
を
保
管
す
る
倉
庫
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
用
途
に
供
す
る
建
築
物
で
主
要
構
造
部
が
不
燃
材
料
で
造
ら
れ
た
も
の
そ
の
他
こ
れ

ら
と
同
等
以
上
に
火
災
の
発
生
の
お
そ
れ
の
少
な
い
構
造
の
も
の

五

火
災
が
発
生
し
た
場
合
に
避
難
上
支
障
の
あ
る
高
さ
ま
で
煙
又
は
ガ
ス
の
降
下
が
生
じ
な
い
建
築
物
の
部
分
と
し
て
、
天
井
の
高
さ
、
壁
及
び
天
井
の
仕
上
げ
に
用

い
る
材
料
の
種
類
等
を
考
慮
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
も
の

２

次
に
掲
げ
る
建
築
物
の
部
分
は
、
こ
の
節
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
建
築
物
と
み
な
す
。

一

建
築
物
が
開
口
部
の
な
い
準
耐
火
構
造
の
床
若
し
く
は
壁
又
は
法
第
二
条
第
九
号
の
二
ロ
に
規
定
す
る
防
火
設
備
で
そ
の
構
造
が
第
百
十
二
条
第
十
九
項
第
一
号
イ

及
び
ロ
並
び
に
第
二
号
ロ
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
も
の
と
し
て
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
た
構
造
方
法
を
用
い
る
も
の
若
し
く
は
国
土
交
通
大
臣
の
認
定
を
受
け
た

も
の
で
区
画
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
区
画
さ
れ
た
部
分

二

建
築
物
の
二
以
上
の
部
分
の
構
造
が
通
常
の
火
災
時
に
お
い
て
相
互
に
煙
又
は
ガ
ス
に
よ
る
避
難
上
有
害
な
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定

め
た
構
造
方
法
を
用
い
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
部
分
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第
四
節

非
常
用
の
照
明
装
置

（
設
置
）

第
百
二
十
六
条
の
四

法
別
表
第
一

欄
㈠
項
か
ら
㈣
項
ま
で
に
掲
げ
る
用
途
に
供
す
る
特
殊
建
築
物
の
居
室
、
階
数
が
三
以
上
で
延
べ
面
積
が
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超

（い）

え
る
建
築
物
の
居
室
、
第
百
十
六
条
の
二
第
一
項
第
一
号
に
該
当
す
る
窓
そ
の
他
の
開
口
部
を
有
し
な
い
居
室
又
は
延
べ
面
積
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
建
築
物
の

居
室
及
び
こ
れ
ら
の
居
室
か
ら
地
上
に
通
ず
る
廊
下
、
階
段
そ
の
他
の
通
路
（
採
光
上
有
効
に
直
接
外
気
に
開
放
さ
れ
た
通
路
を
除
く
。
）
並
び
に
こ
れ
ら
に
類
す
る
建

築
物
の
部
分
で
照
明
装
置
の
設
置
を
通
常
要
す
る
部
分
に
は
、
非
常
用
の
照
明
装
置
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
建
築

物
又
は
建
築
物
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

一
戸
建
の
住
宅
又
は
長
屋
若
し
く
は
共
同
住
宅
の
住
戸

二

病
院
の
病
室
、
下
宿
の
宿
泊
室
又
は
寄
宿
舎
の
寝
室
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
居
室

三

学
校
等

四

避
難
階
又
は
避
難
階
の
直
上
階
若
し
く
は
直
下
階
の
居
室
で
避
難
上
支
障
が
な
い
も
の
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
も
の

（
構
造
）

第
百
二
十
六
条
の
五

前
条
の
非
常
用
の
照
明
装
置
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
定
め
る
構
造
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

次
に
定
め
る
構
造
と
す
る
こ
と
。

イ

照
明
は
、
直
接
照
明
と
し
、
床
面
に
お
い
て
一
ル
ク
ス
以
上
の
照
度
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

ロ

照
明
器
具
の
構
造
は
、
火
災
時
に
お
い
て
温
度
が
上
昇
し
た
場
合
で
あ
つ
て
も
著
し
く
光
度
が
低
下
し
な
い
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
た
構
造
方
法
を

用
い
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

ハ

予
備
電
源
を
設
け
る
こ
と
。

ニ

イ
か
ら
ハ
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
非
常
の
場
合
の
照
明
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
が
あ
る
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
た
構
造
方
法
を
用
い
る
も

の
と
す
る
こ
と
。

二

火
災
時
に
お
い
て
、
停
電
し
た
場
合
に
自
動
的
に
点
灯
し
、
か
つ
、
避
難
す
る
ま
で
の
間
に
、
当
該
建
築
物
の
室
内
の
温
度
が
上
昇
し
た
場
合
に
あ
つ
て
も
床
面
に

お
い
て
一
ル
ク
ス
以
上
の
照
度
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
て
、
国
土
交
通
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
も
の
と
す
る
こ
と
。

第
五
節

非
常
用
の
進
入
口

（
設
置
）

第
百
二
十
六
条
の
六

建
築
物
の
高
さ
三
十
一
メ
ー
ト
ル
以
下
の
部
分
に
あ
る
三
階
以
上
の
階
（
不
燃
性
の
物
品
の
保
管
そ
の
他
こ
れ
と
同
等
以
上
に
火
災
の
発
生
の
お
そ

れ
の
少
な
い
用
途
に
供
す
る
階
又
は
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
特
別
の
理
由
に
よ
り
屋
外
か
ら
の
進
入
を
防
止
す
る
必
要
が
あ
る
階
で
、
そ
の
直
上
階
又
は
直
下
階
か
ら
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進
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
を
除
く
。
）
に
は
、
非
常
用
の
進
入
口
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

一

第
百
二
十
九
条
の
十
三
の
三
の
規
定
に
適
合
す
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
し
て
い
る
場
合

二

道
又
は
道
に
通
ず
る
幅
員
四
メ
ー
ト
ル
以
上
の
通
路
そ
の
他
の
空
地
に
面
す
る
各
階
の
外
壁
面
に
窓
そ
の
他
の
開
口
部
（
直
径
一
メ
ー
ト
ル
以
上
の
円
が
内
接
す
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
又
は
そ
の
幅
及
び
高
さ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
、
七
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
及
び
一
・
二
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
で
、
格
子
そ
の
他
の
屋
外
か
ら
の

進
入
を
妨
げ
る
構
造
を
有
し
な
い
も
の
に
限
る
。
）
を
当
該
壁
面
の
長
さ
十
メ
ー
ト
ル
以
内
ご
と
に
設
け
て
い
る
場
合

三

吹
抜
き
と
な
つ
て
い
る
部
分
そ
の
他
の
一
定
の
規
模
以
上
の
空
間
で
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
も
の
を
確
保
し
、
当
該
空
間
か
ら
容
易
に
各
階
に
進
入
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
通
路
そ
の
他
の
部
分
で
あ
つ
て
、
当
該
空
間
と
の
間
に
壁
を
有
し
な
い
こ
と
そ
の
他
の
高
い
開
放
性
を
有
す
る
も
の
と
し
て
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め

た
構
造
方
法
を
用
い
る
も
の
又
は
国
土
交
通
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
も
の
を
設
け
て
い
る
場
合

（
構
造
）

第
百
二
十
六
条
の
七

前
条
の
非
常
用
の
進
入
口
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
構
造
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

進
入
口
は
、
道
又
は
道
に
通
ず
る
幅
員
四
メ
ー
ト
ル
以
上
の
通
路
そ
の
他
の
空
地
に
面
す
る
各
階
の
外
壁
面
に
設
け
る
こ
と
。

二

進
入
口
の
間
隔
は
、
四
十
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る
こ
と
。

三

進
入
口
の
幅
、
高
さ
及
び
下
端
の
床
面
か
ら
の
高
さ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
、
七
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
、
一
・
二
メ
ー
ト
ル
以
上
及
び
八
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下

で
あ
る
こ
と
。

四

進
入
口
は
、
外
部
か
ら
開
放
し
、
又
は
破
壊
し
て
室
内
に
進
入
で
き
る
構
造
と
す
る
こ
と
。

五

進
入
口
に
は
、
奥
行
き
一
メ
ー
ト
ル
以
上
、
長
さ
四
メ
ー
ト
ル
以
上
の
バ
ル
コ
ニ
ー
を
設
け
る
こ
と
。

六

進
入
口
又
は
そ
の
近
く
に
、
外
部
か
ら
見
や
す
い
方
法
で
赤
色
灯
の
標
識
を
掲
示
し
、
及
び
非
常
用
の
進
入
口
で
あ
る
旨
を
赤
色
で
表
示
す
る
こ
と
。

七

前
各
号
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
国
土
交
通
大
臣
が
非
常
用
の
進
入
口
と
し
て
の
機
能
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
て
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
構
造

と
す
る
こ
と
。

第
六
節

敷
地
内
の
避
難
上
及
び
消
火
上
必
要
な
通
路
等

（
適
用
の
範
囲
）

第
百
二
十
七
条

こ
の
節
の
規
定
は
、
法
第
三
十
五
条
に
掲
げ
る
建
築
物
に
適
用
す
る
。

（
敷
地
内
の
通
路
）

第
百
二
十
八
条

敷
地
内
に
は
、
第
百
二
十
三
条
第
二
項
の
屋
外
に
設
け
る
避
難
階
段
及
び
第
百
二
十
五
条
第
一
項
の
出
口
か
ら
道
又
は
公
園
、
広
場
そ
の
他
の
空
地
に
通

ず
る
幅
員
が
一
・
五
メ
ー
ト
ル
（
階
数
が
三
以
下
で
延
べ
面
積
が
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
建
築
物
の
敷
地
内
に
あ
つ
て
は
、
九
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
以
上
の
通
路
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を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
大
規
模
な
木
造
等
の
建
築
物
の
敷
地
内
に
お
け
る
通
路
）

第
百
二
十
八
条
の
二

主
要
構
造
部
の
全
部
が
木
造
の
建
築
物
（
法
第
二
条
第
九
号
の
二
イ
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
建
築
物
を
除
く
。
）
で
そ
の
延
べ
面
積
が
千
平
方

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
場
合
又
は
主
要
構
造
部
の
一
部
が
木
造
の
建
築
物
で
そ
の
延
べ
面
積
（
主
要
構
造
部
が
耐
火
構
造
の
部
分
を
含
む
場
合
で
、
そ
の
部
分
と
そ
の
他
の

部
分
と
が
耐
火
構
造
と
し
た
壁
又
は
特
定
防
火
設
備
で
区
画
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
部
分
の
床
面
積
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
千
平
方
メ
ー
ト

ル
を
超
え
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
周
囲
（
道
に
接
す
る
部
分
を
除
く
。
）
に
幅
員
が
三
メ
ー
ト
ル
以
上
の
通
路
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
延
べ
面
積

が
三
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
場
合
に
お
け
る
隣
地
境
界
線
に
接
す
る
部
分
の
通
路
は
、
そ
の
幅
員
を
一
・
五
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

同
一
敷
地
内
に
二
以
上
の
建
築
物
（
耐
火
建
築
物
、
準
耐
火
建
築
物
及
び
延
べ
面
積
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
を
除
く
。
）
が
あ
る
場
合
で
、
そ
の
延
べ
面

積
の
合
計
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
と
き
は
、
延
べ
面
積
の
合
計
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
ご
と
の
建
築
物
に
区
画
し
、
そ
の
周
囲
（
道
又
は
隣
地
境
界
線
に
接
す
る

部
分
を
除
く
。
）
に
幅
員
が
三
メ
ー
ト
ル
以
上
の
通
路
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

耐
火
建
築
物
又
は
準
耐
火
建
築
物
が
延
べ
面
積
の
合
計
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
ご
と
に
区
画
さ
れ
た
建
築
物
を
相
互
に
防
火
上
有
効
に
遮
つ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
は
、

こ
れ
ら
の
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
建
築
物
の
延
べ
面
積
の
合
計
が
三
千
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
場
合
に
お
い
て

は
、
そ
の
延
べ
面
積
の
合
計
三
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
ご
と
に
、
そ
の
周
囲
（
道
又
は
隣
地
境
界
線
に
接
す
る
部
分
を
除
く
。
）
に
幅
員
が
三
メ
ー
ト
ル
以
上
の
通
路
を

設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

前
各
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
通
路
は
、
次
の
各
号
の
規
定
に
該
当
す
る
渡
り
廊
下
を
横
切
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
通
路
が
横
切
る
部
分
に
お
け
る
渡
り
廊

下
の
開
口
の
幅
は
二
・
五
メ
ー
ト
ル
以
上
、
高
さ
は
三
メ
ー
ト
ル
以
上
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

幅
が
三
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る
こ
と
。

二

通
行
又
は
運
搬
以
外
の
用
途
に
供
し
な
い
こ
と
。

５

前
各
項
の
規
定
に
よ
る
通
路
は
、
敷
地
の
接
す
る
道
ま
で
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
地
下
街
）

第
百
二
十
八
条
の
三

地
下
街
の
各
構
え
は
、
次
の
各
号
に
該
当
す
る
地
下
道
に
二
メ
ー
ト
ル
以
上
接
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
公
衆
便
所
、
公
衆
電
話
所
そ
の

他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
接
す
る
長
さ
を
二
メ
ー
ト
ル
未
満
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

（
略
）

二

幅
員
五
メ
ー
ト
ル
以
上
、
天
井
ま
で
の
高
さ
三
メ
ー
ト
ル
以
上
で
、
か
つ
、
段
及
び
八
分
の
一
を
こ
え
る勾

（こ
う

）
配
の
傾
斜
路
を
有
し
な
い
こ
と
。

三
～
六

（
略
）

２
～
４

（
略
）

５

第
百
十
二
条
第
七
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
、
第
十
四
項
、
第
十
六
項
、
第
十
七
項
及
び
第
十
九
項
か
ら
第
二
十
一
項
ま
で
並
び
に
第
百
二
十
九
条
の
二
の
四
第
一
項
第

七
号
（
第
百
十
二
条
第
二
十
項
に
関
す
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
は
、
地
下
街
の
各
構
え
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
百
十
二
条
第
七
項
中
「
建
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築
物
の
十
一
階
以
上
の
部
分
で
、
各
階
の
」
と
あ
る
の
は
「
地
下
街
の
各
構
え
の
部
分
で
」
と
、
同
条
第
八
項
か
ら
第
十
項
ま
で
の
規
定
中
「
建
築
物
」
と
あ
る
の
は
「

地
下
街
の
各
構
え
」
と
、
同
条
第
十
一
項
中
「
主
要
構
造
部
を
準
耐
火
構
造
と
し
た
建
築
物
又
は
第
百
三
十
六
条
の
二
第
一
号
ロ
若
し
く
は
第
二
号
ロ
に
掲
げ
る
基
準
に

適
合
す
る
建
築
物
で
あ
つ
て
、
地
階
又
は
三
階
以
上
の
階
に
居
室
を
有
す
る
も
の
」
と
あ
る
の
は
「
地
下
街
の
各
構
え
」
と
、
「
準
耐
火
構
造
」
と
あ
る
の
は
「
耐
火
構

造
」
と
、
同
条
第
十
四
項
中
「
該
当
す
る
建
築
物
」
と
あ
る
の
は
「
規
定
す
る
用
途
に
供
す
る
地
下
街
の
各
構
え
」
と
、
同
条
第
十
六
項
中
「
準
耐
火
構
造
」
と
あ
る
の

は
「
耐
火
構
造
」
と
、
同
号
中
「
一
時
間
準
耐
火
基
準
に
適
合
す
る
準
耐
火
構
造
」
と
あ
る
の
は
「
耐
火
構
造
」
と
、
「
建
築
物
」
と
あ
る
の
は
「
地
下
街
の
各
構
え
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

６

（
略
）

（
制
限
を
受
け
な
い
特
殊
建
築
物
等
）

第
百
二
十
八
条
の
四

法
第
三
十
五
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
政
令
で
定
め
る
特
殊
建
築
物
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
も
の
と
す
る
。

一

次
の
表
に
掲
げ
る
特
殊
建
築
物

構
造

主
要
構
造
部
を
耐
火
構
造
と
し
た
建
築

法
第
二
条
第
九
号
の
三
イ
又
は
ロ
の

そ
の
他
の
建
築
物

物
又
は
法
第
二
条
第
九
号
の
三
イ
に
該

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
建
築
物
（
一

当
す
る
建
築
物
（
一
時
間
準
耐
火
基
準

時
間
準
耐
火
基
準
に
適
合
す
る
も
の

用
途

に
適
合
す
る
も
の
に
限
る
。
）

を
除
く
。

法
別
表
第
一

欄
㈠
項
に
掲
げ
る

客
席
の
床
面
積
の
合
計
が
四
百
平
方
メ

客
席
の
床
面
積
の
合
計
が
百
平
方
メ

客
席
の
床
面
積
の
合
計
が
百
平
方
メ

（い）

㈠

用
途

ー
ト
ル
以
上
の
も
の

ー
ト
ル
以
上
の
も
の

ー
ト
ル
以
上
の
も
の

当
該
用
途
に
供
す
る
二
階
の
部
分
（

当
該
用
途
に
供
す
る
三
階
以
上
の
部
分

病
院
又
は
診
療
所
に
つ
い
て
は
、
そ

当
該
用
途
に
供
す
る
部
分
の
床
面
積

法
別
表
第
一

欄
㈡
項
に
掲
げ
る

（い）

㈡

の
床
面
積
の
合
計
が
三
百
平
方
メ
ー
ト

の
部
分
に
患
者
の
収
容
施
設
が
あ
る

の
合
計
が
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上

用
途

ル
以
上
の
も
の

場
合
に
限
る
。
）
の
床
面
積
の
合
計

の
も
の

が
三
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の

当
該
用
途
に
供
す
る
三
階
以
上
の
部
分

当
該
用
途
に
供
す
る
二
階
の
部
分
の

当
該
用
途
に
供
す
る
部
分
の
床
面
積

法
別
表
第
一

欄
㈣
項
に
掲
げ
る

（い）

㈢

の
床
面
積
の
合
計
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル

床
面
積
の
合
計
が
五
百
平
方
メ
ー
ト

の
合
計
が
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上

用
途

以
上
の
も
の

ル
以
上
の
も
の

の
も
の
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二
・
三

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

法
第
三
十
五
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
政
令
で
定
め
る
建
築
物
の
調
理
室
、
浴
室
そ
の
他
の
室
で
か
ま
ど
、
こ
ん
ろ
そ
の
他
火
を
使
用
す
る
設
備
又
は
器
具
を
設
け
た
も

の
は
、
階
数
が
二
以
上
の
住
宅
（
住
宅
で
事
務
所
、
店
舗
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
用
途
を
兼
ね
る
も
の
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
用
途
に
供
す
る

建
築
物
（
主
要
構
造
部
を
耐
火
構
造
と
し
た
も
の
を
除
く
。
）
の
最
上
階
以
外
の
階
又
は
住
宅
の
用
途
に
供
す
る
建
築
物
以
外
の
建
築
物
（
主
要
構
造
部
を
耐
火
構
造
と

し
た
も
の
を
除
く
。
）
に
存
す
る
調
理
室
、
浴
室
、
乾
燥
室
、
ボ
イ
ラ
ー
室
、
作
業
室
そ
の
他
の
室
で
か
ま
ど
、
こ
ん
ろ
、
ス
ト
ー
ブ
、
炉
、
ボ
イ
ラ
ー
、
内
燃
機
関
そ

の
他
火
を
使
用
す
る
設
備
又
は
器
具
を
設
け
た
も
の
（
次
条
第
六
項
に
お
い
て
「
内
装
の
制
限
を
受
け
る
調
理
室
等
」
と
い
う
。
）
以
外
の
も
の
と
す
る
。

（
特
殊
建
築
物
等
の
内
装
）

第
百
二
十
八
条
の
五

前
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
特
殊
建
築
物
は
、
当
該
各
用
途
に
供
す
る
居
室
（
法
別
表
第
一

欄
㈡
項
に
掲
げ
る
用
途
に
供
す
る
特
殊
建
築
物
が

（い）

主
要
構
造
部
を
耐
火
構
造
と
し
た
建
築
物
又
は
法
第
二
条
第
九
号
の
三
イ
に
該
当
す
る
建
築
物
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
用
途
に
供
す
る
特
殊
建
築
物
の
部
分
で

床
面
積
の
合
計
百
平
方
メ
ー
ト
ル
（
共
同
住
宅
の
住
戸
に
あ
つ
て
は
、
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
）
以
内
ご
と
に
準
耐
火
構
造
の
床
若
し
く
は
壁
又
は
法
第
二
条
第
九
号
の
二

ロ
に
規
定
す
る
防
火
設
備
で
区
画
さ
れ
て
い
る
部
分
の
居
室
を
除
く
。
）
の
壁
（
床
面
か
ら
の
高
さ
が
一
・
二
メ
ー
ト
ル
以
下
の
部
分
を
除
く
。
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。

）
及
び
天
井
（
天
井
の
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
屋
根
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
室
内
に
面
す
る
部
分
（
回
り
縁
、
窓
台
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
部
分
を

除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
仕
上
げ
を
第
一
号
に
掲
げ
る
仕
上
げ
と
、
当
該
各
用
途
に
供
す
る
居
室
か
ら
地
上
に
通
ず
る
主
た
る
廊
下
、
階
段
そ
の
他
の

通
路
の
壁
及
び
天
井
の
室
内
に
面
す
る
部
分
の
仕
上
げ
を
第
二
号
に
掲
げ
る
仕
上
げ
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
仕
上
げ

イ

難
燃
材
料
（
三
階
以
上
の
階
に
居
室
を
有
す
る
建
築
物
の
当
該
各
用
途
に
供
す
る
居
室
の
天
井
の
室
内
に
面
す
る
部
分
に
あ
つ
て
は
、
準
不
燃
材
料
）
で
し
た
も

の
ロ

イ
に
掲
げ
る
仕
上
げ
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
方
法
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
材
料
の
組
合
せ
に
よ
つ
て
し
た
も
の

二

次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
仕
上
げ

イ

準
不
燃
材
料
で
し
た
も
の

ロ

イ
に
掲
げ
る
仕
上
げ
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
方
法
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
材
料
の
組
合
せ
に
よ
つ
て
し
た
も
の

２
・
３

（
略
）

４

階
数
が
三
以
上
で
延
べ
面
積
が
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
建
築
物
、
階
数
が
二
で
延
べ
面
積
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
建
築
物
又
は
階
数
が
一
で
延
べ
面
積

が
三
千
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
建
築
物
（
学
校
等
の
用
途
に
供
す
る
も
の
を
除
く
。
）
は
、
居
室
（
床
面
積
の
合
計
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
ご
と
に
準
耐
火
構
造
の
床

若
し
く
は
壁
又
は
法
第
二
条
第
九
号
の
二
ロ
に
規
定
す
る
防
火
設
備
で
第
百
十
二
条
第
十
九
項
第
二
号
に
規
定
す
る
構
造
で
あ
る
も
の
で
区
画
さ
れ
、
か
つ
、
法
別
表
第

一

欄
に
掲
げ
る
用
途
に
供
し
な
い
部
分
の
居
室
で
、
主
要
構
造
部
を
耐
火
構
造
と
し
た
建
築
物
又
は
法
第
二
条
第
九
号
の
三
イ
に
該
当
す
る
建
築
物
の
高
さ
が
三
十
一

（い）
メ
ー
ト
ル
以
下
の
部
分
に
あ
る
も
の
を
除
く
。
）
の
壁
及
び
天
井
の
室
内
に
面
す
る
部
分
の
仕
上
げ
を
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
仕
上
げ
と
、
居
室
か
ら
地
上
に

通
ず
る
主
た
る
廊
下
、
階
段
そ
の
他
の
通
路
の
壁
及
び
天
井
の
室
内
に
面
す
る
部
分
の
仕
上
げ
を
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
仕
上
げ
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
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同
表

欄
㈡
項
に
掲
げ
る
用
途
に
供
す
る
特
殊
建
築
物
の
高
さ
三
十
一
メ
ー
ト
ル
以
下
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（い）

一

難
燃
材
料
で
し
た
も
の

二

前
号
に
掲
げ
る
仕
上
げ
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
方
法
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
材
料
の
組
合
せ
で
し
た
も
の

５
～
７

（
略
）

（
避
難
上
の
安
全
の
検
証
を
行
う
区
画
部
分
に
対
す
る
基
準
の
適
用
）

第
百
二
十
八
条
の
六

居
室
そ
の
他
の
建
築
物
の
部
分
で
、
準
耐
火
構
造
の
床
若
し
く
は
壁
又
は
法
第
二
条
第
九
号
の
二
ロ
に
規
定
す
る
防
火
設
備
で
第
百
十
二
条
第
十
九

項
第
二
号
に
規
定
す
る
構
造
で
あ
る
も
の
で
区
画
さ
れ
た
も
の
（
二
以
上
の
階
に
わ
た
つ
て
区
画
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
区
画
部
分
」
と
い
う
。

）
の
う
ち
、
当
該
区
画
部
分
が
区
画
避
難
安
全
性
能
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
区
画
避
難
安
全
検
証
法
に
よ
り
確
か
め
ら
れ
た
も
の
（
主
要
構
造
部
が
準

耐
火
構
造
で
あ
る
か
又
は
不
燃
材
料
で
造
ら
れ
た
建
築
物
の
区
画
部
分
に
限
る
。
）
又
は
国
土
交
通
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
百
二
十
六
条
の
二
、

第
百
二
十
六
条
の
三
及
び
前
条
（
第
二
項
、
第
六
項
及
び
第
七
項
並
び
に
階
段
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

２
・
３

（
略
）

（
避
難
上
の
安
全
の
検
証
を
行
う
建
築
物
の
階
に
対
す
る
基
準
の
適
用
）

第
百
二
十
九
条

建
築
物
の
階
（
物
品
販
売
業
を
営
む
店
舗
の
用
途
に
供
す
る
建
築
物
に
あ
つ
て
は
、
屋
上
広
場
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。

）
の
う
ち
、
当
該
階
が
階
避
難
安
全
性
能
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
階
避
難
安
全
検
証
法
に
よ
り
確
か
め
ら
れ
た
も
の
（
主
要
構
造
部
が
準
耐
火
構
造
で

あ
る
か
又
は
不
燃
材
料
で
造
ら
れ
た
建
築
物
の
階
に
限
る
。
）
又
は
国
土
交
通
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
百
十
九
条
、
第
百
二
十
条
、
第
百
二
十
三

条
第
三
項
第
一
号
、
第
二
号
、
第
十
号
（
屋
内
か
ら
バ
ル
コ
ニ
ー
又
は
付
室
に
通
ず
る
出
入
口
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
十
二
号
、
第
百
二
十
四
条
第
一
項
第
二

号
、
第
百
二
十
六
条
の
二
、
第
百
二
十
六
条
の
三
並
び
に
第
百
二
十
八
条
の
五
（
第
二
項
、
第
六
項
及
び
第
七
項
並
び
に
階
段
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
の
規
定
は
、
適

用
し
な
い
。

２
・
３

（
略
）

（
避
難
上
の
安
全
の
検
証
を
行
う
建
築
物
に
対
す
る
基
準
の
適
用
）

第
百
二
十
九
条
の
二

建
築
物
の
う
ち
、
当
該
建
築
物
が
全
館
避
難
安
全
性
能
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
全
館
避
難
安
全
検
証
法
に
よ
り
確
か
め
ら
れ
た
も

の
（
主
要
構
造
部
が
準
耐
火
構
造
で
あ
る
か
又
は
不
燃
材
料
で
造
ら
れ
た
も
の
に
限
る
。
）
又
は
国
土
交
通
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
も
の
（
次
項
に
お
い
て
「
全
館
避
難

安
全
性
能
確
認
建
築
物
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
第
百
十
二
条
第
七
項
、
第
十
一
項
か
ら
第
十
三
項
ま
で
及
び
第
十
八
項
、
第
百
十
九
条
、
第
百
二
十
条
、
第
百
二

十
三
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
六
号
、
第
二
項
第
二
号
並
び
に
第
三
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
、
第
十
号
及
び
第
十
二
号
、
第
百
二
十
四
条
第
一
項
、
第
百
二
十
五
条

第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
百
二
十
六
条
の
二
、
第
百
二
十
六
条
の
三
並
び
に
第
百
二
十
八
条
の
五
（
第
二
項
、
第
六
項
及
び
第
七
項
並
び
に
階
段
に
係
る
部
分
を
除
く
。

）
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

２
～
４

（
略
）
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（
非
常
用
の
昇
降
機
の
設
置
を
要
し
な
い
建
築
物
）

第
百
二
十
九
条
の
十
三
の
二

法
第
三
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
政
令
で
定
め
る
建
築
物
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

三

高
さ
三
十
一
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
部
分
の
階
数
が
四
以
下
の
主
要
構
造
部
を
耐
火
構
造
と
し
た
建
築
物
で
、
当
該
部
分
が
床
面
積
の
合
計
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
ご

と
に
耐
火
構
造
の
床
若
し
く
は
壁
又
は
特
定
防
火
設
備
で
そ
の
構
造
が
第
百
十
二
条
第
十
九
項
第
一
号
イ
、
ロ
及
び
ニ
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
も
の
と
し
て
、
国
土

交
通
大
臣
が
定
め
た
構
造
方
法
を
用
い
る
も
の
又
は
国
土
交
通
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
も
の
（
廊
下
に
面
す
る
窓
で
開
口
面
積
が
一
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
も
の
に
設

け
ら
れ
る
法
第
二
条
第
九
号
の
二
ロ
に
規
定
す
る
防
火
設
備
を
含
む
。
）
で
区
画
さ
れ
て
い
る
も
の

四

（
略
）

（
耐
火
建
築
物
と
同
等
以
上
の
延
焼
防
止
性
能
を
有
す
る
建
築
物
等
）

第
百
三
十
五
条
の
二
十

法
第
五
十
三
条
第
三
項
第
一
号
イ
の
政
令
で
定
め
る
建
築
物
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
建
築
物
と
す
る
。

一

（
略
）

二

壁
、
柱
、
床
そ
の
他
の
建
築
物
の
部
分
及
び
前
号
の
防
火
設
備
が
第
百
三
十
六
条
の
二
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
し
、
か
つ
、
法
第
六
十
一
条
に
規
定
す
る

構
造
方
法
を
用
い
る
も
の
又
は
同
条
の
規
定
に
よ
る
認
定
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

２

（
略
）

（
防
火
地
域
又
は
準
防
火
地
域
内
の
建
築
物
の
壁
、
柱
、
床
そ
の
他
の
部
分
及
び
防
火
設
備
の
性
能
に
関
す
る
技
術
的
基
準
）

第
百
三
十
六
条
の
二

法
第
六
十
一
条
の
政
令
で
定
め
る
技
術
的
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
建
築
物
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

防
火
地
域
内
に
あ
る
建
築
物
で
階
数
が
三
以
上
の
も
の
若
し
く
は
延
べ
面
積
が
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
又
は
準
防
火
地
域
内
に
あ
る
建
築
物
で
地
階
を
除

く
階
数
が
四
以
上
の
も
の
若
し
く
は
延
べ
面
積
が
千
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の

次
の
イ
又
は
ロ
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
基
準

イ

主
要
構
造
部
が
第
百
七
条
各
号
又
は
第
百
八
条
の
三
第
一
項
第
一
号
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
し
、
か
つ
、
外
壁
開
口
部
設
備
（
外
壁
の
開
口
部
で
延
焼

の
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
に
設
け
る
防
火
設
備
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
第
百
九
条
の
二
に
規
定
す
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
た

だ
し
、
準
防
火
地
域
内
に
あ
る
建
築
物
で
法
第
八
十
六
条
の
四
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
の
外
壁
開
口
部
設
備
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

ロ

当
該
建
築
物
の
主
要
構
造
部
、
防
火
設
備
及
び
消
火
設
備
の
構
造
に
応
じ
て
算
出
し
た
延
焼
防
止
時
間
（
建
築
物
が
通
常
の
火
災
に
よ
る
周
囲
へ
の
延
焼
を
防
止

す
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
、
当
該
建
築
物
の
主
要
構
造
部
及
び
外
壁
開
口
部
設
備
（
以
下
こ
の
ロ
及
び
次
号
ロ
に
お

い
て
「
主
要
構
造
部
等
」
と
い
う
。
）
が
イ
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
と
仮
定
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
主
要
構
造
部
等
の
構
造
に
応
じ
て
算
出
し
た
延
焼
防
止

時
間
以
上
で
あ
る
こ
と
。

二

防
火
地
域
内
に
あ
る
建
築
物
の
う
ち
階
数
が
二
以
下
で
延
べ
面
積
が
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
も
の
又
は
準
防
火
地
域
内
に
あ
る
建
築
物
の
う
ち
地
階
を
除
く
階
数

が
三
で
延
べ
面
積
が
千
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
も
の
若
し
く
は
地
階
を
除
く
階
数
が
二
以
下
で
延
べ
面
積
が
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
千
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
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以
下
の
も
の

次
の
イ
又
は
ロ
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
基
準

イ

主
要
構
造
部
が
第
百
七
条
の
二
各
号
又
は
第
百
九
条
の
三
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
し
、
か
つ
、
外
壁
開
口
部
設
備
が
前
号
イ
に
掲
げ
る

基
準
（
外
壁
開
口
部
設
備
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ

当
該
建
築
物
の
主
要
構
造
部
、
防
火
設
備
及
び
消
火
設
備
の
構
造
に
応
じ
て
算
出
し
た
延
焼
防
止
時
間
が
、
当
該
建
築
物
の
主
要
構
造
部
等
が
イ
に
掲
げ
る
基
準

に
適
合
す
る
と
仮
定
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
主
要
構
造
部
等
の
構
造
に
応
じ
て
算
出
し
た
延
焼
防
止
時
間
以
上
で
あ
る
こ
と
。

三

準
防
火
地
域
内
に
あ
る
建
築
物
の
う
ち
地
階
を
除
く
階
数
が
二
以
下
で
延
べ
面
積
が
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
も
の
（
木
造
建
築
物
等
に
限
る
。
）

次
の
イ
又

は
ロ
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
基
準

イ

外
壁
及
び
軒
裏
で
延
焼
の
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
が
第
百
八
条
各
号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
し
、
か
つ
、
外
壁
開
口
部
設
備
に
建
築
物
の
周
囲
に
お
い
て
発
生
す
る

通
常
の
火
災
に
よ
る
火
熱
が
加
え
ら
れ
た
場
合
に
、
当
該
外
壁
開
口
部
設
備
が
加
熱
開
始
後
二
十
分
間
当
該
加
熱
面
以
外
の
面
（
屋
内
に
面
す
る
も
の
に
限
る
。
）

に
火
炎
を
出
さ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
法
第
八
十
六
条
の
四
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
建
築
物
の
外
壁
開
口
部
設
備
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で

な
い
。

ロ

当
該
建
築
物
の
主
要
構
造
部
、
防
火
設
備
及
び
消
火
設
備
の
構
造
に
応
じ
て
算
出
し
た
延
焼
防
止
時
間
が
、
当
該
建
築
物
の
外
壁
及
び
軒
裏
で
延
焼
の
お
そ
れ
の

あ
る
部
分
並
び
に
外
壁
開
口
部
設
備
（
以
下
こ
の
ロ
に
お
い
て
「
特
定
外
壁
部
分
等
」
と
い
う
。
）
が
イ
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
と
仮
定
し
た
場
合
に
お
け
る

当
該
特
定
外
壁
部
分
等
の
構
造
に
応
じ
て
算
出
し
た
延
焼
防
止
時
間
以
上
で
あ
る
こ
と
。

四

準
防
火
地
域
内
に
あ
る
建
築
物
の
う
ち
地
階
を
除
く
階
数
が
二
以
下
で
延
べ
面
積
が
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
も
の
（
木
造
建
築
物
等
を
除
く
。
）

次
の
イ
又

は
ロ
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
基
準

イ

外
壁
開
口
部
設
備
が
前
号
イ
に
掲
げ
る
基
準
（
外
壁
開
口
部
設
備
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ

当
該
建
築
物
の
主
要
構
造
部
、
防
火
設
備
及
び
消
火
設
備
の
構
造
に
応
じ
て
算
出
し
た
延
焼
防
止
時
間
が
、
当
該
建
築
物
の
外
壁
開
口
部
設
備
が
イ
に
掲
げ
る
基

準
に
適
合
す
る
と
仮
定
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
外
壁
開
口
部
設
備
の
構
造
に
応
じ
て
算
出
し
た
延
焼
防
止
時
間
以
上
で
あ
る
こ
と
。

五

高
さ
二
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
門
又
は
塀
で
、
防
火
地
域
内
に
あ
る
建
築
物
に
附
属
す
る
も
の
又
は
準
防
火
地
域
内
に
あ
る
木
造
建
築
物
等
に
附
属
す
る
も
の

延
焼

防
止
上
支
障
の
な
い
構
造
で
あ
る
こ
と
。

（
型
式
適
合
認
定
の
対
象
と
す
る
建
築
物
の
部
分
及
び
一
連
の
規
定
）

第
百
三
十
六
条
の
二
の
十
一

法
第
六
十
八
条
の
十
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
建
築
物
の
部
分
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
建
築
物
の
部
分
と
し
、
同
項
に
規
定
す

る
政
令
で
定
め
る
一
連
の
規
定
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
規
定
と
す
る
。

一

建
築
物
の
部
分
で
、
門
、
塀
、
改
良
便
槽
、
屎
尿
浄
化
槽
及
び
合
併
処
理
浄
化
槽
並
び
に
給
水
タ
ン
ク
及
び
貯
水
タ
ン
ク
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
（
屋
上
又

し

は
屋
内
に
あ
る
も
の
を
除
く
。
）
以
外
の
も
の

次
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
規
定

イ

次
に
掲
げ
る
全
て
の
規
定

⑴

法
第
二
十
条
（
第
一
項
第
一
号
後
段
、
第
二
号
イ
後
段
及
び
第
三
号
イ
後
段
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
法
第
二
十
一
条
か
ら
法
第
二
十
三
条
ま
で
、
法
第
二

十
五
条
か
ら
法
第
二
十
七
条
ま
で
、
法
第
二
十
八
条
の
二
（
第
三
号
を
除
く
。
）
、
法
第
二
十
九
条
、
法
第
三
十
条
、
法
第
三
十
五
条
の
二
、
法
第
三
十
五
条
の
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三
、
法
第
三
十
七
条
、
法
第
三
章
第
五
節
（
法
第
六
十
一
条
中
門
及
び
塀
に
係
る
部
分
、
法
第
六
十
四
条
並
び
に
法
第
六
十
六
条
を
除
く
。
）
、
法
第
六
十
七
条

第
一
項
（
門
及
び
塀
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
及
び
法
第
八
十
四
条
の
二
の
規
定

⑵

（
略
）

ロ

（
略
）

二

次
の
表
の
建
築
物
の
部
分
の
欄
の
各
項
に
掲
げ
る
建
築
物
の
部
分

同
表
の
一
連
の
規
定
の
欄
の
当
該
各
項
に
掲
げ
る
規
定
（
こ
れ
ら
の
規
定
中
建
築
物
の
部
分
の

構
造
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）

建
築
物
の
部
分

一
連
の
規
定

イ

（
略
）

防
火
設
備

ロ

第
百
九
条
第
一
項
、
第
百
九
条
の
二
、
第
百
十
条
の
三
、
第
百
十
二
条
第
一
項
、
第
十
一
項
た
だ
し
書
、
第
十
八
項
及

（一）

び
第
二
十
項
、
第
百
十
四
条
第
五
項
、
第
百
三
十
六
条
の
第
三
号
イ
並
び
に
第
百
三
十
七
条
の
十
第
四
号
の
規
定

（二）～

（
略
）

（
略
）

（十）
（
基
準
時
）

第
百
三
十
七
条

こ
の
章
に
お
い
て
「
基
準
時
」
と
は
、
法
第
三
条
第
二
項
（
法
第
八
十
六
条
の
九
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
、
第
百
三
十

七
条
の
八
、
第
百
三
十
七
条
の
九
及
び
第
百
三
十
七
条
の
十
二
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定
に
よ
り
法
第
二
十
条
、
法
第
二
十
六
条
、
法
第
二
十
七
条
、
法
第

二
十
八
条
の
二
、
法
第
三
十
条
、
法
第
三
十
四
条
第
二
項
、
法
第
四
十
七
条
、
法
第
四
十
八
条
第
一
項
か
ら
第
十
四
項
ま
で
、
法
第
五
十
一
条
、
法
第
五
十
二
条
第
一

項
、
第
二
項
若
し
く
は
第
七
項
、
法
第
五
十
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
法
第
五
十
四
条
第
一
項
、
法
第
五
十
五
条
第
一
項
、
法
第
五
十
六
条
第
一
項
、
法
第
五

十
六
条
の
二
第
一
項
、
法
第
五
十
七
条
の
四
第
一
項
、
法
第
五
十
七
条
の
五
第
一
項
、
法
第
五
十
八
条
、
法
第
五
十
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
法
第
六
十
条
第

一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
法
第
六
十
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
法
第
六
十
条
の
二
の
二
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
法
第
六
十
条
の
三
第
一
項
若
し
く
は
第

二
項
、
法
第
六
十
一
条
、
法
第
六
十
七
条
第
一
項
若
し
く
は
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
又
は
法
第
六
十
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
建

築
物
に
つ
い
て
、
法
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
引
き
続
き
そ
れ
ら
の
規
定
（
そ
れ
ら
の
規
定
が
改
正
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
改
正
前
の
規
定
を
含
む
も
の
と
し
、

法
第
四
十
八
条
第
一
項
か
ら
第
十
四
項
ま
で
の
各
項
の
規
定
は
同
一
の
規
定
と
み
な
す
。
）
の
適
用
を
受
け
な
い
期
間
の
始
期
を
い
う
。

（
防
火
壁
及
び
防
火
床
関
係
）
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第
百
三
十
七
条
の
三

法
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
二
十
六
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
建
築
物
に
つ
い
て
法
第
八
十
六
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
政
令

で
定
め
る
範
囲
は
、
増
築
及
び
改
築
に
つ
い
て
事
の
着
手
が
基
準
時
以
後
で
あ
る
増
築
及
び
改
築
に
係
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
が
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
な
い
こ

と
と
す
る
。

（
耐
火
建
築
物
等
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
特
殊
建
築
物
関
係
）

第
百
三
十
七
条
の
四

法
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
二
十
七
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
特
殊
建
築
物
に
つ
い
て
法
第
八
十
六
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

政
令
で
定
め
る
範
囲
は
、
増
築
（
劇
場
の
客
席
、
病
院
の
病
室
、
学
校
の
教
室
そ
の
他
の
当
該
特
殊
建
築
物
の
主
た
る
用
途
に
供
す
る
部
分
以
外
の
部
分
に
係
る
も
の
に

限
る
。
）
及
び
改
築
に
つ
い
て
は
、
工
事
の
着
手
が
基
準
時
以
後
で
あ
る
増
築
及
び
改
築
に
係
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
が
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
な
い
こ
と
と
す

る
。

（
増
築
等
を
す
る
場
合
に
適
用
さ
れ
な
い
物
質
の
飛
散
又
は
発
散
に
対
す
る
衛
生
上
の
措
置
に
関
す
る
基
準
）

第
百
三
十
七
条
の
四
の
二

法
第
八
十
六
条
の
七
第
一
項
及
び
法
第
八
十
八
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
法
第
二
十
八
条
の
二
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
基

準
と
す
る
。

（
石
綿
関
係
）

第
百
三
十
七
条
の
四
の
三

法
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
二
十
八
条
の
二
（
前
条
に
規
定
す
る
基
準
に
係
る
部
分
に
限
る
。
第
百
三
十
七
条
の
十
二
第
三
項
に
お

い
て
同
じ
。
）
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
建
築
物
に
つ
い
て
法
第
八
十
六
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
政
令
で
定
め
る
範
囲
は
、
増
築
及
び
改
築
に
つ
い
て
は
、
次

に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
が
基
準
時
に
お
け
る
延
べ
面
積
の
二
分
の
一
を
超
え
な
い
こ
と
。

二

増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
が
前
条
に
規
定
す
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

三

増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
以
外
の
部
分
が
、
建
築
材
料
か
ら
石
綿
を
飛
散
さ
せ
る
お
そ
れ
が
な
い
も
の
と
し
て
石
綿
が
添
加
さ
れ
た
建
築
材
料
を
被
覆
し
又
は
添

加
さ
れ
た
石
綿
を
建
築
材
料
に
固
着
す
る
措
置
に
つ
い
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

（
防
火
地
域
及
び
特
定
防
災
街
区
整
備
地
区
関
係
）

第
百
三
十
七
条
の
十

法
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
六
十
一
条
（
防
火
地
域
内
に
あ
る
建
築
物
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
又
は
法
第
六
十
七
条
第
一
項
の
規
定
の

適
用
を
受
け
な
い
建
築
物
（
木
造
の
建
築
物
に
あ
つ
て
は
、
外
壁
及
び
軒
裏
が
防
火
構
造
の
も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
法
第
八
十
六
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
政

令
で
定
め
る
範
囲
は
、
増
築
及
び
改
築
に
つ
い
て
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

工
事
の
着
手
が
基
準
時
以
後
で
あ
る
増
築
及
び
改
築
に
係
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
（
当
該
増
築
又
は
改
築
に
係
る
建
築
物
が
同
一
敷
地
内
に
二
以
上
あ
る
場
合
に

お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
）
は
、
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
ず
、
か
つ
、
基
準
時
に
お
け
る
当
該
建
築
物
の
延
べ
面
積

の
合
計
を
超
え
な
い
こ
と
。
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二

増
築
又
は
改
築
後
に
お
け
る
階
数
が
二
以
下
で
、
か
つ
、
延
べ
面
積
が
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
な
い
こ
と
。

三

増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
の
外
壁
及
び
軒
裏
は
、
防
火
構
造
と
す
る
こ
と
。

四

増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
の
外
壁
の
開
口
部
（
法
第
八
十
六
条
の
四
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
建
築
物
の
外
壁
の
開
口
部
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
で
延
焼

の
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
に
、
二
十
分
間
防
火
設
備
（
第
百
九
条
に
規
定
す
る
防
火
設
備
で
あ
つ
て
、
こ
れ
に
建
築
物
の
周
囲
に
お
い
て
発
生
す
る
通
常
の
火
災
に
よ
る

火
熱
が
加
え
ら
れ
た
場
合
に
、
加
熱
開
始
後
二
十
分
間
当
該
加
熱
面
以
外
の
面
（
屋
内
に
面
す
る
も
の
に
限
る
。
）
に
火
炎
を
出
さ
な
い
も
の
と
し
て
、
国
土
交
通
大

臣
が
定
め
た
構
造
方
法
を
用
い
る
も
の
又
は
国
土
交
通
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
設
け
る
こ
と
。

五

増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
以
外
の
部
分
の
外
壁
の
開
口
部
で
延
焼
の
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
に
、
二
十
分
間
防
火
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

（
準
防
火
地
域
関
係
）

第
百
三
十
七
条
の
十
一

法
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
六
十
一
条
（
準
防
火
地
域
内
に
あ
る
建
築
物
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
建
築

物
（
木
造
の
建
築
物
に
あ
つ
て
は
、
外
壁
及
び
軒
裏
が
防
火
構
造
の
も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
法
第
八
十
六
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
政
令
で
定
め
る
範
囲
は
、

増
築
及
び
改
築
に
つ
い
て
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

工
事
の
着
手
が
基
準
時
以
後
で
あ
る
増
築
及
び
改
築
に
係
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
（
当
該
増
築
又
は
改
築
に
係
る
建
築
物
が
同
一
敷
地
内
に
二
以
上
あ
る
場
合
に

お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
）
は
、
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
な
い
こ
と
。

二

増
築
又
は
改
築
後
に
お
け
る
階
数
が
二
以
下
で
あ
る
こ
と
。

三

増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
の
外
壁
及
び
軒
裏
は
、
防
火
構
造
と
す
る
こ
と
。

四

増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
の
外
壁
の
開
口
部
で
延
焼
の
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
に
、
二
十
分
間
防
火
設
備
を
設
け
る
こ
と
。

五

増
築
又
は
改
築
に
係
る
部
分
以
外
の
部
分
の
外
壁
の
開
口
部
で
延
焼
の
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
に
、
二
十
分
間
防
火
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

（
大
規
模
の
修
繕
又
は
大
規
模
の
模
様
替
）

第
百
三
十
七
条
の
十
二

法
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
二
十
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
建
築
物
に
つ
い
て
法
第
八
十
六
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
政
令

で
定
め
る
範
囲
は
、
大
規
模
の
修
繕
又
は
大
規
模
の
模
様
替
に
つ
い
て
は
、
当
該
建
築
物
の
構
造
耐
力
上
の
危
険
性
が
増
大
し
な
い
こ
れ
ら
の
修
繕
又
は
模
様
替
の
す
べ

て
と
す
る
。

２

法
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
二
十
六
条
、
法
第
二
十
七
条
、
法
第
三
十
条
、
法
第
三
十
四
条
第
二
項
、
法
第
四
十
七
条
、
法
第
五
十
一
条
、
法
第
五
十
二
条

第
一
項
、
第
二
項
若
し
く
は
第
七
項
、
法
第
五
十
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
法
第
五
十
四
条
第
一
項
、
法
第
五
十
五
条
第
一
項
、
法
第
五
十
六
条
第
一
項
、
法
第

五
十
六
条
の
二
第
一
項
、
法
第
五
十
七
条
の
四
第
一
項
、
法
第
五
十
七
条
の
五
第
一
項
、
法
第
五
十
八
条
第
一
項
、
法
第
五
十
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
法
第
六

十
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
法
第
六
十
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
法
第
六
十
条
の
二
の
二
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
法
第
六
十
条
の
三
第
一
項
若
し
く

は
第
二
項
、
法
第
六
十
七
条
第
一
項
若
し
く
は
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
又
は
法
第
六
十
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
建
築
物
に
つ
い
て

法
第
八
十
六
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
政
令
で
定
め
る
範
囲
は
、
大
規
模
の
修
繕
又
は
大
規
模
の
模
様
替
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
修
繕
又
は
模
様
替
の
全
て
と
す

る
。



- 35 -

３

法
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
二
十
八
条
の
二
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
建
築
物
に
つ
い
て
法
第
八
十
六
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
政
令
で
定
め
る
範

囲
は
、
大
規
模
の
修
繕
及
び
大
規
模
の
模
様
替
に
つ
い
て
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

大
規
模
の
修
繕
又
は
大
規
模
の
模
様
替
に
係
る
部
分
が
第
百
三
十
七
条
の
四
の
二
に
規
定
す
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

二

大
規
模
の
修
繕
又
は
大
規
模
の
模
様
替
に
係
る
部
分
以
外
の
部
分
が
第
百
三
十
七
条
の
四
の
三
第
三
号
の
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

４

法
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
四
十
八
条
第
一
項
か
ら
第
十
四
項
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
建
築
物
に
つ
い
て
法
第
八
十
六
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
政
令
で
定
め
る
範
囲
は
、
大
規
模
の
修
繕
又
は
大
規
模
の
模
様
替
に
つ
い
て
は
、
当
該
建
築
物
の
用
途
の
変
更
（
第
百
三
十
七
条
の
十
九
第
二
項
に
規
定
す
る
範
囲

内
の
も
の
を
除
く
。
）
を
伴
わ
な
い
こ
れ
ら
の
修
繕
又
は
模
様
替
の
全
て
と
す
る
。

５

法
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
六
十
一
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
建
築
物
に
つ
い
て
法
第
八
十
六
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
政
令
で
定
め
る
範
囲
は
、

大
規
模
の
修
繕
及
び
大
規
模
の
模
様
替
に
つ
い
て
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

大
規
模
の
修
繕
又
は
大
規
模
の
模
様
替
に
係
る
部
分
の
外
壁
の
開
口
部
で
延
焼
の
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
に
、
二
十
分
間
防
火
設
備
を
設
け
る
こ
と
。

二

大
規
模
の
修
繕
又
は
大
規
模
の
模
様
替
に
係
る
部
分
以
外
の
部
分
の
外
壁
の
開
口
部
で
延
焼
の
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
に
、
二
十
分
間
防
火
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
る

こ
と
。

（
増
築
等
を
す
る
独
立
部
分
以
外
の
独
立
部
分
に
対
し
て
適
用
さ
れ
な
い
技
術
的
基
準
）

第
百
三
十
七
条
の
十
三

法
第
八
十
六
条
の
七
第
二
項
（
法
第
八
十
七
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
政
令
で
定
め
る
技
術
的

基
準
は
、
第
五
章
第
二
節
（
第
百
十
七
条
第
二
項
を
除
く
。
）
、
第
三
節
（
第
百
二
十
六
条
の
二
第
二
項
を
除
く
。
）
及
び
第
四
節
に
規
定
す
る
技
術
的
基
準
と
す
る
。

（
独
立
部
分
）

第
百
三
十
七
条
の
十
四

法
第
八
十
六
条
の
七
第
二
項
（
法
第
八
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
政
令
で
定
め
る
部
分
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

建
築
物
の
部
分
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
部
分
と
す
る
。

一

（
略
）

二

法
第
三
十
五
条
（
第
五
章
第
二
節
（
第
百
十
七
条
第
二
項
を
除
く
。
）
及
び
第
四
節
に
規
定
す
る
技
術
的
基
準
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
規
定
す
る
基
準
の
適
用

上
一
の
建
築
物
で
あ
つ
て
も
別
の
建
築
物
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
部
分

第
百
十
七
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
建
築
物
の
部
分

三

法
第
三
十
五
条
（
第
五
章
第
三
節
（
第
百
二
十
六
条
の
二
第
二
項
を
除
く
。
）
に
規
定
す
る
技
術
的
基
準
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
規
定
す
る
基
準
の
適
用
上
一

の
建
築
物
で
あ
つ
て
も
別
の
建
築
物
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
部
分

第
百
二
十
六
条
の
二
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
建
築
物
の
部
分

（
増
築
等
を
す
る
部
分
以
外
の
居
室
に
対
し
て
適
用
さ
れ
な
い
基
準
）

第
百
三
十
七
条
の
十
五

法
第
八
十
六
条
の
七
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
法
第
二
十
八
条
の
二
第
三
号
に
掲
げ
る
基
準
（
第
二
十
条
の
七
か
ら
第
二
十
条
の
九
ま

で
に
規
定
す
る
技
術
的
基
準
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
と
す
る
。
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（
工
作
物
の
指
定
）

第
百
三
十
八
条

（
略
）

２

（
略
）

３

製
造
施
設
、
貯
蔵
施
設
、
遊
戯
施
設
等
の
工
作
物
で
法
第
八
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
政
令
で
指
定
す
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
工
作
物
（
土
木
事
業
そ
の
他
の

事
業
に
一
時
的
に
使
用
す
る
た
め
に
そ
の
事
業
中
臨
時
に
あ
る
も
の
及
び
第
一
号
又
は
第
五
号
に
掲
げ
る
も
の
で
建
築
物
の
敷
地
（
法
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
法

第
四
十
八
条
第
一
項
か
ら
第
十
四
項
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
第
百
三
十
七
条
に
規
定
す
る
基
準
時
に
お
け
る
敷
地
を
い
う
。
）
と
同
一

の
敷
地
内
に
あ
る
も
の
を
除
く
。
）
と
す
る
。

一
～
三

（
略
）

四

前
項
各
号
に
掲
げ
る
工
作
物
で
第
一
種
低
層
住
居
専
用
地
域
、
第
二
種
低
層
住
居
専
用
地
域
、
第
一
種
中
高
層
住
居
専
用
地
域
又
は
田
園
住
居
地
域
内
に
あ
る
も
の

五
・
六

（
略
）

（
製
造
施
設
、
貯
蔵
施
設
、
遊
戯
施
設
等
）

第
百
四
十
四
条
の
二
の
二

第
百
三
十
八
条
第
三
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
百
三
十
七
条
（
法
第
四
十
八
条
第
一
項
か
ら
第
十
四
項
ま

で
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
百
三
十
七
条
の
七
、
第
百
三
十
七
条
の
十
二
第
四
項
及
び
第
百
三
十
七
条
の
十
九
第
二
項
（
第
三
号
を
除
く
。
）
の
規
定
を
準
用
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
百
三
十
七
条
の
七
第
二
号
及
び
第
三
号
中
「
床
面
積
の
合
計
」
と
あ
る
の
は
、
「
築
造
面
積
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
処
理
施
設
）

第
百
四
十
四
条
の
二
の
三

第
百
三
十
八
条
第
三
項
第
五
号
に
掲
げ
る
も
の
（
都
市
計
画
区
域
内
に
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
は
、
第
百
三
十
条
の
二
の
三
（
第
一

項
第
一
号
及
び
第
四
号
を
除
く
。
）
及
び
第
百
三
十
七
条
の
十
二
第
二
項
（
法
第
五
十
一
条
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
特
定
用
途
制
限
地
域
内
の
工
作
物
）

第
百
四
十
四
条
の
二
の
四

第
百
三
十
八
条
第
三
項
第
六
号
に
掲
げ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
百
三
十
条
の
二
の
規
定
を
準
用
す
る
。

２

第
百
三
十
八
条
第
三
項
第
六
号
に
掲
げ
る
も
の
に
つ
い
て
の
法
第
八
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
つ
て
法
第
四
十
九
条
の

二
の
規
定
に
基
づ
く
条
例
の
規
定
を
準
用
す
る
場
合
に
お
け
る
同
項
第
二
号
に
規
定
す
る
類
似
の
用
途
の
指
定
に
つ
い
て
は
、
当
該
条
例
で
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
道
路
内
に
建
築
す
る
こ
と
が
で
き
る
建
築
物
に
関
す
る
基
準
等
）

第
百
四
十
五
条

法
第
四
十
四
条
第
一
項
第
三
号
の
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

主
要
構
造
部
が
耐
火
構
造
で
あ
る
こ
と
。

二
・
三

（
略
）
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２

法
第
四
十
四
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ
り
政
令
で
定
め
る
建
築
物
は
、
道
路
（
高
度
地
区
（
建
築
物
の
高
さ
の
最
低
限
度
が
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。
以

下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
高
度
利
用
地
区
又
は
都
市
再
生
特
別
地
区
内
の
自
動
車
の
み
の
交
通
の
用
に
供
す
る
も
の
を
除
く
。
）
の
上
空
に
設
け
ら
れ
る
渡
り
廊

下
そ
の
他
の
通
行
又
は
運
搬
の
用
途
に
供
す
る
建
築
物
で
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
主
要
構
造
部
が
耐
火
構
造
で
あ
り
、
又
は
不
燃

材
料
で
造
ら
れ
て
い
る
建
築
物
に
設
け
ら
れ
る
も
の
、
高
度
地
区
、
高
度
利
用
地
区
又
は
都
市
再
生
特
別
地
区
内
の
自
動
車
の
み
の
交
通
の
用
に
供
す
る
道
路
の
上
空
に

設
け
ら
れ
る
建
築
物
、
高
架
の
道
路
の
路
面
下
に
設
け
ら
れ
る
建
築
物
並
び
に
自
動
車
の
み
の
交
通
の
用
に
供
す
る
道
路
に
設
け
ら
れ
る
建
築
物
で
あ
る
休
憩
所
、
給
油

所
及
び
自
動
車
修
理
所
（
高
度
地
区
、
高
度
利
用
地
区
又
は
都
市
再
生
特
別
地
区
内
の
自
動
車
の
み
の
交
通
の
用
に
供
す
る
道
路
の
上
空
に
設
け
ら
れ
る
も
の
及
び
高
架

の
道
路
の
路
面
下
に
設
け
ら
れ
る
も
の
を
除
く
。
）
と
す
る
。

一

学
校
、
病
院
、
老
人
ホ
ー
ム
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
用
途
に
供
す
る
建
築
物
に
設
け
ら
れ
る
も
の
で
、
生
徒
、
患
者
、
老
人
等
の
通
行
の
危
険
を
防
止
す
る
た
め

に
必
要
な
も
の

二

建
築
物
の
五
階
以
上
の
階
に
設
け
ら
れ
る
も
の
で
、
そ
の
建
築
物
の
避
難
施
設
と
し
て
必
要
な
も
の

三

多
数
人
の
通
行
又
は
多
量
の
物
品
の
運
搬
の
用
途
に
供
す
る
も
の
で
、
道
路
の
交
通
の
緩
和
に
寄
与
す
る
も
の

３

前
項
の
建
築
物
の
う
ち
、
道
路
の
上
空
に
設
け
ら
れ
る
も
の
の
構
造
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

（
略
）

二

屋
外
に
面
す
る
部
分
に
は
、
ガ
ラ
ス
（
網
入
ガ
ラ
ス
を
除
く
。
）
、

瓦

、
タ
イ
ル
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
、
飾
石
、
テ
ラ
コ
ッ
タ
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る

か
わ
ら

材
料
を
用
い
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
材
料
が
道
路
上
に
落
下
す
る
お
そ
れ
が
な
い
部
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

三

（
略
）

（
特
別
区
の
特
例
）

第
百
四
十
九
条

法
第
九
十
七
条
の
三
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
事
務
は
、
法
の
規
定
に
よ
り
建
築
主
事
の
権
限
に
属
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
事
務
の
う
ち
、
次
に
掲
げ

る
建
築
物
、
工
作
物
又
は
建
築
設
備
（
第
二
号
に
掲
げ
る
建
築
物
又
は
工
作
物
に
あ
つ
て
は
、
地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
二
条
の
十
七
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
号

に
規
定
す
る
処
分
に
関
す
る
事
務
を
特
別
区
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
建
築
物
又
は
工
作
物
を
除
く
。
）
に
係
る
事
務
以
外
の
事
務
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

三

第
百
三
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
工
作
物
で
前
二
号
に
掲
げ
る
建
築
物
に
附
置
す
る
も
の
及
び
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
工
作
物
の
う
ち
同
項
第
二
号
ハ
か
ら
チ

ま
で
に
掲
げ
る
工
作
物
で
前
二
号
に
掲
げ
る
建
築
物
に
附
属
す
る
も
の

四

（
略
）

２
・
３

（
略
）

○
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
（
抄
）

※
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
資
す
る
た
め
の
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
六
十
九
号
）
附
則
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第
一
条
第
四
号
に
よ
る
改
正
後
の
条
文

（
用
語
の
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一
～
四

（
略
）

五

主
要
構
造
部

壁
、
柱
、
床
、
は
り
、
屋
根
又
は
階
段
を
い
い
、
建
築
物
の
構
造
上
重
要
で
な
い
間
仕
切
壁
、
間
柱
、
付
け
柱
、
揚
げ
床
、
最
下
階
の
床
、
回
り
舞

台
の
床
、
小
ば
り
、
ひ
さ
し
、
局
部
的
な
小
階
段
、
屋
外
階
段
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
建
築
物
の
部
分
を
除
く
も
の
と
す
る
。

六

（
略
）

七

耐
火
構
造

壁
、
柱
、
床
そ
の
他
の
建
築
物
の
部
分
の
構
造
の
う
ち
、
耐
火
性
能
（
通
常
の
火
災
が
終
了
す
る
ま
で
の
間
当
該
火
災
に
よ
る
建
築
物
の
倒
壊
及
び
延

焼
を
防
止
す
る
た
め
に
当
該
建
築
物
の
部
分
に
必
要
と
さ
れ
る
性
能
を
い
う
。
）
に
関
し
て
政
令
で
定
め
る
技
術
的
基
準
に
適
合
す
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
れ
ん

が
造
そ
の
他
の
構
造
で
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
た
構
造
方
法
を
用
い
る
も
の
又
は
国
土
交
通
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
も
の
を
い
う
。

七
の
二

準
耐
火
構
造

壁
、
柱
、
床
そ
の
他
の
建
築
物
の
部
分
の
構
造
の
う
ち
、
準
耐
火
性
能
（
通
常
の
火
災
に
よ
る
延
焼
を
抑
制
す
る
た
め
に
当
該
建
築
物
の
部
分

に
必
要
と
さ
れ
る
性
能
を
い
う
。
第
九
号
の
三
ロ
及
び
第
二
十
六
条
第
二
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
関
し
て
政
令
で
定
め
る
技
術
的
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
、

国
土
交
通
大
臣
が
定
め
た
構
造
方
法
を
用
い
る
も
の
又
は
国
土
交
通
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
も
の
を
い
う
。

八

（
略
）

九

不
燃
材
料

建
築
材
料
の
う
ち
、
不
燃
性
能
（
通
常
の
火
災
時
に
お
け
る
火
熱
に
よ
り
燃
焼
し
な
い
こ
と
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
性
能
を
い
う
。
）
に
関
し
て
政

令
で
定
め
る
技
術
的
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
た
も
の
又
は
国
土
交
通
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
も
の
を
い
う
。

九
の
二

耐
火
建
築
物

次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
建
築
物
を
い
う
。

イ

そ
の
主
要
構
造
部
の
う
ち
、
防
火
上
及
び
避
難
上
支
障
が
な
い
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
部
分
以
外
の
部
分
（
以
下
「
特
定
主
要
構
造
部
」
と
い
う
。
）
が
、

⑴
又
は
⑵
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。

⑴

耐
火
構
造
で
あ
る
こ
と
。

⑵

次
に
掲
げ
る
性
能
（
外
壁
以
外
の
特
定
主
要
構
造
部
に
あ
つ
て
は
、

に
掲
げ
る
性
能
に
限
る
。
）
に
関
し
て
政
令
で
定
め
る
技
術
的
基
準
に
適
合
す
る
も
の

（ⅰ）

で
あ
る
こ
と
。

当
該
建
築
物
の
構
造
、
建
築
設
備
及
び
用
途
に
応
じ
て
屋
内
に
お
い
て
発
生
が
予
測
さ
れ
る
火
災
に
よ
る
火
熱
に
当
該
火
災
が
終
了
す
る
ま
で
耐
え
る
こ
と
。

（ⅰ）

当
該
建
築
物
の
周
囲
に
お
い
て
発
生
す
る
通
常
の
火
災
に
よ
る
火
熱
に
当
該
火
災
が
終
了
す
る
ま
で
耐
え
る
こ
と
。

（ⅱ）

ロ

（
略
）

九
の
三

準
耐
火
建
築
物

耐
火
建
築
物
以
外
の
建
築
物
で
、
イ
又
は
ロ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
外
壁
の
開
口
部
で
延
焼
の
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
に
前
号
ロ
に
規
定
す

る
防
火
設
備
を
有
す
る
も
の
を
い
う
。

イ

主
要
構
造
部
を
準
耐
火
構
造
と
し
た
も
の

ロ

イ
に
掲
げ
る
建
築
物
以
外
の
建
築
物
で
あ
つ
て
、
イ
に
掲
げ
る
も
の
と
同
等
の
準
耐
火
性
能
を
有
す
る
も
の
と
し
て
主
要
構
造
部
の
防
火
の
措
置
そ
の
他
の
事
項
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に
つ
い
て
政
令
で
定
め
る
技
術
的
基
準
に
適
合
す
る
も
の

十
～
三
十
五

（
略
）

（
適
用
の
除
外
）

第
三
条

（
略
）

２

こ
の
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
若
し
く
は
条
例
の
規
定
の
施
行
又
は
適
用
の
際
現
に
存
す
る
建
築
物
若
し
く
は
そ
の
敷
地
又
は
現
に
建
築
、
修
繕
若
し
く
は
模
様

替
の
工
事
中
の
建
築
物
若
し
く
は
そ
の
敷
地
が
こ
れ
ら
の
規
定
に
適
合
せ
ず
、
又
は
こ
れ
ら
の
規
定
に
適
合
し
な
い
部
分
を
有
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
建
築
物
、

建
築
物
の
敷
地
又
は
建
築
物
若
し
く
は
そ
の
敷
地
の
部
分
に
対
し
て
は
、
当
該
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

３

（
略
）

（
構
造
耐
力
）

第
二
十
条

建
築
物
は
、
自
重
、
積
載
荷
重
、
積
雪
荷
重
、
風
圧
、
土
圧
及
び
水
圧
並
び
に
地
震
そ
の
他
の
震
動
及
び
衝
撃
に
対
し
て
安
全
な
構
造
の
も
の
と
し
て
、
次
の

各
号
に
掲
げ
る
建
築
物
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

高
さ
が
六
十
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
建
築
物

当
該
建
築
物
の
安
全
上
必
要
な
構
造
方
法
に
関
し
て
政
令
で
定
め
る
技
術
的
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
構
造
方
法
は
、
荷
重
及
び
外
力
に
よ
つ
て
建
築
物
の
各
部
分
に
連
続
的
に
生
ず
る
力
及
び
変
形
を
把
握
す
る
こ
と
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る

基
準
に
従
つ
た
構
造
計
算
に
よ
つ
て
安
全
性
が
確
か
め
ら
れ
た
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

高
さ
が
六
十
メ
ー
ト
ル
以
下
の
建
築
物
の
う
ち
、
第
六
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
建
築
物
（
高
さ
が
十
三
メ
ー
ト
ル
又
は
軒
の
高
さ
が
九
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も

の
に
限
る
。
）
又
は
同
項
第
三
号
に
掲
げ
る
建
築
物
（
地
階
を
除
く
階
数
が
四
以
上
で
あ
る
鉄
骨
造
の
建
築
物
、
高
さ
が
二
十
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
又
は
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
建
築
物
そ
の
他
こ
れ
ら
の
建
築
物
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
建
築
物
に
限
る
。
）

次
に
掲
げ
る
基
準
の
い
ず

れ
か
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ

当
該
建
築
物
の
安
全
上
必
要
な
構
造
方
法
に
関
し
て
政
令
で
定
め
る
技
術
的
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
構
造
方
法
は
、
地
震
力
に
よ

つ
て
建
築
物
の
地
上
部
分
の
各
階
に
生
ず
る
水
平
方
向
の
変
形
を
把
握
す
る
こ
と
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
基
準
に
従
つ
た
構
造
計
算
で
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め

た
方
法
に
よ
る
も
の
又
は
国
土
交
通
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
も
の
に
よ
つ
て
確
か
め
ら
れ
る
安
全
性
を
有
す
る
こ
と
。

ロ

前
号
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

三

高
さ
が
六
十
メ
ー
ト
ル
以
下
の
建
築
物
の
う
ち
、
第
六
条
第
一
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
建
築
物
そ
の
他
そ
の
主
要
構
造
部
（
床
、
屋
根
及
び
階
段
を
除
く
。

）
を
石
造
、
れ
ん
が
造
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
造
、
無
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
構
造
と
し
た
建
築
物
で
高
さ
が
十
三
メ
ー
ト
ル
又
は
軒
の

高
さ
が
九
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
（
前
号
に
掲
げ
る
建
築
物
を
除
く
。
）

次
に
掲
げ
る
基
準
の
い
ず
れ
か
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ

当
該
建
築
物
の
安
全
上
必
要
な
構
造
方
法
に
関
し
て
政
令
で
定
め
る
技
術
的
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
構
造
方
法
は
、
構
造
耐
力
上

主
要
な
部
分
ご
と
に
応
力
度
が
許
容
応
力
度
を
超
え
な
い
こ
と
を
確
か
め
る
こ
と
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
基
準
に
従
つ
た
構
造
計
算
で
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め

た
方
法
に
よ
る
も
の
又
は
国
土
交
通
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
も
の
に
よ
つ
て
確
か
め
ら
れ
る
安
全
性
を
有
す
る
こ
と
。
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ロ

前
二
号
に
定
め
る
基
準
の
い
ず
れ
か
に
適
合
す
る
こ
と
。

四

前
三
号
に
掲
げ
る
建
築
物
以
外
の
建
築
物

次
に
掲
げ
る
基
準
の
い
ず
れ
か
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ

当
該
建
築
物
の
安
全
上
必
要
な
構
造
方
法
に
関
し
て
政
令
で
定
め
る
技
術
的
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

ロ

前
三
号
に
定
め
る
基
準
の
い
ず
れ
か
に
適
合
す
る
こ
と
。

２

前
項
に
規
定
す
る
基
準
の
適
用
上
一
の
建
築
物
で
あ
つ
て
も
別
の
建
築
物
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
部
分
と
し
て
政
令
で
定
め
る
部
分
が
二
以
上
あ
る
建
築
物
の
当
該

建
築
物
の
部
分
は
、
同
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
建
築
物
と
み
な
す
。

（
大
規
模
の
建
築
物
の
主
要
構
造
部
等
）

第
二
十
一
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
建
築
物
（
そ
の
主
要
構
造
部
（
床
、
屋
根
及
び
階
段
を
除
く
。
）
の
政
令
で
定
め
る
部
分
の
全
部
又
は
一
部
に
木
材
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
そ
の
他
の
可
燃
材
料
を
用
い
た
も
の
に
限
る
。
）
は
、
そ
の
特
定
主
要
構
造
部
を
通
常
火
災
終
了
時
間
（
建
築
物
の
構
造
、
建
築
設
備
及
び
用
途
に
応
じ

て
通
常
の
火
災
が
消
火
の
措
置
に
よ
り
終
了
す
る
ま
で
に
通
常
要
す
る
時
間
を
い
う
。
）
が
経
過
す
る
ま
で
の
間
当
該
火
災
に
よ
る
建
築
物
の
倒
壊
及
び
延
焼
を
防
止
す

る
た
め
に
特
定
主
要
構
造
部
に
必
要
と
さ
れ
る
性
能
に
関
し
て
政
令
で
定
め
る
技
術
的
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
た
構
造
方
法
を
用
い
る
も
の

又
は
国
土
交
通
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
そ
の
周
囲
に
延
焼
防
止
上
有
効
な
空
地
で
政
令
で
定
め
る
技
術
的
基
準
に
適
合
す
る

も
の
を
有
す
る
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

地
階
を
除
く
階
数
が
四
以
上
で
あ
る
建
築
物

二

高
さ
が
十
六
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
建
築
物

三

別
表
第
一

欄
㈤
項
又
は
㈥
項
に
掲
げ
る
用
途
に
供
す
る
特
殊
建
築
物
で
、
高
さ
が
十
三
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の

（い）

２

延
べ
面
積
が
三
千
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
建
築
物
（
そ
の
主
要
構
造
部
（
床
、
屋
根
及
び
階
段
を
除
く
。
）
の
前
項
の
政
令
で
定
め
る
部
分
の
全
部
又
は
一
部
に
木

材
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
そ
の
他
の
可
燃
材
料
を
用
い
た
も
の
に
限
る
。
）
は
、
そ
の
壁
、
柱
、
床
そ
の
他
の
建
築
物
の
部
分
又
は
防
火
戸
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
防
火
設

備
を
通
常
の
火
災
時
に
お
け
る
火
熱
が
当
該
建
築
物
の
周
囲
に
防
火
上
有
害
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
に
こ
れ
ら
に
必
要
と
さ
れ
る
性
能
に
関
し
て
政
令

で
定
め
る
技
術
的
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
た
構
造
方
法
を
用
い
る
も
の
又
は
国
土
交
通
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

３

前
二
項
に
規
定
す
る
基
準
の
適
用
上
一
の
建
築
物
で
あ
つ
て
も
別
の
建
築
物
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
部
分
と
し
て
政
令
で
定
め
る
部
分
が
二
以
上
あ
る
建
築
物
の
当

該
建
築
物
の
部
分
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
建
築
物
と
み
な
す
。

（
屋
根
）

第
二
十
二
条

特
定
行
政
庁
が
防
火
地
域
及
び
準
防
火
地
域
以
外
の
市
街
地
に
つ
い
て
指
定
す
る
区
域
内
に
あ
る
建
築
物
の
屋
根
の
構
造
は
、
通
常
の
火
災
を
想
定
し
た
火

の
粉
に
よ
る
建
築
物
の
火
災
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
に
屋
根
に
必
要
と
さ
れ
る
性
能
に
関
し
て
建
築
物
の
構
造
及
び
用
途
の
区
分
に
応
じ
て
政
令
で
定
め
る
技
術
的
基

準
に
適
合
す
る
も
の
で
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
た
構
造
方
法
を
用
い
る
も
の
又
は
国
土
交
通
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
茶
室
、

あ
ず
ま
や
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
建
築
物
又
は
延
べ
面
積
が
十
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
物
置
、
納
屋
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
建
築
物
の
屋
根
の
延
焼
の
お
そ
れ
の
あ
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る
部
分
以
外
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

（
略
）

（
外
壁
）

第
二
十
三
条

前
条
第
一
項
の
市
街
地
の
区
域
内
に
あ
る
建
築
物
（
そ
の
主
要
構
造
部
の
第
二
十
一
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
部
分
が
木
材
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
そ
の
他
の

可
燃
材
料
で
造
ら
れ
た
も
の
（
第
二
十
五
条
及
び
第
六
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て
「
木
造
建
築
物
等
」
と
い
う
。
）
に
限
る
。
）
は
、
そ
の
外
壁
で
延
焼
の
お
そ
れ
の
あ

る
部
分
の
構
造
を
、
準
防
火
性
能
（
建
築
物
の
周
囲
に
お
い
て
発
生
す
る
通
常
の
火
災
に
よ
る
延
焼
の
抑
制
に
一
定
の
効
果
を
発
揮
す
る
た
め
に
外
壁
に
必
要
と
さ
れ
る

性
能
を
い
う
。
）
に
関
し
て
政
令
で
定
め
る
技
術
的
基
準
に
適
合
す
る
土
塗
壁
そ
の
他
の
構
造
で
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
た
構
造
方
法
を
用
い
る
も
の
又
は
国
土
交
通

大
臣
の
認
定
を
受
け
た
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
大
規
模
の
木
造
建
築
物
等
の
外
壁
等
）

第
二
十
五
条

延
べ
面
積
（
同
一
敷
地
内
に
二
以
上
の
木
造
建
築
物
等
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
延
べ
面
積
の
合
計
）
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
木
造
建
築
物

等
は
、
そ
の
外
壁
及
び
軒
裏
で
延
焼
の
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
を
防
火
構
造
と
し
、
そ
の
屋
根
の
構
造
を
第
二
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
構
造
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
防
火
壁
等
）

第
二
十
六
条

延
べ
面
積
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
建
築
物
は
、
防
火
上
有
効
な
構
造
の
防
火
壁
又
は
防
火
床
に
よ
つ
て
有
効
に
区
画
し
、
か
つ
、
各
区
画
に
お
け
る

床
面
積
の
合
計
を
そ
れ
ぞ
れ
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。

一

耐
火
建
築
物
又
は
準
耐
火
建
築
物

二

卸
売
市
場
の
上
家
、
機
械
製
作
工
場
そ
の
他
こ
れ
ら
と
同
等
以
上
に
火
災
の
発
生
の
お
そ
れ
が
少
な
い
用
途
に
供
す
る
建
築
物
で
、
次
の
イ
又
は
ロ
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
も
の

イ

主
要
構
造
部
が
不
燃
材
料
で
造
ら
れ
た
も
の
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
構
造
の
も
の

ロ

構
造
方
法
、
主
要
構
造
部
の
防
火
の
措
置
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
防
火
上
必
要
な
政
令
で
定
め
る
技
術
的
基
準
に
適
合
す
る
も
の

三

畜
舎
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
用
途
に
供
す
る
建
築
物
で
、
そ
の
周
辺
地
域
が
農
業
上
の
利
用
に
供
さ
れ
、
又
は
こ
れ
と
同
様
の
状
況
に
あ
つ
て
、
そ
の
構
造
及
び

用
途
並
び
に
周
囲
の
状
況
に
関
し
避
難
上
及
び
延
焼
防
止
上
支
障
が
な
い
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の

２

防
火
上
有
効
な
構
造
の
防
火
壁
又
は
防
火
床
に
よ
つ
て
他
の
部
分
と
有
効
に
区
画
さ
れ
て
い
る
部
分
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
定
部
分
」
と
い
う
。
）
を
有
す
る

建
築
物
で
あ
つ
て
、
当
該
建
築
物
の
特
定
部
分
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
か
つ
、
当
該
特
定
部
分
の
外
壁
の
開
口
部
で
延
焼
の
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
に
第
二

条
第
九
号
の
二
ロ
に
規
定
す
る
防
火
設
備
を
有
す
る
も
の
に
係
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
建
築
物
の
特
定
部
分
及
び
他
の
部
分
を
そ
れ
ぞ
れ
別
の
建
築

物
と
み
な
し
、
か
つ
、
当
該
特
定
部
分
を
同
項
第
一
号
に
該
当
す
る
建
築
物
と
み
な
す
。

一

当
該
特
定
部
分
の
特
定
主
要
構
造
部
が
耐
火
構
造
で
あ
る
も
の
又
は
第
二
条
第
九
号
の
二
イ
⑵
に
規
定
す
る
性
能
と
同
等
の
性
能
を
有
す
る
も
の
と
し
て
国
土
交
通
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大
臣
が
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の

二

当
該
特
定
部
分
の
主
要
構
造
部
が
準
耐
火
構
造
で
あ
る
も
の
又
は
こ
れ
と
同
等
の
準
耐
火
性
能
を
有
す
る
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る

も
の
（
前
号
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）

（
耐
火
建
築
物
等
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
特
殊
建
築
物
）

第
二
十
七
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
特
殊
建
築
物
は
、
そ
の
特
定
主
要
構
造
部
を
当
該
特
殊
建
築
物
に
存
す
る
者
の
全
て
が
当
該
特
殊
建
築
物
か
ら
地
上
ま

で
の
避
難
を
終
了
す
る
ま
で
の
間
通
常
の
火
災
に
よ
る
建
築
物
の
倒
壊
及
び
延
焼
を
防
止
す
る
た
め
に
特
定
主
要
構
造
部
に
必
要
と
さ
れ
る
性
能
に
関
し
て
政
令
で
定
め

る
技
術
的
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
た
構
造
方
法
を
用
い
る
も
の
又
は
国
土
交
通
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
も
の
と
し
、
か
つ
、
そ
の
外
壁
の
開

口
部
で
あ
つ
て
建
築
物
の
他
の
部
分
か
ら
当
該
開
口
部
へ
延
焼
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
に
、
防
火
戸
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
防
火
設
備

（
そ
の
構
造
が
遮
炎
性
能
に
関
し
て
政
令
で
定
め
る
技
術
的
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
た
構
造
方
法
を
用
い
る
も
の
又
は
国
土
交
通
大
臣
の
認

定
を
受
け
た
も
の
に
限
る
。
）
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

別
表
第
一

欄
に
掲
げ
る
階
を
同
表

欄
㈠
項
か
ら
㈣
項
ま
で
に
掲
げ
る
用
途
に
供
す
る
も
の
（
階
数
が
三
で
延
べ
面
積
が
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の
（
同

（ろ）

（い）

表

欄
に
掲
げ
る
階
を
同
表

欄
㈡
項
に
掲
げ
る
用
途
で
政
令
で
定
め
る
も
の
に
供
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
政
令
で
定
め
る
技
術
的
基
準
に
従
つ
て
警
報
設
備
を
設

（ろ）

（い）

け
た
も
の
に
限
る
。
）
を
除
く
。
）

二

別
表
第
一

欄
㈠
項
か
ら
㈣
項
ま
で
に
掲
げ
る
用
途
に
供
す
る
も
の
で
、
そ
の
用
途
に
供
す
る
部
分
（
同
表
㈠
項
の
場
合
に
あ
つ
て
は
客
席
、
同
表
㈡
項
及
び
㈣
項

（い）

の
場
合
に
あ
つ
て
は
二
階
の
部
分
に
限
り
、
か
つ
、
病
院
及
び
診
療
所
に
つ
い
て
は
そ
の
部
分
に
患
者
の
収
容
施
設
が
あ
る
場
合
に
限
る
。
）
の
床
面
積
の
合
計
が
同

表

欄
の
当
該
各
項
に
該
当
す
る
も
の

（は）

三

別
表
第
一

欄
㈣
項
に
掲
げ
る
用
途
に
供
す
る
も
の
で
、
そ
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
が
三
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の

（い）

四

劇
場
、
映
画
館
又
は
演
芸
場
の
用
途
に
供
す
る
も
の
で
、
主
階
が
一
階
に
な
い
も
の
（
階
数
が
三
以
下
で
延
べ
面
積
が
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の
を
除
く
。

）

２

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
特
殊
建
築
物
は
、
耐
火
建
築
物
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

別
表
第
一

欄
㈤
項
に
掲
げ
る
用
途
に
供
す
る
も
の
で
、
そ
の
用
途
に
供
す
る
三
階
以
上
の
部
分
の
床
面
積
の
合
計
が
同
表

欄
㈤
項
に
該
当
す
る
も
の

（い）

（は）

二

別
表
第
一

欄
㈥
項
に
掲
げ
る
階
を
同
表

欄
㈥
項
に
掲
げ
る
用
途
に
供
す
る
も
の

（ろ）

（い）

３

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
特
殊
建
築
物
は
、
耐
火
建
築
物
又
は
準
耐
火
建
築
物
（
別
表
第
一

欄
㈥
項
に
掲
げ
る
用
途
に
供
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
第
二

（い）

条
第
九
号
の
三
ロ
に
該
当
す
る
準
耐
火
建
築
物
の
う
ち
政
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。
）
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

別
表
第
一

欄
㈤
項
又
は
㈥
項
に
掲
げ
る
用
途
に
供
す
る
も
の
で
、
そ
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
が
同
表

欄
の
当
該
各
項
に
該
当
す
る
も
の

（い）

（に）

二

別
表
第
二

項
第
四
号
に
規
定
す
る
危
険
物
（
安
全
上
及
び
防
火
上
支
障
が
な
い
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の

（と）

貯
蔵
場
又
は
処
理
場
の
用
途
に
供
す
る
も
の
（
貯
蔵
又
は
処
理
に
係
る
危
険
物
の
数
量
が
政
令
で
定
め
る
限
度
を
超
え
な
い
も
の
を
除
く
。
）

４

前
三
項
に
規
定
す
る
基
準
の
適
用
上
一
の
建
築
物
で
あ
つ
て
も
別
の
建
築
物
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
部
分
と
し
て
政
令
で
定
め
る
部
分
が
二
以
上
あ
る
建
築
物
の
当

該
建
築
物
の
部
分
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
建
築
物
と
み
な
す
。
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（
石
綿
そ
の
他
の
物
質
の
飛
散
又
は
発
散
に
対
す
る
衛
生
上
の
措
置
）

第
二
十
八
条
の
二

建
築
物
は
、
石
綿
そ
の
他
の
物
質
の
建
築
材
料
か
ら
の
飛
散
又
は
発
散
に
よ
る
衛
生
上
の
支
障
が
な
い
よ
う
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
と

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

建
築
材
料
に
石
綿
そ
の
他
の
著
し
く
衛
生
上
有
害
な
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
物
質
（
次
号
及
び
第
三
号
に
お
い
て
「
石
綿
等
」
と
い
う
。
）
を
添
加
し
な
い
こ

と
。

二

石
綿
等
を
あ
ら
か
じ
め
添
加
し
た
建
築
材
料
（
石
綿
等
を
飛
散
又
は
発
散
さ
せ
る
お
そ
れ
が
な
い
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
た
も
の
又
は
国
土
交
通
大
臣

の
認
定
を
受
け
た
も
の
を
除
く
。
）
を
使
用
し
な
い
こ
と
。

三

居
室
を
有
す
る
建
築
物
に
あ
つ
て
は
、
前
二
号
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
石
綿
等
以
外
の
物
質
で
そ
の
居
室
内
に
お
い
て
衛
生
上
の
支
障
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る

も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
物
質
の
区
分
に
応
じ
、
建
築
材
料
及
び
換
気
設
備
に
つ
い
て
政
令
で
定
め
る
技
術
的
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

（
昇
降
機
）

第
三
十
四
条

（
略
）

２

高
さ
三
十
一
メ
ー
ト
ル
を
こ
え
る
建
築
物
（
政
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。
）
に
は
、
非
常
用
の
昇
降
機
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
特
殊
建
築
物
等
の
避
難
及
び
消
火
に
関
す
る
技
術
的
基
準
）

第
三
十
五
条

別
表
第
一

欄
㈠
項
か
ら
㈣
項
ま
で
に
掲
げ
る
用
途
に
供
す
る
特
殊
建
築
物
、
階
数
が
三
以
上
で
あ
る
建
築
物
、
政
令
で
定
め
る
窓
そ
の
他
の
開
口
部
を
有

（い）

し
な
い
居
室
を
有
す
る
建
築
物
又
は
延
べ
面
積
（
同
一
敷
地
内
に
二
以
上
の
建
築
物
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
延
べ
面
積
の
合
計
）
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
を
こ
え

る
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
廊
下
、
階
段
、
出
入
口
そ
の
他
の
避
難
施
設
、
消
火
栓
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
、
貯
水
槽
そ
の
他
の
消
火
設
備
、
排
煙
設
備
、
非
常
用
の
照
明
装

せ
ん

そ
う

置
及
び
進
入
口
並
び
に
敷
地
内
の
避
難
上
及
び
消
火
上
必
要
な
通
路
は
、
政
令
で
定
め
る
技
術
的
基
準
に
従
つ
て
、
避
難
上
及
び
消
火
上
支
障
が
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
特
殊
建
築
物
等
の
内
装
）

第
三
十
五
条
の
二

別
表
第
一

欄
に
掲
げ
る
用
途
に
供
す
る
特
殊
建
築
物
、
階
数
が
三
以
上
で
あ
る
建
築
物
、
政
令
で
定
め
る
窓
そ
の
他
の
開
口
部
を
有
し
な
い
居
室
を

（い）

有
す
る
建
築
物
、
延
べ
面
積
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
を
こ
え
る
建
築
物
又
は
建
築
物
の
調
理
室
、
浴
室
そ
の
他
の
室
で
か
ま
ど
、
こ
ん
ろ
そ
の
他
火
を
使
用
す
る
設
備
若
し

く
は
器
具
を
設
け
た
も
の
は
、
政
令
で
定
め
る
も
の
を
除
き
、
政
令
で
定
め
る
技
術
的
基
準
に
従
つ
て
、
そ
の
壁
及
び
天
井
（
天
井
の
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
屋
根
）

の
室
内
に
面
す
る
部
分
の
仕
上
げ
を
防
火
上
支
障
が
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
こ
の
章
の
規
定
を
実
施
し
、
又
は
補
足
す
る
た
め
必
要
な
技
術
的
基
準
）

第
三
十
六
条

居
室
の
採
光
面
積
、
天
井
及
び
床
の
高
さ
、
床
の
防
湿
方
法
、
階
段
の
構
造
、
便
所
、
防
火
壁
、
防
火
床
、
防
火
区
画
、
消
火
設
備
、
避
雷
設
備
及
び
給
水
、
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排
水
そ
の
他
の
配
管
設
備
の
設
置
及
び
構
造
並
び
に
浄
化
槽
、
煙
突
及
び
昇
降
機
の
構
造
に
関
し
て
、
こ
の
章
の
規
定
を
実
施
し
、
又
は
補
足
す
る
た
め
に
安
全
上
、
防

火
上
及
び
衛
生
上
必
要
な
技
術
的
基
準
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
敷
地
等
と
道
路
と
の
関
係
）

第
四
十
三
条

建
築
物
の
敷
地
は
、
道
路
（
次
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
第
四
十
四
条
第
一
項
を
除
き
、
以
下
同
じ
。
）
に
二
メ
ー
ト
ル
以
上
接
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

自
動
車
の
み
の
交
通
の
用
に
供
す
る
道
路

二

地
区
計
画
の
区
域
（
地
区
整
備
計
画
が
定
め
ら
れ
て
い
る
区
域
の
う
ち
都
市
計
画
法
第
十
二
条
の
十
一
の
規
定
に
よ
り
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
の
敷
地
と
し
て
併

せ
て
利
用
す
べ
き
区
域
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
区
域
に
限
る
。
）
内
の
道
路

２
・
３

（
略
）

（
道
路
内
の
建
築
制
限
）

第
四
十
四
条

建
築
物
又
は
敷
地
を
造
成
す
る
た
め
の
擁
壁
は
、
道
路
内
に
、
又
は
道
路
に
突
き
出
し
て
建
築
し
、
又
は
築
造
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

地
盤
面
下
に
設
け
る
建
築
物

二

公
衆
便
所
、
巡
査
派
出
所
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
公
益
上
必
要
な
建
築
物
で
特
定
行
政
庁
が
通
行
上
支
障
が
な
い
と
認
め
て
建
築
審
査
会
の
同
意
を
得
て
許
可
し

た
も
の

三

第
四
十
三
条
第
一
項
第
二
号
の
道
路
の
上
空
又
は
路
面
下
に
設
け
る
建
築
物
の
う
ち
、
当
該
道
路
に
係
る
地
区
計
画
の
内
容
に
適
合
し
、
か
つ
、
政
令
で
定
め
る
基

準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
つ
て
特
定
行
政
庁
が
安
全
上
、
防
火
上
及
び
衛
生
上
支
障
が
な
い
と
認
め
る
も
の

四

公
共
用
歩
廊
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
建
築
物
で
特
定
行
政
庁
が
安
全
上
、
防
火
上
及
び
衛
生
上
他
の
建
築
物
の
利
便
を
妨
げ
、
そ
の
他
周
囲
の
環
境
を
害
す
る
お
そ

れ
が
な
い
と
認
め
て
許
可
し
た
も
の

２

（
略
）

（
用
途
地
域
等
）

第
四
十
八
条

第
一
種
低
層
住
居
専
用
地
域
内
に
お
い
て
は
、
別
表
第
二

項
に
掲
げ
る
建
築
物
以
外
の
建
築
物
は
、
建
築
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
特
定
行
政
庁
が

（い）

第
一
種
低
層
住
居
専
用
地
域
に
お
け
る
良
好
な
住
居
の
環
境
を
害
す
る
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
、
又
は
公
益
上
や
む
を
得
な
い
と
認
め
て
許
可
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

２

第
二
種
低
層
住
居
専
用
地
域
内
に
お
い
て
は
、
別
表
第
二

項
に
掲
げ
る
建
築
物
以
外
の
建
築
物
は
、
建
築
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
特
定
行
政
庁
が
第
二
種
低

（ろ）

層
住
居
専
用
地
域
に
お
け
る
良
好
な
住
居
の
環
境
を
害
す
る
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
、
又
は
公
益
上
や
む
を
得
な
い
と
認
め
て
許
可
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。

３

第
一
種
中
高
層
住
居
専
用
地
域
内
に
お
い
て
は
、
別
表
第
二

項
に
掲
げ
る
建
築
物
以
外
の
建
築
物
は
、
建
築
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
特
定
行
政
庁
が
第
一
種

（は）
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中
高
層
住
居
専
用
地
域
に
お
け
る
良
好
な
住
居
の
環
境
を
害
す
る
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
、
又
は
公
益
上
や
む
を
得
な
い
と
認
め
て
許
可
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の

限
り
で
な
い
。

４

第
二
種
中
高
層
住
居
専
用
地
域
内
に
お
い
て
は
、
別
表
第
二

項
に
掲
げ
る
建
築
物
は
、
建
築
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
特
定
行
政
庁
が
第
二
種
中
高
層
住
居
専

（に）

用
地
域
に
お
け
る
良
好
な
住
居
の
環
境
を
害
す
る
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
、
又
は
公
益
上
や
む
を
得
な
い
と
認
め
て
許
可
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

５

第
一
種
住
居
地
域
内
に
お
い
て
は
、
別
表
第
二

項
に
掲
げ
る
建
築
物
は
、
建
築
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
特
定
行
政
庁
が
第
一
種
住
居
地
域
に
お
け
る
住
居
の

（ほ）

環
境
を
害
す
る
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
、
又
は
公
益
上
や
む
を
得
な
い
と
認
め
て
許
可
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

６

第
二
種
住
居
地
域
内
に
お
い
て
は
、
別
表
第
二

項
に
掲
げ
る
建
築
物
は
、
建
築
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
特
定
行
政
庁
が
第
二
種
住
居
地
域
に
お
け
る
住
居
の

（へ）

環
境
を
害
す
る
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
、
又
は
公
益
上
や
む
を
得
な
い
と
認
め
て
許
可
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

７

準
住
居
地
域
内
に
お
い
て
は
、
別
表
第
二

項
に
掲
げ
る
建
築
物
は
、
建
築
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
特
定
行
政
庁
が
準
住
居
地
域
に
お
け
る
住
居
の
環
境
を
害

（と）

す
る
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
、
又
は
公
益
上
や
む
を
得
な
い
と
認
め
て
許
可
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

８

田
園
住
居
地
域
内
に
お
い
て
は
、
別
表
第
二

項
に
掲
げ
る
建
築
物
以
外
の
建
築
物
は
、
建
築
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
特
定
行
政
庁
が
農
業
の
利
便
及
び
田
園

（ち）

住
居
地
域
に
お
け
る
良
好
な
住
居
の
環
境
を
害
す
る
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
、
又
は
公
益
上
や
む
を
得
な
い
と
認
め
て
許
可
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

９

近
隣
商
業
地
域
内
に
お
い
て
は
、
別
表
第
二

項
に
掲
げ
る
建
築
物
は
、
建
築
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
特
定
行
政
庁
が
近
隣
の
住
宅
地
の
住
民
に
対
す
る
日
用

（り）

品
の
供
給
を
行
う
こ
と
を
主
た
る
内
容
と
す
る
商
業
そ
の
他
の
業
務
の
利
便
及
び
当
該
住
宅
地
の
環
境
を
害
す
る
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
、
又
は
公
益
上
や
む
を
得
な
い

と
認
め
て
許
可
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

商
業
地
域
内
に
お
い
て
は
、
別
表
第
二

項
に
掲
げ
る
建
築
物
は
、
建
築
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
特
定
行
政
庁
が
商
業
の
利
便
を
害
す
る
お
そ
れ
が
な
い
と
認

10

（ぬ）

め
、
又
は
公
益
上
や
む
を
得
な
い
と
認
め
て
許
可
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

準
工
業
地
域
内
に
お
い
て
は
、
別
表
第
二

項
に
掲
げ
る
建
築
物
は
、
建
築
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
特
定
行
政
庁
が
安
全
上
若
し
く
は
防
火
上
の
危
険
の
度
若

11

（る）

し
く
は
衛
生
上
の
有
害
の
度
が
低
い
と
認
め
、
又
は
公
益
上
や
む
を
得
な
い
と
認
め
て
許
可
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

工
業
地
域
内
に
お
い
て
は
、
別
表
第
二

項
に
掲
げ
る
建
築
物
は
、
建
築
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
特
定
行
政
庁
が
工
業
の
利
便
上
又
は
公
益
上
必
要
と
認
め
て

12

（を）

許
可
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

工
業
専
用
地
域
内
に
お
い
て
は
、
別
表
第
二

項
に
掲
げ
る
建
築
物
は
、
建
築
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
特
定
行
政
庁
が
工
業
の
利
便
を
害
す
る
お
そ
れ
が
な
い

13

（わ）

と
認
め
、
又
は
公
益
上
や
む
を
得
な
い
と
認
め
て
許
可
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
一
種
低
層
住
居
専
用
地
域
、
第
二
種
低
層
住
居
専
用
地
域
、
第
一
種
中
高
層
住
居
専
用
地
域
、
第
二
種
中
高
層
住
居
専
用
地
域
、
第
一
種
住
居
地
域
、
第
二
種
住
居

14
地
域
、
準
住
居
地
域
、
田
園
住
居
地
域
、
近
隣
商
業
地
域
、
商
業
地
域
、
準
工
業
地
域
、
工
業
地
域
又
は
工
業
専
用
地
域
（
以
下
「
用
途
地
域
」
と
総
称
す
る
。
）
の
指

定
の
な
い
区
域
（
都
市
計
画
法
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
市
街
化
調
整
区
域
を
除
く
。
）
内
に
お
い
て
は
、
別
表
第
二

項
に
掲
げ
る
建
築
物
は
、
建
築
し
て
は
な
ら

（か）

な
い
。
た
だ
し
、
特
定
行
政
庁
が
当
該
区
域
に
お
け
る
適
正
か
つ
合
理
的
な
土
地
利
用
及
び
環
境
の
保
全
を
図
る
上
で
支
障
が
な
い
と
認
め
、
又
は
公
益
上
や
む
を
得
な

い
と
認
め
て
許
可
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

～

（
略
）

15

17
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（
建
蔽
率
）

第
五
十
三
条

建
築
物
の
建
築
面
積
（
同
一
敷
地
内
に
二
以
上
の
建
築
物
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
建
築
面
積
の
合
計
）
の
敷
地
面
積
に
対
す
る
割
合
（
以
下
「
建

蔽
率
」
と
い
う
。
）
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
従
い
、
当
該
各
号
に
定
め
る
数
値
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。

一

第
一
種
低
層
住
居
専
用
地
域
、
第
二
種
低
層
住
居
専
用
地
域
、
第
一
種
中
高
層
住
居
専
用
地
域
、
第
二
種
中
高
層
住
居
専
用
地
域
、
田
園
住
居
地
域
又
は
工
業
専
用

地
域
内
の
建
築
物

十
分
の
三
、
十
分
の
四
、
十
分
の
五
又
は
十
分
の
六
の
う
ち
当
該
地
域
に
関
す
る
都
市
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
も
の

二

第
一
種
住
居
地
域
、
第
二
種
住
居
地
域
、
準
住
居
地
域
又
は
準
工
業
地
域
内
の
建
築
物

十
分
の
五
、
十
分
の
六
又
は
十
分
の
八
の
う
ち
当
該
地
域
に
関
す
る
都
市

計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
も
の

三

近
隣
商
業
地
域
内
の
建
築
物

十
分
の
六
又
は
十
分
の
八
の
う
ち
当
該
地
域
に
関
す
る
都
市
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
も
の

四

商
業
地
域
内
の
建
築
物

十
分
の
八

五

工
業
地
域
内
の
建
築
物

十
分
の
五
又
は
十
分
の
六
の
う
ち
当
該
地
域
に
関
す
る
都
市
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
も
の

六

用
途
地
域
の
指
定
の
な
い
区
域
内
の
建
築
物

十
分
の
三
、
十
分
の
四
、
十
分
の
五
、
十
分
の
六
又
は
十
分
の
七
の
う
ち
、
特
定
行
政
庁
が
土
地
利
用
の
状
況
等
を

考
慮
し
当
該
区
域
を
区
分
し
て
都
道
府
県
都
市
計
画
審
議
会
の
議
を
経
て
定
め
る
も
の

２

建
築
物
の
敷
地
が
前
項
の
規
定
に
よ
る
建
築
物
の
建
蔽
率
に
関
す
る
制
限
を
受
け
る
地
域
又
は
区
域
の
二
以
上
に
わ
た
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
建
築
物
の
建
蔽
率

は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
当
該
各
地
域
又
は
区
域
内
の
建
築
物
の
建
蔽
率
の
限
度
に
そ
の
敷
地
の
当
該
地
域
又
は
区
域
内
に
あ
る
各
部
分
の
面
積
の
敷
地
面
積
に
対
す
る

割
合
を
乗
じ
て
得
た
も
の
の
合
計
以
下
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

前
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
一
号
又
は
第
二
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
建
築
物
に
あ
つ
て
は
第
一
項
各
号
に
定
め
る
数
値
に
十
分
の
一
を
加
え
た
も
の

を
も
つ
て
当
該
各
号
に
定
め
る
数
値
と
し
、
第
一
号
及
び
第
二
号
に
該
当
す
る
建
築
物
に
あ
つ
て
は
同
項
各
号
に
定
め
る
数
値
に
十
分
の
二
を
加
え
た
も
の
を
も
つ
て
当

該
各
号
に
定
め
る
数
値
と
す
る
。

一

防
火
地
域
（
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
規
定
に
よ
り
建
蔽
率
の
限
度
が
十
分
の
八
と
さ
れ
て
い
る
地
域
を
除
く
。
）
内
に
あ
る
イ
に
該
当
す
る
建
築
物
又

は
準
防
火
地
域
内
に
あ
る
イ
若
し
く
は
ロ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
建
築
物

イ

耐
火
建
築
物
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
延
焼
防
止
性
能
（
通
常
の
火
災
に
よ
る
周
囲
へ
の
延
焼
を
防
止
す
る
た
め
に
壁
、
柱
、
床
そ
の
他
の
建
築
物
の
部
分
及
び

防
火
戸
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
防
火
設
備
に
必
要
と
さ
れ
る
性
能
を
い
う
。
ロ
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
有
す
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
建
築
物
（
以
下
こ
の

条
及
び
第
六
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
「
耐
火
建
築
物
等
」
と
い
う
。
）

ロ

準
耐
火
建
築
物
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
延
焼
防
止
性
能
を
有
す
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
建
築
物
（
耐
火
建
築
物
等
を
除
く
。
第
八
項
及
び
第
六
十
七
条

第
一
項
に
お
い
て
「
準
耐
火
建
築
物
等
」
と
い
う
。
）

二

街
区
の
角
に
あ
る
敷
地
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
敷
地
で
特
定
行
政
庁
が
指
定
す
る
も
の
の
内
に
あ
る
建
築
物

４

隣
地
境
界
線
か
ら
後
退
し
て
壁
面
線
の
指
定
が
あ
る
場
合
又
は
第
六
十
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
条
例
で
定
め
る
壁
面
の
位
置
の
制
限
（
隣
地
境
界
線
に
面

す
る
建
築
物
の
壁
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
柱
の
位
置
及
び
隣
地
境
界
線
に
面
す
る
高
さ
二
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
門
又
は
塀
の
位
置
を
制
限
す
る
も
の
に
限
る
。
）
が
あ
る
場

合
に
お
い
て
、
当
該
壁
面
線
又
は
壁
面
の
位
置
の
制
限
と
し
て
定
め
ら
れ
た
限
度
の
線
を
越
え
な
い
建
築
物
（
ひ
さ
し
そ
の
他
の
建
築
物
の
部
分
で
政
令
で
定
め
る
も
の

を
除
く
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
、
特
定
行
政
庁
が
安
全
上
、
防
火
上
及
び
衛
生
上
支
障
が
な
い
と
認
め
て
許
可
し
た
も
の
の
建
蔽
率
は
、
前
三
項
の
規
定
に
か
か
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わ
ら
ず
、
そ
の
許
可
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
前
三
項
の
規
定
に
よ
る
限
度
を
超
え
る
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
建
築
物
で
、
特
定
行
政
庁
が
安
全
上
、
防
火
上
及
び
衛
生
上
支
障
が
な
い
と
認
め
て
許
可
し
た
も
の
の
建
蔽
率
は
、
第
一
項
か
ら

第
三
項
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
許
可
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
限
度
を
超
え
る
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

特
定
行
政
庁
が
街
区
に
お
け
る
避
難
上
及
び
消
火
上
必
要
な
機
能
の
確
保
を
図
る
た
め
必
要
と
認
め
て
前
面
道
路
の
境
界
線
か
ら
後
退
し
て
壁
面
線
を
指
定
し
た
場

合
に
お
け
る
、
当
該
壁
面
線
を
越
え
な
い
建
築
物

二

特
定
防
災
街
区
整
備
地
区
に
関
す
る
都
市
計
画
に
お
い
て
特
定
防
災
機
能
（
密
集
市
街
地
整
備
法
第
二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
特
定
防
災
機
能
を
い
う
。
次
号
に
お

い
て
同
じ
。
）
の
確
保
を
図
る
た
め
必
要
な
壁
面
の
位
置
の
制
限
（
道
路
に
面
す
る
建
築
物
の
壁
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
柱
の
位
置
及
び
道
路
に
面
す
る
高
さ
二
メ
ー
ト

ル
を
超
え
る
門
又
は
塀
の
位
置
を
制
限
す
る
も
の
に
限
る
。
同
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
定
め
ら
れ
た
場
合
に
お
け
る
、
当
該
壁
面
の
位
置
の
制
限
と
し
て
定
め
ら
れ

た
限
度
の
線
を
越
え
な
い
建
築
物

三

第
六
十
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
条
例
に
お
い
て
防
災
街
区
整
備
地
区
計
画
の
区
域
（
特
定
建
築
物
地
区
整
備
計
画
又
は
防
災
街
区
整
備
地
区
整
備
計
画

が
定
め
ら
れ
て
い
る
区
域
に
限
る
。
）
に
お
け
る
特
定
防
災
機
能
の
確
保
を
図
る
た
め
必
要
な
壁
面
の
位
置
の
制
限
が
定
め
ら
れ
た
場
合
に
お
け
る
、
当
該
壁
面
の
位

置
の
制
限
と
し
て
定
め
ら
れ
た
限
度
の
線
を
越
え
な
い
建
築
物

四

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
の
た
め
必
要
な
外
壁
に
関
す
る
工
事
そ
の
他
の
屋
外
に
面
す
る
建
築
物
の
部
分
に
関
す
る
工
事
を
行
う
建
築
物
で
構
造
上

や
む
を
得
な
い
も
の
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の

６

前
各
項
の
規
定
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

一

防
火
地
域
（
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
規
定
に
よ
り
建
蔽
率
の
限
度
が
十
分
の
八
と
さ
れ
て
い
る
地
域
に
限
る
。
）
内
に
あ
る
耐
火
建
築
物
等

二

巡
査
派
出
所
、
公
衆
便
所
、
公
共
用
歩
廊
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の

三

公
園
、
広
場
、
道
路
、
川
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
の
内
に
あ
る
建
築
物
で
特
定
行
政
庁
が
安
全
上
、
防
火
上
及
び
衛
生
上
支
障
が
な
い
と
認
め
て
許
可
し
た

も
の

７

建
築
物
の
敷
地
が
防
火
地
域
の
内
外
に
わ
た
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
敷
地
内
の
建
築
物
の
全
部
が
耐
火
建
築
物
等
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
敷
地
は
、
全
て
防
火
地
域

内
に
あ
る
も
の
と
み
な
し
て
、
第
三
項
第
一
号
又
は
前
項
第
一
号
の
規
定
を
適
用
す
る
。

８

建
築
物
の
敷
地
が
準
防
火
地
域
と
防
火
地
域
及
び
準
防
火
地
域
以
外
の
区
域
と
に
わ
た
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
敷
地
内
の
建
築
物
の
全
部
が
耐
火
建
築
物
等
又
は
準

耐
火
建
築
物
等
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
敷
地
は
、
全
て
準
防
火
地
域
内
に
あ
る
も
の
と
み
な
し
て
、
第
三
項
第
一
号
の
規
定
を
適
用
す
る
。

９

第
四
十
四
条
第
二
項
の
規
定
は
、
第
四
項
、
第
五
項
又
は
第
六
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
す
る
場
合
に
準
用
す
る
。

（
防
火
地
域
及
び
準
防
火
地
域
内
の
建
築
物
）

第
六
十
一
条

防
火
地
域
又
は
準
防
火
地
域
内
に
あ
る
建
築
物
は
、
そ
の
外
壁
の
開
口
部
で
延
焼
の
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
に
防
火
戸
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
防
火
設
備
を

設
け
、
か
つ
、
壁
、
柱
、
床
そ
の
他
の
建
築
物
の
部
分
及
び
当
該
防
火
設
備
を
通
常
の
火
災
に
よ
る
周
囲
へ
の
延
焼
を
防
止
す
る
た
め
に
こ
れ
ら
に
必
要
と
さ
れ
る
性
能

に
関
し
て
防
火
地
域
及
び
準
防
火
地
域
の
別
並
び
に
建
築
物
の
規
模
に
応
じ
て
政
令
で
定
め
る
技
術
的
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
た
構
造
方
法

を
用
い
る
も
の
又
は
国
土
交
通
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
門
又
は
塀
で
、
高
さ
二
メ
ー
ト
ル
以
下
の
も
の
又
は
準
防
火
地
域
内
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に
あ
る
建
築
物
（
木
造
建
築
物
等
を
除
く
。
）
に
附
属
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

前
項
に
規
定
す
る
基
準
の
適
用
上
一
の
建
築
物
で
あ
つ
て
も
別
の
建
築
物
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
部
分
と
し
て
政
令
で
定
め
る
部
分
が
二
以
上
あ
る
建
築
物
の
当
該

建
築
物
の
部
分
は
、
同
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
建
築
物
と
み
な
す
。

（
屋
根
）

第
六
十
二
条

防
火
地
域
又
は
準
防
火
地
域
内
の
建
築
物
の
屋
根
の
構
造
は
、
市
街
地
に
お
け
る
火
災
を
想
定
し
た
火
の
粉
に
よ
る
建
築
物
の
火
災
の
発
生
を
防
止
す
る
た

め
に
屋
根
に
必
要
と
さ
れ
る
性
能
に
関
し
て
建
築
物
の
構
造
及
び
用
途
の
区
分
に
応
じ
て
政
令
で
定
め
る
技
術
的
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
た

構
造
方
法
を
用
い
る
も
の
又
は
国
土
交
通
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
特
定
防
災
街
区
整
備
地
区
）

第
六
十
七
条

特
定
防
災
街
区
整
備
地
区
内
に
あ
る
建
築
物
は
、
耐
火
建
築
物
等
又
は
準
耐
火
建
築
物
等
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

延
べ
面
積
が
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
平
家
建
て
の
附
属
建
築
物
で
、
外
壁
及
び
軒
裏
が
防
火
構
造
の
も
の

二

卸
売
市
場
の
上
家
、
機
械
製
作
工
場
そ
の
他
こ
れ
ら
と
同
等
以
上
に
火
災
の
発
生
の
お
そ
れ
が
少
な
い
用
途
に
供
す
る
建
築
物
で
、
主
要
構
造
部
が
不
燃
材
料
で
造

ら
れ
た
も
の
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
構
造
の
も
の

三

高
さ
二
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
門
又
は
塀
で
、
不
燃
材
料
で
造
ら
れ
、
又
は
覆
わ
れ
た
も
の

四

高
さ
二
メ
ー
ト
ル
以
下
の
門
又
は
塀

２

建
築
物
が
特
定
防
災
街
区
整
備
地
区
と
特
定
防
災
街
区
整
備
地
区
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
な
い
区
域
に
わ
た
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
全
部
に
つ
い
て
、
前
項
の
規

定
を
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
建
築
物
が
特
定
防
災
街
区
整
備
地
区
外
に
お
い
て
防
火
壁
で
区
画
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
防
火
壁
外
の
部
分
に
つ
い
て

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３

特
定
防
災
街
区
整
備
地
区
内
に
お
い
て
は
、
建
築
物
の
敷
地
面
積
は
、
特
定
防
災
街
区
整
備
地
区
に
関
す
る
都
市
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
建
築
物
の
敷
地
面
積
の

最
低
限
度
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
建
築
物
の
敷
地
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

公
衆
便
所
、
巡
査
派
出
所
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
建
築
物
で
公
益
上
必
要
な
も
の

二

特
定
行
政
庁
が
用
途
上
又
は
構
造
上
や
む
を
得
な
い
と
認
め
て
許
可
し
た
も
の

４

第
五
十
三
条
の
二
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
都
市
計
画
に
お
い
て
建
築
物
の
敷
地
面
積
の
最
低
限
度
が
定
め
ら
れ
、
又
は
変
更
さ
れ
た
場
合
に
準
用
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
同
条
第
三
項
中
「
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
六
十
七
条
第
三
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

５

特
定
防
災
街
区
整
備
地
区
内
に
お
い
て
は
、
建
築
物
の
壁
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
柱
は
、
特
定
防
災
街
区
整
備
地
区
に
関
す
る
都
市
計
画
に
お
い
て
壁
面
の
位
置
の
制
限

が
定
め
ら
れ
た
と
き
は
、
建
築
物
の
地
盤
面
下
の
部
分
を
除
き
、
当
該
壁
面
の
位
置
の
制
限
に
反
し
て
建
築
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
建
築
物
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二

学
校
、
駅
舎
、
卸
売
市
場
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
公
益
上
必
要
な
建
築
物
で
、
特
定
行
政
庁
が
用
途
上
又
は
構
造
上
や
む
を
得
な
い
と
認
め
て
許
可
し
た
も
の

６

特
定
防
災
街
区
整
備
地
区
内
に
お
い
て
は
、
そ
の
敷
地
が
防
災
都
市
計
画
施
設
（
密
集
市
街
地
整
備
法
第
三
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
防
災
都
市
計
画
施
設
を
い
う
。

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
接
す
る
建
築
物
の
防
災
都
市
計
画
施
設
に
係
る
間
口
率
（
防
災
都
市
計
画
施
設
に
面
す
る
部
分
の
長
さ
の
敷
地
の
当
該
防
災
都
市
計

画
施
設
に
接
す
る
部
分
の
長
さ
に
対
す
る
割
合
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
高
さ
は
、
特
定
防
災
街
区
整
備
地
区
に
関
す
る
都
市
計
画
に
お
い
て
建

築
物
の
防
災
都
市
計
画
施
設
に
係
る
間
口
率
の
最
低
限
度
及
び
建
築
物
の
高
さ
の
最
低
限
度
が
定
め
ら
れ
た
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
こ
れ
ら
の
最
低
限
度
以
上
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

７

前
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
同
項
に
規
定
す
る
建
築
物
の
高
さ
の
最
低
限
度
よ
り
低
い
高
さ
の
建
築
物
の
部
分
（
同
項
に
規
定
す
る
建
築
物
の
防
災
都
市
計
画
施
設
に

係
る
間
口
率
の
最
低
限
度
を
超
え
る
部
分
を
除
く
。
）
は
、
空
隙
の
な
い
壁
が
設
け
ら
れ
る
等
防
火
上
有
効
な
構
造
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

８

前
二
項
の
建
築
物
の
防
災
都
市
計
画
施
設
に
係
る
間
口
率
及
び
高
さ
の
算
定
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

９

前
三
項
の
規
定
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

一

第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
建
築
物

二

学
校
、
駅
舎
、
卸
売
市
場
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
公
益
上
必
要
な
建
築
物
で
、
特
定
行
政
庁
が
用
途
上
又
は
構
造
上
や
む
を
得
な
い
と
認
め
て
許
可
し
た
も
の

第
四
十
四
条
第
二
項
の
規
定
は
、
第
三
項
第
二
号
、
第
五
項
第
二
号
又
は
前
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
す
る
場
合
に
準
用
す
る
。

10
（
型
式
適
合
認
定
）

第
六
十
八
条
の
十

国
土
交
通
大
臣
は
、
申
請
に
よ
り
、
建
築
材
料
又
は
主
要
構
造
部
、
建
築
設
備
そ
の
他
の
建
築
物
の
部
分
で
、
政
令
で
定
め
る
も
の
の
型
式
が
、
前
三

章
の
規
定
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
（
第
六
十
八
条
の
二
十
五
第
一
項
の
構
造
方
法
等
の
認
定
の
内
容
を
含
む
。
）
の
う
ち
当
該
建
築
材
料
又
は
建
築
物
の
部
分

の
構
造
上
の
基
準
そ
の
他
の
技
術
的
基
準
に
関
す
る
政
令
で
定
め
る
一
連
の
規
定
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
の
認
定
（
以
下
「
型
式
適
合
認
定
」
と
い
う
。
）
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
。

２

（
略
）

（
一
の
敷
地
内
に
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
建
築
物
に
対
す
る
外
壁
の
開
口
部
に
対
す
る
制
限
の
特
例
）

第
八
十
六
条
の
四

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
建
築
物
に
つ
い
て
第
二
十
七
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
又
は
第
六
十
七
条
第
一
項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に

お
い
て
は
、
第
一
号
イ
に
該
当
す
る
建
築
物
は
耐
火
建
築
物
と
、
同
号
ロ
に
該
当
す
る
建
築
物
は
準
耐
火
建
築
物
と
み
な
す
。

一

第
八
十
六
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
又
は
許
可
を
受
け
て
建
築
等
を
す
る
建
築
物
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

イ

第
二
条
第
九
号
の
二
イ
に
該
当
す
る
も
の

ロ

第
二
条
第
九
号
の
三
イ
又
は
ロ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

二

第
八
十
六
条
第
二
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
又
は
許
可
を
受
け
て
建
築
等
を
す
る
建
築
物
で
、
前
号
イ
又
は
ロ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
（
当
該
認

定
又
は
許
可
に
係
る
公
告
対
象
区
域
内
に
現
に
存
す
る
建
築
物
が
、
同
号
イ
又
は
ロ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
限
る
。
）

三

第
八
十
六
条
の
二
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
認
定
又
は
許
可
を
受
け
て
建
築
等
を
す
る
建
築
物
で
、
第
一
号
イ
又
は
ロ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
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の
（
当
該
認
定
又
は
許
可
に
係
る
公
告
対
象
区
域
内
の
他
の
一
敷
地
内
認
定
建
築
物
又
は
一
敷
地
内
許
可
建
築
物
が
、
同
号
イ
又
は
ロ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

で
あ
る
場
合
に
限
る
。
）

（
既
存
の
建
築
物
に
対
す
る
制
限
の
緩
和
）

第
八
十
六
条
の
七

第
三
条
第
二
項
（
第
八
十
六
条
の
九
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
、
次
条
、
第
八
十
七
条
及
び
第
八
十
七
条
の
二
に
お
い

て
同
じ
。
）
の
規
定
に
よ
り
第
二
十
条
、
第
二
十
一
条
、
第
二
十
二
条
第
一
項
、
第
二
十
三
条
、
第
二
十
五
条
か
ら
第
二
十
七
条
ま
で
、
第
二
十
八
条
の
二
（
同
条
第
一

号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
基
準
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
三
十
条
、
第
三
十
四
条
第
二
項
、
第
三
十
五
条
（
同
条
の
階
段
、
出
入
口
そ
の
他
の
避
難
施
設
及
び
排
煙

設
備
に
関
す
る
技
術
的
基
準
の
う
ち
政
令
で
定
め
る
も
の
（
次
項
及
び
第
八
十
七
条
第
四
項
に
お
い
て
「
階
段
等
に
関
す
る
技
術
的
基
準
」
と
い
う
。
）
並
び
に
第
三
十

五
条
の
敷
地
内
の
避
難
上
及
び
消
火
上
必
要
な
通
路
に
関
す
る
技
術
的
基
準
の
う
ち
政
令
で
定
め
る
も
の
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
三
十
六
条
（
同
条
の
防
火
壁
及

び
防
火
区
画
の
設
置
及
び
構
造
に
関
す
る
技
術
的
基
準
の
う
ち
政
令
で
定
め
る
も
の
（
次
項
に
お
い
て
「
防
火
壁
等
に
関
す
る
技
術
的
基
準
」
と
い
う
。
）
に
係
る
部
分

に
限
る
。
）
、
第
四
十
三
条
第
一
項
、
第
四
十
四
条
第
一
項
、
第
四
十
七
条
、
第
四
十
八
条
第
一
項
か
ら
第
十
四
項
ま
で
、
第
五
十
一
条
、
第
五
十
二
条
第
一
項
、
第
二

項
若
し
く
は
第
七
項
、
第
五
十
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
五
十
四
条
第
一
項
、
第
五
十
五
条
第
一
項
、
第
五
十
六
条
第
一
項
、
第
五
十
六
条
の
二
第
一
項
、
第

五
十
七
条
の
四
第
一
項
、
第
五
十
七
条
の
五
第
一
項
、
第
五
十
八
条
第
一
項
、
第
五
十
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
六
十
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
六
十

条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
六
十
条
の
二
の
二
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
六
十
条
の
三
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
六
十
一
条
、
第
六
十
二
条
、
第
六

十
七
条
第
一
項
若
し
く
は
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
又
は
第
六
十
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
建
築
物
に
つ
い
て
政
令
で
定
め
る
範
囲
内

に
お
い
て
増
築
、
改
築
、
大
規
模
の
修
繕
又
は
大
規
模
の
模
様
替
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
増
築
等
」
と
い
う
。
）
を
す
る
場
合
（
第
三
条
第
二
項
の
規
定

に
よ
り
第
二
十
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
建
築
物
に
つ
い
て
当
該
政
令
で
定
め
る
範
囲
内
に
お
い
て
増
築
又
は
改
築
を
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
増
築
又
は
改

築
後
の
建
築
物
の
構
造
方
法
が
政
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
場
合
に
限
る
。
）
に
お
い
て
は
、
第
三
条
第
三
項
（
第
三
号
及
び
第
四
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
以
下

こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

２

第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
第
二
十
条
、
第
二
十
一
条
、
第
二
十
三
条
、
第
二
十
六
条
、
第
二
十
七
条
、
第
三
十
五
条
（
階
段
等
に
関
す
る
技
術
的
基
準
に
係
る
部

分
に
限
る
。
）
、
第
三
十
六
条
（
防
火
壁
等
に
関
す
る
技
術
的
基
準
（
政
令
で
定
め
る
防
火
区
画
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
又
は
第
六
十
一
条

の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
建
築
物
で
あ
つ
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
基
準
の
適
用
上
一
の
建
築
物
で
あ
つ
て
も
別
の
建
築
物
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
部
分
と

し
て
政
令
で
定
め
る
部
分
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
独
立
部
分
」
と
い
う
。
）
が
二
以
上
あ
る
も
の
に
つ
い
て
増
築
等
を
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
第
三
条
第
三
項
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
増
築
等
を
す
る
独
立
部
分
以
外
の
独
立
部
分
に
対
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

３

第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
第
二
十
八
条
、
第
二
十
八
条
の
二
（
同
条
第
三
号
に
掲
げ
る
基
準
の
う
ち
政
令
で
定
め
る
も
の
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
二
十
九

条
か
ら
第
三
十
二
条
ま
で
、
第
三
十
四
条
第
一
項
、
第
三
十
五
条
（
同
条
の
廊
下
並
び
に
非
常
用
の
照
明
装
置
及
び
進
入
口
に
関
す
る
技
術
的
基
準
の
う
ち
政
令
で
定
め

る
も
の
（
第
八
十
七
条
第
四
項
に
お
い
て
「
廊
下
等
に
関
す
る
技
術
的
基
準
」
と
い
う
。
）
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
三
十
五
条
の
二
、
第
三
十
五
条
の
三
、
第
三

十
六
条
（
防
火
壁
、
防
火
床
、
防
火
区
画
、
消
火
設
備
及
び
避
雷
設
備
の
設
置
及
び
構
造
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
又
は
第
三
十
七
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
建
築

物
に
つ
い
て
増
築
等
を
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
第
三
条
第
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
増
築
等
を
す
る
部
分
以
外
の
部
分
に
対
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
は
、

適
用
し
な
い
。
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４

（
略
）

（
公
共
事
業
の
施
行
等
に
よ
る
敷
地
面
積
の
減
少
に
つ
い
て
の
第
三
条
等
の
規
定
の
準
用
）

第
八
十
六
条
の
九

第
三
条
第
二
項
及
び
第
三
項
（
第
一
号
及
び
第
二
号
を
除
く
。
）
の
規
定
は
、
次
に
掲
げ
る
事
業
の
施
行
の
際
現
に
存
す
る
建
築
物
若
し
く
は
そ
の
敷

地
又
は
現
に
建
築
、
修
繕
若
し
く
は
模
様
替
の
工
事
中
の
建
築
物
若
し
く
は
そ
の
敷
地
が
、
当
該
事
業
の
施
行
に
よ
る
こ
れ
ら
の
建
築
物
の
敷
地
面
積
の
減
少
に
よ
り
、

こ
の
法
律
若
し
く
は
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
若
し
く
は
条
例
の
規
定
に
適
合
し
な
い
こ
と
と
な
つ
た
場
合
又
は
こ
れ
ら
の
規
定
に
適
合
し
な
い
部
分
を
有
す
る
に
至
つ
た
場

合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
第
三
号
中
「
こ
の
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
若
し
く
は
条
例
の
規
定
の
施
行
又
は
適
用
」
と
あ
る
の
は
、
「

第
八
十
六
条
の
九
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
業
の
施
行
に
よ
る
建
築
物
の
敷
地
面
積
の
減
少
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

一

土
地
収
用
法
第
三
条
各
号
に
掲
げ
る
も
の
に
関
す
る
事
業
若
し
く
は
都
市
計
画
法
の
規
定
に
よ
り
土
地
を
収
用
し
、
若
し
く
は
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
都
市
計
画

事
業
又
は
こ
れ
ら
の
事
業
に
係
る
土
地
収
用
法
第
十
六
条
に
規
定
す
る
関
連
事
業

二

そ
の
他
前
号
の
事
業
に
準
ず
る
事
業
で
政
令
で
定
め
る
も
の

２

（
略
）

（
用
途
の
変
更
に
対
す
る
こ
の
法
律
の
準
用
）

第
八
十
七
条

（
略
）

２

（
略
）

３

第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
第
二
十
七
条
、
第
二
十
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
、
第
二
十
九
条
、
第
三
十
条
、
第
三
十
五
条
か
ら
第
三
十
五
条
の
三
ま
で
、
第

三
十
六
条
中
第
二
十
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
十
五
条
に
関
す
る
部
分
、
第
四
十
八
条
第
一
項
か
ら
第
十
四
項
ま
で
若
し
く
は
第
五
十
一
条
の
規
定
又
は
第
三
十
九
条

第
二
項
、
第
四
十
条
、
第
四
十
三
条
第
三
項
、
第
四
十
三
条
の
二
、
第
四
十
九
条
か
ら
第
五
十
条
ま
で
、
第
六
十
八
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
六
十
八
条
の
九
第
一
項

の
規
定
に
基
づ
く
条
例
の
規
定
（
次
条
第
一
項
に
お
い
て
「
第
二
十
七
条
等
の
規
定
」
と
い
う
。
）
の
適
用
を
受
け
な
い
建
築
物
の
用
途
を
変
更
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
を
除
き
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
準
用
す
る
。

一

増
築
、
改
築
、
大
規
模
の
修
繕
又
は
大
規
模
の
模
様
替
を
す
る
場
合

二

当
該
用
途
の
変
更
が
政
令
で
指
定
す
る
類
似
の
用
途
相
互
間
に
お
け
る
も
の
で
あ
つ
て
、
か
つ
、
建
築
物
の
修
繕
若
し
く
は
模
様
替
を
し
な
い
場
合
又
は
そ
の
修
繕

若
し
く
は
模
様
替
が
大
規
模
で
な
い
場
合

三

第
四
十
八
条
第
一
項
か
ら
第
十
四
項
ま
で
の
規
定
に
関
し
て
は
、
用
途
の
変
更
が
政
令
で
定
め
る
範
囲
内
で
あ
る
場
合

４

第
八
十
六
条
の
七
第
二
項
（
第
二
十
七
条
又
は
第
三
十
五
条
（
階
段
等
に
関
す
る
技
術
的
基
準
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
八
十
六
条

の
七
第
三
項
（
第
二
十
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
、
第
二
十
九
条
、
第
三
十
条
、
第
三
十
五
条
（
廊
下
等
に
関
す
る
技
術
的
基
準
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
三

十
五
条
の
二
、
第
三
十
五
条
の
三
又
は
第
三
十
六
条
（
居
室
の
採
光
面
積
に
係
る
部
分
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
は
、

第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
第
二
十
七
条
、
第
二
十
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
、
第
二
十
九
条
、
第
三
十
条
、
第
三
十
五
条
（
階
段
等
に
関
す
る
技
術
的
基
準
及

び
廊
下
等
に
関
す
る
技
術
的
基
準
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
又
は
第
三
十
五
条
の
二
か
ら
第
三
十
六
条
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
建
築
物
の
用
途
を
変
更
す
る
場
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合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
八
十
六
条
の
七
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
増
築
等
」
と
あ
る
の
は
「
用
途
の
変
更
」
と
、
「
第
三
条
第
三
項
」
と
あ

る
の
は
「
第
八
十
七
条
第
三
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
工
作
物
へ
の
準
用
）

第
八
十
八
条

煙
突
、
広
告
塔
、
高
架
水
槽
、
擁
壁
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
工
作
物
で
政
令
で
指
定
す
る
も
の
及
び
昇
降
機
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
シ
ュ
ー
ト
、
飛
行
塔
そ
の
他

こ
れ
ら
に
類
す
る
工
作
物
で
政
令
で
指
定
す
る
も
の
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
昇
降
機
等
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
第
三
条
、
第
六
条
（
第
三
項
、
第
五
項
及
び

第
六
項
を
除
く
も
の
と
し
、
第
一
項
及
び
第
四
項
は
、
昇
降
機
等
に
つ
い
て
は
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
建
築
物
に
係
る
部
分
、
そ
の
他
の
も
の
に
つ
い
て
は

同
項
第
四
号
の
建
築
物
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
六
条
の
二
（
第
三
項
を
除
く
。
）
、
第
六
条
の
四
（
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
の
建
築
物
に
係
る
部
分
に
限
る
。

）
、
第
七
条
か
ら
第
七
条
の
四
ま
で
、
第
七
条
の
五
（
第
六
条
の
四
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
の
建
築
物
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
八
条
か
ら
第
十
一
条
ま
で
、

第
十
二
条
第
五
項
（
第
三
号
を
除
く
。
）
及
び
第
六
項
か
ら
第
九
項
ま
で
、
第
十
三
条
、
第
十
五
条
の
二
、
第
十
八
条
（
第
四
項
か
ら
第
十
三
項
ま
で
及
び
第
二
十
四
項

を
除
く
。
）
、
第
二
十
条
、
第
二
十
八
条
の
二
（
同
条
各
号
に
掲
げ
る
基
準
の
う
ち
政
令
で
定
め
る
も
の
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
三
十
二
条
、
第
三
十
三
条
、
第

三
十
四
条
第
一
項
、
第
三
十
六
条
（
避
雷
設
備
及
び
昇
降
機
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
三
十
七
条
、
第
三
十
八
条
、
第
四
十
条
、
第
三
章
の
二
（
第
六
十
八
条
の
二

十
第
二
項
に
つ
い
て
は
、
同
項
に
規
定
す
る
建
築
物
以
外
の
認
証
型
式
部
材
等
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
八
十
六
条
の
七
第
一
項
（
第
二
十
八
条
の
二
（
同
条
第
一

号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
基
準
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
八
十
六
条
の
七
第
二
項
（
第
二
十
条
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
八
十
六
条

の
七
第
三
項
（
第
三
十
二
条
、
第
三
十
四
条
第
一
項
、
第
三
十
六
条
（
昇
降
機
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
三
十
七
条
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
前
条
、
次
条
並

び
に
第
九
十
条
の
規
定
を
、
昇
降
機
等
に
つ
い
て
は
、
第
七
条
の
六
、
第
十
二
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
、
第
十
二
条
の
二
、
第
十
二
条
の
三
及
び
第
十
八
条
第
二
十

四
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
十
条
第
一
項
中
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
建
築
物
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
基
準
」
と
あ

る
の
は
、
「
政
令
で
定
め
る
技
術
的
基
準
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２
～
４

（
略
）

○
公
営
住
宅
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
二
百
四
十
号
）
（
抄
）

（
用
語
の
定
義
）

第
一
条

こ
の
政
令
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

耐
火
構
造
の
住
宅

イ
又
は
ロ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
住
宅
を
い
う
。

イ

そ
の
主
要
構
造
部
（
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
二
条
第
五
号
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
耐
火

構
造

（
同
法
第
二
条
第
七
号
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
次
号
ロ
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
る
も
の

ロ

そ
の
主
要
構
造
部
が
建
築
基
準
法
第
二
条
第
九
号
の
二
イ
⑵
に
該
当
す
る
も
の
で
国
土
交
通
大
臣
の
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
耐
久
性
を
有
す
る
も
の

二

準
耐
火
構
造
の
住
宅

耐
火
構
造
の
住
宅
以
外
の
住
宅
で
、
イ
又
は
ロ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
を
い
う
。
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イ

主
要
構
造
部
を
準
耐
火
構
造
（
建
築
基
準
法
第
二
条
第
七
号
の
二
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
と
し
た
も
の
で
国
土
交
通
大
臣

の
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
耐
久
性
を
有
す
る
も
の

ロ

イ
に
掲
げ
る
住
宅
以
外
の
住
宅
で
、
外
壁
を
耐
火
構
造
と
し
、
屋
根
を
不
燃
材
料
（
建
築
基
準
法
第
二
条
第
九
号
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お

い
て
同
じ
。
）
で
ふ
い
た
も
の
又
は
主
要
構
造
部
に
不
燃
材
料
そ
の
他
の
不
燃
性
の
建
築
材
料
を
用
い
た
も
の

三

（
略
）

○
地
方
住
宅
供
給
公
社
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
百
九
十
八
号
）
（
抄
）

（
他
の
法
令
の
準
用
）

第
二
条

次
の
法
令
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
地
方
住
宅
供
給
公
社
を
、
市
の
み
が
設
立
し
た
も
の
に
あ
つ
て
は
当
該
市
（
第
二
十
三
号
及
び
第
二
十
六
号
に
あ
つ
て
は
、
建

築
主
事
を
置
く
市
）
と
、
そ
の
他
の
も
の
に
あ
つ
て
は
都
道
府
県
と
み
な
し
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
準
用
す
る
。

一
～
二
十
五

（
略
）

二
十
六

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
三
条
、
第
十
四
条
第
二
項
、
第
十
六
条
第
三
項
、
第
二

十
条
及
び
附
則
第
三
条
第
七
項
か
ら
第
九
項
ま
で

二
十
七
～
三
十
六

（
略
）

２

（
略
）

○
地
方
住
宅
供
給
公
社
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
百
二
十
四
号
）
（
抄
）

（
他
の
法
令
の
準
用
）

第
四
十
七
条

不
動
産
登
記
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
及
び
政
令
で
定
め
る
そ
の
他
の
法
令
に
つ
い
て
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
地
方
公
社
を

地
方
公
共
団
体
と
み
な
し
て
、
こ
れ
ら
の
法
令
を
準
用
す
る
。

○
地
方
道
路
公
社
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
五
年
政
令
第
二
百
二
号
）
（
抄
）

（
他
の
法
令
の
準
用
）

第
十
条

次
の
法
令
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
地
方
道
路
公
社
を
、
市
の
み
が
設
立
し
た
も
の
に
あ
つ
て
は
当
該
市
（
第
十
九
号
及
び
第
二
十
二
号
に
あ
つ
て
は
、
建
築
主
事
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を
置
く
市
）
と
、
そ
の
他
の
も
の
に
あ
つ
て
は
都
道
府
県
と
み
な
し
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
準
用
す
る
。

一
～
二
十
一

（
略
）

二
十
二

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
三
条
、
第
十
四
条
第
二
項
、
第
十
六
条
第
三
項
、
第
二

十
条
及
び
附
則
第
三
条
第
七
項
か
ら
第
九
項
ま
で

二
十
三
～
三
十
二

（
略
）

２

（
略
）

○
地
方
道
路
公
社
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
八
十
二
号
）
（
抄
）

（
他
の
法
令
の
準
用
）

第
四
十
二
条

不
動
産
登
記
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
及
び
政
令
で
定
め
る
そ
の
他
の
法
令
に
つ
い
て
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
道
路
公
社
を

地
方
公
共
団
体
と
み
な
し
て
、
こ
れ
ら
の
法
令
を
準
用
す
る
。

○
日
本
下
水
道
事
業
団
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第
二
百
八
十
六
号
）
（
抄
）

（
他
の
法
令
の
準
用
）

第
七
条

次
の
法
令
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
事
業
団
を
地
方
公
共
団
体
（
第
二
号
、
第
四
号
か
ら
第
七
号
ま
で
、
第
十
三
号
、
第
十
八
号
及
び
第
二
十
号
に
掲
げ
る
規
定
に

あ
つ
て
は
、
都
道
府
県
）
と
み
な
し
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
準
用
す
る
。

一
～
十
九

（
略
）

二
十

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
三
条
、
第
十
四
条
第
二
項
、
第
十
六
条
第
三
項
、
第
二
十

条
及
び
附
則
第
三
条
第
七
項
か
ら
第
九
項
ま
で

二
十
一
～
二
十
八

（
略
）

２

（
略
）

○
日
本
下
水
道
事
業
団
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
四
十
一
号
）
（
抄
）

（
他
の
法
令
の
準
用
）
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第
五
十
二
条

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
及
び
政
令
で
定
め
る
そ
の
他
の
法
令
に
つ
い
て
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
事
業
団
を
地
方

公
共
団
体
と
み
な
し
て
、
こ
れ
ら
の
法
令
を
準
用
す
る
。

○
社
会
資
本
整
備
審
議
会
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
九
十
九
号
）
（
抄
）

（
分
科
会
）

第
六
条

審
議
会
に
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
分
科
会
を
置
き
、
こ
れ
ら
の
分
科
会
の
所
掌
事
務
は
、
審
議
会
の
所
掌
事
務
の
う
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る

と
お
り
と
す
る
。

名
称

所
掌
事
務

（
略
）

（
略
）

一

（
略
）

二

住
宅
の
品
質
確
保
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
一
号
）
、
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二

建
築
分
科
会

百
一
号
）
及
び
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
五
十
三
号
）
の
規
定
に
よ
り

審
議
会
の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
項
を
処
理
す
る
こ
と
。

２
～
６

（
略
）

○
独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
二
百
九
十
三
号
）
（
抄
）

（
他
の
法
令
の
準
用
）

第
二
十
八
条

次
に
掲
げ
る
法
令
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
機
構
を
国
の
行
政
機
関
と
み
な
し
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
準
用
す
る
。

一
～
二
十
四

（
略
）

二
十
五

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
三
条
、
第
十
四
条
第
二
項
、
第
十
六
条
第
三
項
、
第
二

十
条
及
び
附
則
第
三
条
第
七
項
か
ら
第
九
項
ま
で

二
十
六
～
三
十
三

（
略
）
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２

（
略
）

○
独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
八
十
号
）
（
抄
）

（
他
の
法
令
の
準
用
）

第
二
十
七
条

不
動
産
登
記
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
及
び
政
令
で
定
め
る
そ
の
他
の
法
令
に
つ
い
て
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
機
構
を
国
の

行
政
機
関
と
み
な
し
て
、
こ
れ
ら
の
法
令
を
準
用
す
る
。

○
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
三
百
二
十
九
号
）
（
抄
）

（
他
の
法
令
の
準
用
）

第
五
十
六
条

次
の
法
令
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
機
構
を
国
の
行
政
機
関
と
み
な
し
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
準
用
す
る
。

一
～
二
十
三

（
略
）

二
十
四

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
三
条
、
第
十
四
条
第
二
項
、
第
十
六
条
第
三
項
、
第
二

十
条
及
び
附
則
第
三
条
第
七
項
か
ら
第
九
項
ま
で

二
十
五
～
三
十
四

（
略
）

２

（
略
）

○
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
八
十
二
号
）
（
抄
）

（
他
の
法
令
の
準
用
）

第
四
十
三
条

不
動
産
登
記
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
及
び
政
令
で
定
め
る
そ
の
他
の
法
令
に
つ
い
て
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
機
構
を
国
の

行
政
機
関
と
み
な
し
て
、
こ
れ
ら
の
法
令
を
準
用
す
る
。

○
国
立
大
学
法
人
法
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
四
百
七
十
八
号
）
（
抄
）
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第
二
十
五
条

次
の
法
令
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
国
立
大
学
法
人
等
を
国
と
み
な
し
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
準
用
す
る
。

一
～
四
十
四

（
略
）

四
十
五

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
三
条
、
第
十
四
条
第
二
項
、
第
十
六
条
第
三
項
、
第
二

十
条
及
び
附
則
第
三
条
第
七
項
か
ら
第
九
項
ま
で

四
十
六
～
六
十
一

（
略
）

２
・
３

（
略
）

○
国
立
大
学
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
二
号
）
（
抄
）

（
他
の
法
令
の
準
用
）

第
三
十
七
条

教
育
基
本
法
（
平
成
十
八
年
法
律
第
百
二
十
号
）
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
法
令
に
つ
い
て
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
国
立
大
学
法
人
等
を
国
と

み
な
し
て
、
こ
れ
ら
の
法
令
を
準
用
す
る
。

２

（
略
）

○
独
立
行
政
法
人
国
立
高
等
専
門
学
校
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
四
百
七
十
九
号
）
（
抄
）

（
他
の
法
令
の
準
用
）

第
二
条

次
の
法
令
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
機
構
を
国
と
み
な
し
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
準
用
す
る
。

一
～
二
十
四

（
略
）

二
十
五

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
三
条
、
第
十
四
条
第
二
項
、
第
十
六
条
第
三
項
、
第
二

十
条
及
び
附
則
第
三
条
第
七
項
か
ら
第
九
項
ま
で

二
十
六
・
二
十
七

（
略
）

２

（
略
）

○
独
立
行
政
法
人
国
立
高
等
専
門
学
校
機
構
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
三
号
）
（
抄
）

（
他
の
法
令
の
準
用
）
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第
十
六
条

教
育
基
本
法
（
平
成
十
八
年
法
律
第
百
二
十
号
）
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
法
令
に
つ
い
て
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
機
構
を
国
と
み
な
し
て
、
こ

れ
ら
の
法
令
を
準
用
す
る
。

○
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
五
百
十
六
号
）
（
抄
）

（
他
の
法
令
の
準
用
）

第
十
六
条

次
の
法
令
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
機
構
を
国
の
行
政
機
関
と
み
な
し
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
準
用
す
る
。

一
～
三
十
二

（
略
）

三
十
三

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
三
条
、
第
十
四
条
第
二
項
、
第
十
六
条
第
三
項
、
第
二

十
条
及
び
附
則
第
三
条
第
七
項
か
ら
第
九
項
ま
で

三
十
四
～
四
十
三

（
略
）

２

（
略
）

○
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
九
十
一
号
）
（
抄
）

（
他
の
法
令
の
準
用
）

第
二
十
四
条

医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
法
令
に
つ
い
て
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
機
構
を
国
と
み
な
し
て
、
こ

れ
ら
の
法
令
を
準
用
す
る
。

○
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
百
六
十
号
）
（
抄
）

（
他
の
法
令
の
準
用
）

第
三
十
四
条

次
の
法
令
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
機
構
を
国
の
行
政
機
関
と
み
な
し
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
準
用
す
る
。

一
～
二
十
五

（
略
）

二
十
六

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
三
条
、
第
十
四
条
第
二
項
、
第
十
六
条
第
三
項
、
第
二

十
条
及
び
附
則
第
三
条
第
七
項
か
ら
第
九
項
ま
で

二
十
七
～
三
十
五

（
略
）
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２

（
略
）

○
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
号
）
（
抄
）

（
他
の
法
令
の
準
用
）

第
四
十
二
条

不
動
産
登
記
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
及
び
政
令
で
定
め
る
そ
の
他
の
法
令
に
つ
い
て
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
機
構
を
国
の

行
政
機
関
と
み
な
し
て
、
こ
れ
ら
の
法
令
を
準
用
す
る
。

○
都
市
計
画
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
四
年
政
令
第
百
五
十
八
号
）
（
抄
）

（
法
第
五
十
四
条
第
二
号
の
政
令
で
定
め
る
場
合
）

第
三
十
七
条
の
四

法
第
五
十
四
条
第
二
号
の
政
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
の
い
ず
れ
か
の
場
合
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

三

道
路
（
次
号
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。
）
で
あ
る
都
市
施
設
を
整
備
す
る
立
体
的
な
範
囲
の
上
に
位
置
す
る
空
間
に
お
い
て
渡
り
廊
下
そ
の
他
の
通
行
又
は
運
搬

の
用
途
に
供
す
る
建
築
物
（
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
）
の
建
築
が
行
わ
れ
る
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
建
築
物
が
安
全
上
、
防
火
上
及
び
衛
生
上
他

の
建
築
物
の
利
便
を
妨
げ
、
そ
の
他
周
囲
の
環
境
を
害
す
る
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合

イ

（
略
）

ロ

そ
の
主
要
構
造
部
（
建
築
基
準
法
第
二
条
第
五
号
に
規
定
す
る
主
要
構
造
部
を
い
う
。
）
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
建
築
物
に
設
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ

と
。

⑴

建
築
基
準
法
第
二
条
第
七
号
に
規
定
す
る
耐
火
構
造
で
あ
る
こ
と
。

⑵

建
築
基
準
法
施
行
令
第
百
八
条
の
三
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
該
当
す
る
こ
と
。

⑶

建
築
基
準
法
第
二
条
第
九
号
に
規
定
す
る
不
燃
材
料
（
ハ
に
お
い
て
単
に
「
不
燃
材
料
」
と
い
う
。
）
で
造
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

ハ

（
略
）

四

（
略
）

○
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
（
抄
）
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（
許
可
の
基
準
）

第
五
十
四
条

都
道
府
県
知
事
等
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
申
請
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、

そ
の
許
可
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

（
略
）

二

当
該
建
築
が
、
第
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
都
市
計
画
施
設
の
区
域
に
つ
い
て
都
市
施
設
を
整
備
す
る
立
体
的
な
範
囲
が
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、

当
該
立
体
的
な
範
囲
外
に
お
い
て
行
わ
れ
、
か
つ
、
当
該
都
市
計
画
施
設
を
整
備
す
る
上
で
著
し
い
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。
た
だ
し
、

当
該
立
体
的
な
範
囲
が
道
路
で
あ
る
都
市
施
設
を
整
備
す
る
も
の
と
し
て
空
間
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
と
き
は
、
安
全
上
、
防
火
上
及
び
衛
生
上
支
障
が
な
い
も

の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
場
合
に
限
る
。

三

（
略
）

○
国
土
交
通
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
五
号
）
（
抄
）

（
参
事
官
の
職
務
）

第
百
二
十
一
条
の
二

参
事
官
は
、
命
を
受
け
て
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
分
掌
す
る
。

一
～
八

（
略
）

九

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
五
十
三
号
）
の
規
定
に
よ
る
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す

る
こ
と
。
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